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      戦いの中に救いを求める壊れた少年は、

記憶をなくした迷子の少女と出会い──

世界を、自分を再生する。
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　プロローグ　New Comer






「お、今日は早はえぇな」

　不意の声が、僕の耳じ朶だを叩たたいた。

　冬が大きな足音を立てて駆かけ抜ぬけるような、格別に寒い日。暖だん房ぼうの効いた教室の窓に、瑞みず々みずしい滴しずくが幾いく本もの軌き跡せきを縦に残している。その窓の下を覗のぞき込めば、グラウンドを歩くまばらな生徒たちが冷たい風に吹ふかれていた。気まぐれな、冬の木こ枯がらし。

　きっと寒いんだろうな──机に頬ほお杖づえをついて、そんなことを考えていた最中だった。

「おはよーさん、橙とう矢やっち」

　ついと顔を上げてみれば、見覚えのある親友がいつの間にか隣となりの椅い子すに腰こし掛かけている。

「ん、おはよ。ノボルこそ、いつもより少し早くない？」

「おうよ。気合い入れて自チ転ヤ車リ、漕こいできたかんな」

　身体からだ動かしてねぇと寒くて仕方ねぇ。そう言いつつ、ノボルは教室に到とう着ちやく早々、襟えり元もとのネクタイを大きく緩ゆるめた。あちぃあちぃと制服の胸むな元もとまで扇あおぎ始める。

「なんだか暑そうだね」

「あぁ、自チ転ヤ車リのペース配分をちょっと間ま違ちがえてな。校門前の坂で気合い入れすぎたらこうなったわ。あの心臓破りは何日経たっても慣れる気がしねぇぜ」

　このチャリ電動式にでも改造すっか、とはノボルらしい発言だと思う。その改造が、専門家頼だのみではなく、自前で出来てしまうことを知っている身としては、尚なお更さらに。

　八はち王おう寺じノボル。僕のクラスメートで、バイト先の同どう僚りようで──とある分野の専門家だ。

「んで、橙矢っちはなーに見てたんだ？」

　ぼーっとしていたためか、質問は思いの外ほか、唐とう突とつのように感じられた。

「なにって？」

「さっきからずっと窓の外、見てたじゃねぇか。可愛かわい子ちゃんでもいたかよ？」

　ノボルがにっと真っ白な歯を覗かせる。窓の……外？

　そう言われて初めて、さっきまで自分が校庭に目を向けていたのだと思い出した。

「……ええ、と」

　咄とつ嗟さに口ごもった理由は、可愛子ちゃんうんぬんが図星だったから……じゃぁない。

　ただ、なんとなく──寒そうな生徒たちを見下ろしていたとは言いづらくて。

「──ここからでも見えるんだなって」

　僕は、遥はるか遠く、朧おぼろ気げに映るそれを指さした。

　ノボルが視線だけで僕の指先を追いかけ──おぉ、と得心したように頷うなずく。

「純白の花瞳エルダーアイリスか。確かに、今日はあんま雲がねぇからかよく見えるわな」

　快晴の下、高層ビルの群れを越こえた先に、一本の細長い──けれども実物は、都市中のいかなる建造物より大きく、そして雄お々おしい──それが建っている。

　真っ白な、塔とう。名を──純白の花瞳エルダーアイリス。

　海の奥底からそびえ立つ塔は、巨きよ大だいさ故ゆえに、その頂いただきを海上に誇こ示じしている。

「んでも、見えるほうではあるが……こっからじゃさすがに遠いな」

「うん。少し前まではもっと近くにあったから、今は余計にぼやけて見える気がする」

　純白の花瞳エルダーアイリスは、一か月にも満たない以前、今よりも大きく見えていた。それはつまり、僕たちの足場たる都市が、塔から物理的に距きよ離りをとった──移動したことを意味する。

　移動。そして潜せん水すいする、この潜水都市『鶺せき鴒れい』こそが──僕たちの居場所だ。

「にしたって、妙みような気分だぜ」

　むぅ、とノボルがその目をコンタクト越ごしに眇すがめた。

「潜水中は特になんとも感じなかったが、遠くに見える純白の花瞳エルダーアイリスってのは寂さびしいもんがあるっつーかな。空が空として背景にあんのが、違い和わ感かんばりばりだぜ」

「あ、ノボルもそうなんだ？」

「つーことは橙矢っちもか。ずっと海ばっか見上げてたから妙に感じんのかね」

「感覚の問題らしいよ。一か月の潜水期間は、一か月の海上暮らしで上書きされるって」

　姉さんの受け売りだけど、と僕が付け加えると、なーるほど、とノボルが呟つぶやいた。

　潜水都市は半年に一回、一か月の期間を海中で過ごす。世界に数ある潜水都市の一つであるここ『鶺鴒』でもそれは変わらない。海に潜もぐり、海から浮ふ上じようする。とはいえ、毎度のことながら、浮上後しばらくの違和感はやはり拭ぬぐいきれない。

　僕たちはつい最近まで──海の中にいたのだと。

「なに二人してぼんやりしているの？」

　投げられた声が、窓の外を見つめる僕たちの間に、すっと滑すべり込んできた。

　振ふり返る。僕らと同じ色の──けれども、女子生徒用の制服に身を包んだ彼女がそこにいた。焼やき栗ぐり色の結った髪かみに、今日の寒さ故かやや上気した頬ほお。通学鞄かばんを手に持つところを見る限り、丁度、教室に到着したばかりらしい。

「おはよ、橙矢。それに八王寺も」

　緋あけ空ぞらつばさ──もう長い付き合いになる腐くされ縁えんは、涼すずしげな瞳で僕たちを一いち瞥べつした。

「どうしたの？　二人ともそんな遠い目して」

「いや……時間の流れって意識すると遅おそいんだなぁって……」

　僕とノボルは揃そろってしみじみ頷く。過去への郷きよう愁しゆう──ノスタルジアである。

　ふぅん、とつばさが不思議そうな顔をする。

「それ、休みボケがまだ抜けてないんじゃない？」

　素そっ気けない上に的確な指し摘てきだった。その通りである。体調とか平気なの？　と、その後に少し心配そうな声こわ色いろで付け加えるところが、また面めん倒どう見みの良いつばさらしい。

「ま、休みの気分でいてぇってのはあるわな」

　椅子に背を預けたまま、ノボルが気け怠だるそうに頭の後ろで手を組んだ。

「冬休みが明けて早もう何日だっけか？　バイト漬づけだった頃ころが懐なつかしいぜ」

「あ、それなんだけど」

　今まさに思い出したといった間合いの声は、後方から上がった。

　僕の後ろの席に着いたつばさは、鞄の中身を机に入れ替かえてから、

「橙矢たちのバイト先って研究所でしょ？　思考昇華パラダイムシフトの研究とかもしてたよね」

「？　そりゃしてるけど」

　研究所。それが、僕とノボルの少々変わったバイト先だ。

　研究する所──その名の通り、研究所には確固たる研究対象があり、つばさの挙げた思考昇華それは、本筋ではないにせよ研究の内容にがっちり含ふくまれている。

　もっとも──つばさを含め、普ふ通つうに生活する人々には、あまり縁のない分野のはず。

「その思考昇華パラダイムシフトのことで、ちょっと聞きたいことがあって」

　そう前置きしたつばさは、特に含みもせずにその二の句を継ついだ。

「今度、学園で思考昇華パラダイムシフトの適性試験があるって話、なにか聞いてない？」

「──え？」

　自おのずと口から吐と息いきが零こぼれた。咄嗟にバイトの同僚の顔を盗ぬすみ見る。ノボルも同じ心境だったのか、目が合う。多分、僕たちの顔に浮うかぶ色は──おそらく、戸と惑まどい。

　思考昇華パラダイムシフトの──適性、試験？

「……その話、本当？」

　問い返した僕の心情は当然知らず、つばさは顎あごを少しだけ引いてみせた。

「うん。今度、都市中で学生を対象にした、思考昇華パラダイムシフトの適性試験が始まるんだって。そういうのに詳くわしい友達が教えてくれたから、ほぼ間違いないと思うよ」

　そう言うつばさの口ぶりからは、嘘うそや冗じよう談だんの気配は読み取れない。そもそもつばさが嘘を吐ついているとは毛頭考えていないけれど、反射的に疑うくらいには衝しよう撃げき的だった。

　思考昇華パラダイムシフト──かつて、世界を救ったとされる奇き跡せきの力。

　奇跡を扱あつかうには素養が必要だ。それが先天的なものであれ後天的なものであれ、適性試験とは恐おそらく、その素養があるか否いなかを判断するのだと、一応の想像はつくけれども。

「──どう思う？」

　僕は横目でつばさを窺うかがいつつも、抑おさえた声をノボルに投げかけた。

　同僚の返答もまた、迷いとつばさへの配はい慮りよ故か、音量が絞しぼられている。

「……あり得ねぇ、とは言い切れねぇけどよ。研究所の職員なんか、定期的に思考昇華パラダイムシフトの適性判断してるしな。試験っつぅ仕組みそのもんはあってもおかしくはねぇが……」

「さすがに一いつ般ぱん人がやったら……まずいよね」

「あぁ。素人しろうとも素人、それもただの学生にやらせるっつーのは」

　──危なすぎんだろ。その呟きは、唇くちびるの動きから読めた。確かに。

　危リ険ス性ク。奇跡の代だい償しようとも呼べるそれは、僕が昔に払はらったものでもある。

「橙矢、どうしたの？」

　つばさの声に怪け訝げんそうな色が混じる。僕はなるべく平静を装ってから、

「……ごめん。研究所からは特に聞いてないかな」

　結局、なにも知らない身としては、事実をそのまま伝える他ない。

　とはいえ、そっかとだけ呟いたつばさは、大して頓とん着ちやくする様子を見せなかった。

「ならいいの。その友達から突とつ然ぜん聞いて焦あせちゃって。せっかくなら、研究所でバイトする橙矢に、コツみたいなの教えてもらおうかなって思っただけだから」

「……オレじゃなくて最初から橙矢っち一いつ択たくとは、さすがは緋空っちだな！」

　ぞっこんだぜ──ノボルのその意図したように入れた茶々は、一いつ瞬しゆんにして場の詰つまった空気を変えてくれた。具体的には、つばさの頬がかぁっと赤く染まることで。

「なっ……なに言ってるの八王寺っ」

　つばさがぐるんと僕に振り向いた。そのまま掴つかみかからんばかりの勢いで、

「違ちがうから！　その、橙矢にぞっこんとかそういうことじゃなくてっ、身近に詳しい人がいるからそれだけでっ……あっ、でも橙矢じゃなかったら訊きくこともないんだけどっ」

「うん、わかってる」

　苦笑する。もう長年の付き合いだ。つばさがかなりの照れ屋であることは知っている。

「ノボルに冷やかされて恥はずかしかっただけだよね」

「……っ、そういうことっ！」

　ふんっ、とつばさがそっぽを向いた。その横顔がまだ赤い。それを微笑ほほえましいと思いながらも──心には依い然ぜんとして、さっきの疑問が引っかかっていた。

　思考昇華パラダイムシフト。その適性試験なんて──一体、研究所はなにを考えているんだ？

「そっ……それより橙矢っ」

　まだ若じやつ干かんどもりを残しながらも、つばさは僕を名指しで呼んだ。

「今日、一いつ緒しよに登校してきたんでしょ？」

　一瞬、質問の意味を計りかね──悟さとる。

　つばさの言う、一緒に登校してきた相手が、誰だれなのかを。

「うん。職員室の前で別れたけどね。ホームルームの時間には紹しよう介かいされるんじゃないかな」

「あー、そういや今日だったな。橙矢っちが早めに来てたのもそういう訳か」

　ノボルの納得に合わせるようにして──しゃっ、と教室の自動開閉扉とびらが滑った。

　担任の初老教師が姿を現す。ほどなくして始業の予よ鈴れいが鳴なり響ひびくと、軽快な電子音の旋せん律りつが止やむ頃には、生徒たちは自ずと席に着いていた。

　勿もち論ろん、僕もその一人として──教師の言葉を待っている。

「さて。今日はホームルームを始める前に、転入生を紹介します」

　簡潔な初老教師の説明は、おおーと教室中の生徒を沸わかすのには十分だ。潜水都市という閉へい鎖さ的な環かん境きよう上、転入生といった外部からの存在はそれなりに珍めずらしい。

「はいはい、静かに。──さ、入ってきて」

　担任教師が一度、その半身を廊ろう下かへ乗り出す。準備いいかな？　という問いに対して、開きっぱなしの扉の向こうから──ひゃいっ、と噛かんだような声が飛んできた。

　……きっと、緊きん張ちようしているんだろうなぁ。頑がん張ばれ、と僕は内心で囁ささやく。

　転入生の少女が教室に足を踏ふみ入れた。ふわっ……と、その緋ひ色いろの髪が宙に舞まう──瞬しゆん間かん、教室中が再び、そして静かに沸いた。綺き麗れい、とどこからか声が漏もれる。

　学園指定の制服姿──見るのは、自宅でのお披ひ露ろ目め会以来だ。

　席に着く全ての生徒の注目と、期待。それらを一身に受けて、少女はけれども萎い縮しゆくしたりはせず、ぴんと伸のばした背筋のまま、軽い足取りで歩み──果たして。

　壇だん上じように立った転入生と、目が合った。

　少女がぱっと微笑みを咲さかせた。とうやくん、とその桜色の唇が、嬉うれしそうに僕の名前を吐息だけで呼ぶ。軽く頷き返した僕は、きっと同じように笑っていたと思う。

　自己紹介、お願いできる？　そう初老教師に問われ、少女は一つ、息を吸った。

　────僕は知っている。この瞬間を、彼女がなにより楽しみにしていたことを。

「初めましてっ、風かざ峰みねほのみです！」

　転入生の少女──ほのみは、元気良く、皆みんなへ挨あい拶さつをした。



    

  
    
      　第一章　お騒さわがせな少女たち　─See Through─






　あたしも学園にいってみたいなぁ。

　きっかけは、ほのみがふと漏もらしたそんな呟つぶやきだった。

　色々あって色々あった、あの冬休み。ほのみは風かざ峰みね家の養子となった。

　風峰ほのみ──その名前は、ほのみが僕たちの家族となった証あかしであり、同時に都市で生活するための確固とした身分でもある。どうやってそれを取得したか、その具体的な方法は聞き及およんでいないのだけれど、バイト先の上司が「ふふ」と妖あやしく微笑ほほえんでいたことから推測するに、研究所の根回し──もとい、計らいがあったらしい。

　そんな折に、ほのみが口に出した願望である。

　学園にいきたい。その願いは──僕の姉さん、風峰ハルによってあっさり叶かなえられた。

　なんとかしてみますね～、とは鼻歌まじりな姉さんの弁である。それは決して簡単なことではないはずなのに、姉さんはなにをどうやったのか、ほのみを冬休み明けの学園に、一週間と遅おくれず転入させる手て筈はずを整えたのだから、なんというか、恐れ入る。

　んふふ、という姉さんの緩ゆるい微笑みは、バイト先の上司のそれと似ていた気もするし。

　────そんなこんな、色々な根回し手回しを経へて。

　その結果が、今、僕たちの通うここ『南鶺せき鴒れい第二学園』である。

「はいはい質問ー、風峰さんってどの都市どこからきたんですか？」

　転入生──風峰ほのみの自己紹介は、出だしの挨あい拶さつから教室中の拍はく手しゆに歓かん迎げいされ、今や壇だん上じように立ったままクラスメートたちからの質問を受けるほどに盛り上がっていた。

　ふゃいっ、と若じやつ干かん噛かみ気味に返答するのは、件くだんの人であるほのみだ。

「エル──んとっ、前のお家から今のお家に引ひっ越こしてきただけなのでっ、ずっと鶺鴒に住んでいますっ」

「普ふ段だん、家でなにして過ごしてますかー？」

「お店の……あっ、お家が花屋さんなので、そのお手伝いですっ」

「はいはい！　好きな異性のタイプとか聞いてもいいですか！」

「す、好きな……んっ、真ま面じ目めで頑がん張ばっている人とか、格好良いと思いますっ」

「っていうかぶっちゃけっ、今付き合っている人はいたりしますか!?」

「んんっー？　いっ……いたらいいなって想像する毎日ですっ」

　……律りち儀ぎなまでの受け答えだった。さすがにちょっと心配になる。

「大だい丈じよう夫ぶだろうよ、橙とう矢やっち。ほのみちゃん、上手くやれてんじゃねぇか」

　前の席から、ノボルが顔だけこちらに振ふり向けてきた。でも、と僕は反はん駁ばくする。

「あんな一いつ斉せいに質問されたら疲つかれたりしないかなって」

「……橙矢っちって結構、ほのみちゃん絡がらみだと色々甘いよな」

「え、そんなことないと思う……けど？」

　疑問系じゃねぇか、とノボルが悩なやましげに頭を振った。やれやれとでも言いたげな顔である。失礼な。ちょっと心配なだけである。本当にちょっと──ちょっとだけ。

　……大丈夫かな、ほのみ。

「──はい。時間がないから、質問はそろそろ終わりにしましょうか」

　やがて、初老教師が穏おだやかな物言いで告げると、ええー、と教室中から失意の声が漏れた。ふぅ。なんだか、授業参観に参加する父兄のような気持ちだった──

「あ、じゃあ最後に一つだけ、質問いいですかー」

　僕はぐぅと安あん堵どの息を呑のみ込む。クラスメートの一人が手を挙げると、はいっ、と壇上のほのみがハリのある答えを返した。とびきりの笑顔と一緒に。

　風峰さんって、とその女子生徒は何な故ぜか──僕の顔をちらと盗み見ると、

「ウチのクラスの『風峰』……と、なにか関係あったりするんですか？」

　んっ──としゃっくりしたような声は、僕とほのみの二人分だった。

　ほのみのほっぺが一息に、紅潮した。その手足がぴんと張る。かちんこちんな直立不動の姿勢──それが動どう揺ようの色だと、まったく同じ状態である僕にはわかる。

　ほのみのその反応をどうとったのか、女子生徒は冗じよう談だんっぽく笑った。

「ないですよねー。風峰って珍しい苗みよう字じだけど、いくらなんでもあの風峰とは──」

「…………い」

　──い？　と、僕を含ふくめた恐おそらくクラスメートの全員が、ほのみの呟つぶやきを反復した。

　すぅ、と息を吸い込み。話題の転入生は何故か──顔を真っ赤にして。

「い──一緒に暮らしてますっ！」

　教室の音が、止やんだ。

　物を言う機会すら許さないような静せい寂じやくだった。教室の気という気が一いつ斉せいに膨ふくれあがったような──あと、後ろの席の腐くされ縁えんから、ものすごく強い視線を感じるのだけれど。

　果たして。クラスメートたちの喧けん噪そうは、ぶわぁっと盛り上がり──

『──同どう棲せい!?』

「なんでその結論!?」

　反射的に叫さけんでしまった。はっ。じぃ……とクラスメートたちの視線が、僕の額や心臓や鳩尾みぞおちといった──心なしか急所らしき場所ばかりを射い貫ぬく。

　いやいやだってさ……もっと考えるべきはあるだろうよ、妹とか養子とか！

「ちょっ、ちょっと待ってっ」

　一方で、わたわたと慌あわてるほのみは、耳たぶまで赤いことにきっと気づいていない。

「どっ……同棲とかじゃないよっ？　だってあれって恋こい人びと同士がすることだってテレビで言ってたしっ……ねっ、まだ一緒にいるだけよねっ、とうやくんっ？」

『まだ!?　とうやくん!?』

「ああもぅ、よく反応するなぁ！」

　このクラス、こんなに統率とれていたっけ!?

　軽い脱だつ力りよく感かんを覚えていると、いつの間にか、教室が静まり返っていた。しかもクラスメートたちの目が何故か、一直線に僕へ集まっている。……なんだ、この反応？

　くい、と誰かに袖そでを引かれる。見ると、ノボルがこっそり僕へ耳打ちしてきた。

「連中、驚おどろいているんじゃね？　普段は無口クール系街道まっしぐらなあの橙矢っちが、ノリノリで突つっ込こんできやがったぜって」

「……いや無口クール系って……」

　そんな立場を確立した覚えはないのだけれど──そう言いかけて、口を噤つぐんだ。

　そういえば、僕、学園での立場なんて気にしたことあった？

　──クラスメートとろくに交流せず、自分のしたいことだけをしてきて。

「…………ない、か」

　気づいた途と端たん、心が急激に冷めたような気がした。

　教室の至る所から向けられる気配と興味、感情が──どうでもよくなる。見み渡わたしてみれば、教室の床ゆかや机、白板に制服、そして生徒たちが目に映った。

　それらにほんの一いつ瞬しゆん、懐なつかしいような昂こう揚ようを覚えたけれど。

　瞬まばたきをすれば、その全てがもう、色いろ褪あせて見える。

　そうだ。なにを今いま更さら。これは、僕が、とうの昔に捨てたものなんだから──

「…………とうやくん？」

　緋ひ色いろの髪かみが、目に止まった。

　ほのみが不思議そうな顔で僕を見つめている。まだ微かすかに頬ほおの赤い少女は、小首を傾かしげて──呆ぼう然ぜんとする僕に向けてどうしてか、にへらっと笑いかけてくれた。

　こうじゃない。僕は今、こんな風に笑っていない。

　気づいた途端、景色が一瞬にして元に戻もどったような気がした。教室には当然ながら、色しき彩さいがある。クラスメートたちに見つめられ、僕は今一度、彼らに向き合った。

　そうだ。楽しむことを諦あきらめない。僕はそう、ほのみから教わったんだから──

「……ほのみは、うちの養子でさ」

　滑すべり出しは、ちょっとどもった。

「その、詳くわしい事情は省くけど、この冬から一いつ緒しよに暮らし始めたんだ。それまでは別々……というか、一緒にはいられなかったんだけど、それが変わって」

　要領を得ていない自覚はあった。クラスメートたちが訝いぶかしげな顔をする。

「ええとだから。家には姉さんがいるから、同棲とは違ちがって……」

　違う。これは大して重要じゃ──いや、重要か？

　わからない。学生の機き微びってどんなだったっけ。ええと、要点は同棲か否いなかで……そもそもそんな話だった？　でも、話しづらい事情とはいえ、嘘うそを吐つくのは違うと思うし。

　わかっている。これまでずっと、武ぶ装そう研究員として歩むことだけに集中してきて──学園という日常に目を向けてこなかった。これはそのツケが回ってきただけのこと。

　歯は噛がみする。こんなにも、思っていることをただ伝えるのが難しいなんて──

「……ま、要するに」

　ふと、傍かたわらから何気なく声が上がった──ノボル？

「橙矢っちがほのみちゃんをナンパしたってこったな！」

　ざわ、と教室が再び、熱気づいた。ナンパ……え、そういうことなの……あの風峰が……と、クラスメートたちの喧噪が次々と生まれる。え──えええ？

　僕は思わず、何故かそっぽを向く親友の茶ちや髪ぱつな後頭部を見つめて、

「……女たらし」

　ぼそっと呟かれた。後ろに振り返れば、つばさが言葉とは裏腹に優しげな微び笑しようを浮うかべている。いいんじゃない？　と、その唇くちびるが無音で教えてくれた。

　…………いいのかな。こんな騒ぎを、僕が、楽しいなんて感じていても──

「ねえねえ、ほのみさんっ」

　ざわめきを切って、教室のどこかしらから声が上がる。はっはい、とぼーっとしていたのか、ほのみが弾はじかれたように肩かたを揺ゆらした。女子生徒らしき声が続く。

「ナンパされたって本当なの、あの風峰に？」

　あの風峰。指示語のつくような認識は、僕とクラスの距きよ離り感かんそのものだ。

　それを寂さびしいと思うことすらなかった。今までは。

「結構、その──よくわからないやつなのに？」

　女子生徒に問われたほのみは、一つ、不思議そうに首を傾げた。

「よくわからないって……とうやくんが？」

　クラスメートたちが全員も全員、強く頷うなずく。……僕の立ち位置ってこんなだったのか。いや、わかっていた。わかっていたとはいえ……改めてくると、正直、へこむ。

「そんなことないよっ」

　その矢先、元気の良い否定が耳に届いた。クラスメートたちが一瞬、静まる。

　静寂。教室中の注目を受けて、ほのみがふにゃっと頬を緩めた。

「とうやくんって──すっごく優しいんだよ？」

　……思わず呻うめいたのは僕だけじゃぁなかったらしい。落ちてる……これは風峰に落ちてる……等々、教室の各所から似たような声が散ちり散ぢりと漏もれた。喧噪、再開。

　騒さわぎも騒ぎ。大騒ぎが教室を支配した──てんやわんやのホームルームだった。

「……これが、学園生活？」

　胸の内に問いかけても、当然ながら答えは返ってこない。

　二年前、僕は学園という日常を自ら捨てた。武装研究員として強くなることだけを考えた──当時の僕にとっては当然の選せん択たくで、それは今でも悔くいてはいない。

　けれどもふと、転入生の少女──ほのみと目が合えば。

「とうやくんっ、席、隣となりに座ってもいい？」

　きっとこれが──いわゆる、学園生活なのだと。

　ほのみの笑顔を頼たよりに、これから少しずつでも、足を進めていける気がして。

「うん、勿もち論ろん」

　僕の口元はごく自然と、笑みの形をつくっていた。



　携けい帯たいに連れん絡らくがあったのは、その日の昼休みだった。

「ん、とうやくん電話？」

「うん、ちょっと出てくるね」

　皆みんなと弁当をつつく手を止めた僕は、廊ろう下かの端はしまで移動し、通話ボタンを押す。わざわざ教室を出てきたのは、学園にいる間は普ふ段だん、電話してこない相手からだったからだ。

　通話中となった画面に表示される名前は──天あま之の河がわ・シュティン・エル・美み陽よ。

「もしもし、風峰です」

『やあ、だいだいやじるし。昼間にすまないね、今、時間はあるかな？』

「あ、はい。昼休みなんで」

『ならよかった。一応、その時間帯を見計らってかけてみたのだけれども、いまいち自信がなくてね。ともあれ……本題に入ると、今日は特とく査さにくる予定はあるかい？』

「今日ですか？　ええ、すぐに出られると思います、けど？」

『うん。少々、緊きん急きゆうで耳に入れておきたい話があってね』

「……なにかあったんですか？」

『察してくれて助かるよ。とはいえ、電話だと余計な混乱を与あたえそうだからね。特査に着き次第、自分から直接伝えさせてもらおうかな』

「そりゃ構いませんけど……あ、そうだ。僕も訊ききたいことがあったんです」

『うん？　それこそ構わないよ。君が頼ってくれることは存外に少ないからね、自分も張り切って応こたえようじゃないか』

「まあ、そんな大げさなもの……でも、あるのかな？　ええと、どっちにせよ、学園が終わったらすぐに顔を出しにいきます」

『そうしてくれると助かるよ。邪じや魔ましたね。それでは──良き昼食を』

　ぴっ、という電子音の末、通話が終しゆう了りようした。切り方が妙みようにかっこいい室長である。

　緊急の用事とのことだったけれど──元々、特査には顔を出すつもりでいたし。

「……丁度いいかな」

　思い出すのは今朝の会話。つばさが口にした例の単語──研究所に勤める身としては、あまりに突とつ拍ぴよう子しのない話を、さすがに聞いたままにはしておけない。

　思考昇華パラダイムシフト適性試験──やっぱり、その真しん偽ぎを確かめるには、研究所に訊くのが一番だ。

「……とりあえず」

　意外と短い昼休みが終わる前に──腹ごしらえを済ますため、僕は踵きびすを返した。



　特立研究機構──その長すぎるが故の通つう称しようが、研究所。

　僕のバイト先である研究所は、潜せん水すい都市『鶺鴒』における最さい高こう峰ほうの、また唯ゆい一いつの研究機関でもある。『鶺鴒』の歴史は百五十年足らずとまだ浅くとも、度たび重かさなる研究機関同士の吸収合がつ併ぺいがあった末、この特立研究機構が最後に生き残った──と、僕のバイト先の上司が前に話していたことを覚えている。

　その結果、現在のような広大すぎる敷しき地ちが生まれたのさ、とも。

　特別派は遣けん調査室──そう記された扉とびらは、自動的に開くと、僕たちを迎むかえ入れてくれた。

「みよみよさーんっ、こんにちは！」

　ほのみの声が元気良く通る。僕とノボルもそれに続くと、完全防音の扉がこれまた自動的に閉まった。その反動か、室内の観葉植物の葉が少しだけ揺れる。

「──うん、今日もまた元気の良い挨あい拶さつだね」

　かさ……と、紙同士が擦こすれる音が響ひびいた。

　隅すみ々ずみまで清せい掃そうされた部屋の奥。小こ綺ぎ麗れいなデスクと対ついになるアームチェア──その低反発な背もたれに背を預け、一人、資料と思われる紙の束に目を通す女性がいた。

「一日の始まりは挨拶からと聞くけれど、これはなにも朝に限った話ではないのかな」

　特別派遣調査室の室長──美陽さんは手元から目を上げると、華か麗れいに微笑した。

「こんにちは、ほのみん。気持ちの良い挨拶をありがとう」

　それから、と美陽さんはどこかすぅっと細めた目を僕とノボルに送ると、

「他二名もこんにちは」

「……ええと。僕たちの扱あつかい、素っ気なくないですか？」

　他二名って。……なんだろう、この電話口との違いは。本当に理由がわからない。僕、昨日、なにかまずいことをしちゃったのだろうか。昨日といえば、学園が思ったより長引いて、ほとんど特査に顔を出さなかったくらいだから、むしろ──

「──みよみよさん、もしかして」

　考えが堂どう々どう巡めぐりしている僕の横で、ほのみがこてんと小首を傾げた。

「とうやくんたちと最近あんまり話せてないから、むすーってしているんですか？」

　ぴく、と我らが室長が肩を微かに揺らした。……そのまま、沈ちん黙もく。僕はそーっと美陽さんの背そむけた顔を窺うかがってみる。唇を軽く尖とがらせて、頬を少しだけ膨ふくらませていた。

　文字通り、むすーっとしている。

「……つまり美陽さん、拗すねてるんですか？」

　直球、と傍らのほのみが驚おどろいたような声を漏らすも──今度こそ、反応があった。

　美陽さんが忍しのぶように僕たちを盗ぬすみ見る。その目はまるで、まだまだ遊び足りないのに帰る時間だからと解散を余よ儀ぎなくされた子供のようで──つまるところ。

「……拗ねてるんですね？」

「拗ねてなんかいないさ」

　即そく答とうだった。意外と往おう生じよう際ぎわが悪い。美陽さんが再びそっぽを向く。

「自分はただ、だいだいやじるしたちと話す時間が少なくなって寂しいだけだよ」

　これは……拗ねてる。僕とノボル、それにほのみは互たがいに顔を突つき合わせた。

「……そういえば美陽さんって、僕たちが学園にいる間、特査に一人なんだよね」

「あぁ……まぁ確かに、最近、学園が始まったからって忙いそがしくはしてたよな。つーかそれより、普段の姐あね御ごとのギャップがオレの中で軽い化学反応起こしてんだが」

「でも、みよみよさんって結構寂しがり屋さんだよ？」

　マジか、とノボルが軽く驚く。そんな気は僕自身していたけれど、ほのみが言うなら間ま違ちがいないのだろう。ううむ。声を揃そろえて三人で唸うなっていると、ふと頬ほおに視線を感じた。

「……楽しそうにしているね」

　我らが室長──普段は仕事をバリバリこなす美陽さんが、実に子供っぽい上うわ目め遣づかいでこちらをじっと睨にらんでいる。

「……自分は仲間外れかい？」

「っ……い、いえ、そういうわけじゃ」

　まずい。こんな美陽さんの視線を受けていると──何故か、妙に背中がむずがゆい。いじけたような目は、尚なおも僕に突き刺ささる──も。ふふ、と声が零こぼれて。

「ふっ……ふふ」

　美陽さんが吹ふき出したように笑った。やけに幼い笑い方である。……なんとなく察した僕は脱だつ力りよくするように肩を落とし、ノボルも毒気を抜ぬかれたような感じだった。

「ふふ……いや、すまないね」

　美陽さんはしばらく笑い続けてから、目の縁ふちの滴しずくを指先で拭ぬぐった。

「君たちの反応が素直なのが嬉うれしくて、つい」

「……やっぱりからかってましたか」

　途と中ちゆうからそんな気はしてたけど。割と本気で焦あせったものである。色々と。

「いや、本当にすまなかったね。悪ふざけが過ぎた」

　我らが室長は居住まいを正し、打って変わって大人びた微笑ほほえみを浮うかべた。

「学生の本分は学園にある。特査の仕事はあくまでバイト──副業だからね。君たちが君たちのペースで特査に顔を出してくれたら、それだけで自分は嬉しいよ」

　茶ちや目めっ気のある態度の後でこうくると、美陽さんが特別派遣調査室の室長なんだと改めて思い直す。それでも僕は、はいと頷うなずいた内心で、でもと呟つぶやいていた。

　結構寂さびしがり屋さんだよ──ほのみの指し摘てきはきっと、正しいと思うから。

「……でも美陽さん、ちょっとは拗ねていましたよね？」

　美陽さんが少しだけ目を見開いた。その唇くちびるの両りよう端はしがきゅっと吊つり上がる。

「ふふ、さあ……どうかな？」

「素直じゃねっすね、姐御」

　にしし、と悪戯いたずらっぽく笑ったノボルが特売で買った椅い子すに腰こし掛かけた。んっ、とどこか嬉しそうなほのみが観葉植物の傍そばにあるソファに座る。僕もその隣に腰を下ろした。

　特別派遣調査室──総勢四人の部署の、定位置だ。

「いい眺ながめだね。……では早さつ速そく、今日の職務に励はげむとしようか」

　美陽さんは満足そうに一つ頷くと、手元の通信機器を操作した。ヴン、と──我らが室長の背後にある、プロジェクターが降りる。待機中、との文字が黒の画面に表示された。

　職務──調査に関する、ブリーフィングの始まりだ。

「ハチ、ネスティの準備をお願いできるかな？」

　美陽さんに訊たずねられ、ノボルが意を得たとばかりに指を鳴らした。

「了りようの解だぜ──きな、ネスティ」

　ノボルの呼び声に応じる物も体のがあった。デスクの上──置物のように鎮ちん座ざしていた球体型の機械が、うぃんと一つ、駆く動どう音を奏でる。表面に縦型の光の筋を奔はしらせ、それは機械的な動きで立ち上がると、ぴょんっと飛び上がり、ノボルの膝ひざにまで移動してきた。

　ネスティ──ノボルの相棒たる機械ユニットが一つ、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎした。

「ん、よろしくねー、ねっちゃん」

　ほのみによしよしと撫なでられる、ねっちゃん──もとい、ネスティが中心部を赤く点てん滅めつさせた。ほいほい、とノボルがそんなネスティの背面にあるキーボードを軽やかに叩たたく。

　ネスティの役割は色々あるけれど、その一つとして特査の情報端たん末まつがある。

「本日の指令はっと──あん、なんだこりゃ？」

　ノボルが怪け訝げんそうに声を上げた後、何故か、美陽さんに視線を送った。我らが室長は心得ているといった表情で、ノボルを含ふくめた僕たちに頷いてみせる。

「今朝、研究所の上層部から調査指令があったのさ。自分は既すでに書類へ目を通してあるのだけれど──内容が少々、特とく殊しゆでね」

　美陽さんが僕に含んだ流し目を見せる。ああ……電話で言っていた話はこれか。

「ハチ、プロジェクターに出せるかい？」

　おうよの一つ返事で、ネスティと接続されたプロジェクターが光った。幾いくつもの書類と思おぼしき画面がポップアップしては重なり、最後に浮かび出たそれが──目に止まる。

　表題にある黒文字。あまり見慣れない単語を、僕は声に出して読み上げた。

「……失しつ踪そう、事件？」

　うん、と美陽さんが端末を操作してプロジェクターの画面を切きり替かえた。

「近ちか頃ごろ、都市内で行方ゆくえ知れずとなる人間が続出しているらしくてね」

　画面になにかの見取り図が表示された。見覚えがある──『鶺鴒』全域の縮小地図だ。見れば、地図上の幾つかの地点にマーカーのような赤い光が点滅している。

「行方不明者は現在、報告されるだけで五件──この二週間足らずだけで、三日に一人は消えている計算となるね」

　三日に一人──それって、結構、

「……多いっすね」

　ノボルが低く唸った。その指先がキーを続けて弾く。

「つーかこれ、行方不明扱いになってる連中、全員学生みたいっすけど」

「え、そうなの？」

　僕の疑問に応こたえるかのように、プロジェクターが新たな画面を映し出した。行方不明者の情報なのか、文字の羅ら列れつと数枚の顔写真が浮かび上がる。目につくものだけでも、

「北鶺鴒第一学園……第二、第三……南の第一からも」

「うん、行方の掴つかめなくなった者は皆みんな、都市の学園施し設せつ──それもどこかしらの高等学校に在ざい籍せきしている学生らしくてね」

　加えて、と美陽さんは手元にある書類の束に目線を落とした。

「行方不明者の発生が今年の初め、つまり二週間程前から集中している──とある」

「……学園が始まってすぐ、みんないなくなっちゃったってことですか？」

　ほのみの不安げな問いに対して、美陽さんは無言の頷きを返す。ぎゅっ、と唐とう突とつに制服の袖そでを隣となりの少女に掴まれた。きっと無意識なのだろう。僕は黙だまってほのみの手を握にぎった。

　今日、初めての学園を体験したほのみには──尚なお更さら、不安な話かもしれない。

　連続しているのが問題なのさ、と美陽さんはプロジェクターに目をやった。

「二週間という短期間で五人もの失踪者が出ている。失踪者は共通して学生、足取りは依い然ぜんとして掴めていない。この五件には何らかの関連性があると見て調査すべきだろうね」

　調査。その言葉が僕たちの、特査の次の行動なのだろうとは予想できたけれど。

「美陽さん。この失踪事件って、僕たち研究所が調査するものなんですか？」

　僕は遠えん慮りよがちに手を挙げた。一応、挙手するだけの疑問がある。

「こういうのって普ふ通つう、警察の管かん轄かつなんじゃ……」

　言っている間に既き視し感かんを覚えた。あれ。前にもこんなことなかったっけ。それはノボルもほのみも同じだったらしく、隣の少女に至っては不思議そうに自分を指さしていた。

「そうだね。けれども、この一件には自分たちの管轄分野が含まれているのさ」

　ああ──そういえば、あのときもこんな風に美陽さんが教えてくれたんだった。

「失踪者たちは皆、失踪する前、あるいは直前に『とある試験』を受けていたことが判明していてね。その内容が自分たちの専門分野となるのだけれど」

　それはね、と二の句を継つぐ美陽さんの瞳ひとみは、活力に満みち溢あふれ爛らん々らんとしていた。

「思考昇華パラダイムシフト適性試験──学生を対象にしたその試験こそ、失踪者たちの共通項こうなのさ」



　思考昇華パラダイムシフト──それは、想像を物質として創造する、まごうかたなき奇き跡せきの名前だ。

「……適性、試験？」

　どくん、と胸がやけに大きく脈打った気がした。そのまま、鼓こ動どうが速くなる。僕の反応が不自然だったのか、美陽さんが不思議そうな顔をした。

「だいだいやじるし、どうかしたのかい？」

「……美陽さん。僕、電話で訊ききたいことがあるって言いましたよね」

　我ながら、声が少しだけ深刻になってしまった。状じよう況きようを呑のみ込めていないほのみとノボルをよそに、我らが室長は察してくれたらしい。僕は続ける。

「適性試験──美陽さんが今言った、思考昇華パラダイムシフトの……適性、試験。それってもしかして、今度、僕たちの学園でも行われるんですか？」

「……驚いたね」

　言葉の通り、美陽さんが珍めずらしく目を瞠みはっていた。おちゃらけつつも基本的に冷静沈ちん着ちやくな我らが室長の反応──それを前にして、僕は直感的に悟さとる。

「本当……なんですか？」

「うん。紛まぎれもない事実だよ。いや、これから事実になる──と、言うべきかな。だいだいやじるし、その話はどこで？」

　問われ、僕は記き憶おくの底を探る。言っても、今朝の出来事だ。すぐに見つかった。

「……つばさが今朝、言ってたんです。近いうちに、都市全域で学生を対象にした思考昇華パラダイムシフトの適性試験を行うって」

「つばさんが？　自分はてっきり、研究所内部から漏もれた話かと……」

　美陽さんの声には今日一番の驚きよう愕がくが乗っている。相当、妙みような話らしい──僕にとってはその反応こそが妙なのだけど、その疑問はどうやら顔に出ていたらしい。

　いやなに、と美陽さんは顎あごに指先を這はわせた。我らが室長が──悩なやむ際の、仕草だ。

「つばさんのような一いつ般ぱん生徒が知っているのが不思議だったのさ。公式には発表されていない──南の第二には、まだ伝わっていない話だからね」

　南の第二──僕たちの通う『南鶺鴒第二学園』はそう略されることが多い。『鶺鴒』の教育機関が北と南に分かれ、設立順に番号で区別されるのが大きな理由だ。

　僕たちの学園は第二。美陽さんの言う『話』が、思考昇華パラダイムシフト適性試験のことであれば、二番目という若い番号で、『まだ』という言葉の意味するところは──

「北側の学園から順じゆん繰ぐりに試験してるってことっすか？」

　ノボルが僕の考えそのままを口にした。ふと目が合うと、親友が悪わりぃと片手で詫わびを入れてくる。考えが伝わっていたらしい。いやいや、お先にどうぞ──

「正解だよ、ハチ」

　譲ゆずり合っているうちに、美陽さんが答え合わせを始めた。

「思考昇華パラダイムシフト適性試験は、各教育機関を対象として、北から順番に実じつ施しされている。南の第二だと、明日あした辺りにでも学園側から試験の通達があるはずだよ」

「んっ、なんだか抜き打うちテストみたい」

　ほのみがのどかな響ひびきで言った。抜き打ち……そうなんだろう。思考昇華パラダイムシフトの適性試験とやらに、普通の試験対策が通じるかと聞かれたら、答えは首を横に振ふるのみである。そもそも学生相手に思考昇華パラダイムシフトの素養を問うなんて聞いたためしがないのだから。

　まあ、それを差し置いたって──首は到とう底てい、縦に振れない話なのだけど。

「……思考昇華パラダイムシフトの適性試験って、簡単に出来るものなんですか？」

「暴発のことを言っているのかい？」

　美陽さんが僕の懸け念ねんを見抜いた。僕としては決して柔やわらかい表情ではいられない。

　暴発──思考昇華パラダイムシフトに潜ひそむ根源的な危リ険ス性クだ。一言で言えば、思考昇華パラダイムシフトの失敗。思考昇華パラダイムシフトは、思考を物質に昇しよう華かさせる際、膨ぼう大だいな熱量を生み出すのだけれど──暴発は、その暴力的なまでのエネルギーを周囲に放出する性質がある。容よう赦しやなく。

　場合によっては──人の命すら、奪うばってしまうほどに。

　それは美陽さんも知っているはず。我が室長は怪訝顔だ。

「うん、それは自分も真っ先に指摘したんだけれどもね──試験の運営側に説明を求めたところ、試験には万全の対策を施ほどこしてある、との堅かたい答えが淡たん々たんと返ってきたよ」

「対策って……そんなのどうやって？」

「さあ、自分には見当もつかないがな。ただ、今日に至るまで、適性試験において目立った不備や事故の類たぐいが起きていないのも、また事実なのさ」

　至って不思議ではあるのだけどね、と美陽さんはどこか不満そうに唇を尖とがらせた。

　みよみよさん──と、丁寧に挙手をしたのは、ほのみだ。

「んと、そもそもパラダイムシフトの適性試験ってなんなんですか？」

　そういえば──以前、自分でも思考昇華パラダイムシフトが使えるかどうか、ほのみから訊かれたことがあったっけ。あのときは、危ないの一言ではぐらかしてしまったけれども。

「ふむ、仕組みの程はさておき──その意図するところは理解できるよ」

　そう言って、そうだね、と美陽さんは一つ、指先で顎を撫でた。

「思考昇華パラダイムシフトにはもって生まれた素質がいる──つまり、根本的に出来る者と出来ない者の区別がある、という話を耳にしたことはあるかい？」

「んっ。とうやくんが前に教えてくれました」

　ねっ、という同意の笑顔が向けられた。強こわ張ばっていた肩かたが、少し緩ゆるむ。

　想像に質量を与あたえるという特性上、思考昇華パラダイムシフトは精せい緻ちな想像力を要求する。絵画を描えがくための空間把は握あくの素質や、難解な方程式を解くに足る展開力──諸説はあるけれど、思考昇華パラダイムシフトにはある種の先天的な才能がいるという点だけは、確かな事実だ。

「今回の適性試験はまさに、その区別を見み極きわめるためのものらしいよ」

　選別と言い換かえてもいい。そう言って、美陽さんは亜あ麻ま色いろの髪かみをかき上げた。

「どのような分野、物事においても、経験キヤリアの蓄ちく積せきは確かな技術の向上へと繋つながるからね。素質のある者を早期に選別できれば、彼ないし彼女がより多くの経験を積むきっかけとなる。才能ある者を生かせる道へ──適性試験とは、突つき詰つめればそういう話だよ」

「……んでも、それって学生相手にやるようなもんなんすか？」

　胡う乱ろんげな声を発したのはノボルだった。ネスティの背面を操作する手が止まっている。

「思考昇華パラダイムシフトの素質を見極めんのって、早いとこ武ぶ装そう研究員の選別と同じことっすよね？」

　……ああ、そっか。そういう意味もあるのか。

　武装研究員──とある強力な生命体と戦う研究員の総そう称しよう。その武器は思考昇華パラダイムシフトだ。

　かつて世界を救ったとされる奇跡、思考昇華パラダイムシフトは一五〇年を経へた今、救済ではなく、敵を殲せん滅めつする破は壊かい的な力として──僕を含ふくめた武装研究員によって振るわれている。

　調律師──武装研究員の武器を整備するノボルは、どこか複雑そうな面おも持もちで、

「武装研究員は命だって落とす仕事っすよ。適性試験って要は、戦う素質があるからどうですかって勧すすめるようなもんっしょ？　それを都市規模で実施するとなりゃ、もう軽い徴ちよう兵へいじゃねぇっすか。んなこと、研究所がやるっつーのが解げせねぇんすけど……」

「うん。その懸念は正しいよ、ハチ」

　美陽さんがふっと疲つかれたように微び笑しようした。

　まるで──意に染そまないような話を、これからするかのように。

「今回、都市で初の試みとなる学生を対象とした思考昇華パラダイムシフト適性試験。その主導は、思考昇華パラダイムシフトに精通した研究所ではなく──これが意外にも『鶺鴒』政府なのさ」

「……は？」

　美陽さんの口から出てきた単語に、初めは自分の耳を疑った。

「政府って……え、あの政府ですか？」

「そうとも。研究所と長い間、深い溝みぞをつくっている──この都市の中ちゆう枢すうだね」

　政府──潜せん水すい都市『鶺鴒』の政治的な舵かじを取る、中心的組織。一般的にはそのままの意味合いで十分に通じるだろうけれど、こと研究所においてはその限りじゃぁない。

　ただ、政府と研究所は──昔から仲が悪いのである。

「……でも、政府って思考昇華パラダイムシフトとかに詳くわしかったでしたっけ？」

「いいや。今も昔も、政府は思考昇華パラダイムシフトには縁えんがないはずだよ。まあ、今回の試験の運びには、上層部同士の駆かけ引ひきがあるようだからね。詮せん索さくは今のところ無用さ」

　そうは言いつつも、美陽さんの苦笑いは感情を含んでいる。多分、室長だからこそ掴んでいる情報があるのだろうけれど、追及はそれこそ無用だ。美陽さんの判断だし。

「さて──上の意向がどうであれ、自分たちのやることに変わりはない」

　ぱんぱん、と美陽さんが手を叩たたいた。

　それは我らが室長のよくやる──意識を切きり替かえる合図だ。

「思考昇華パラダイムシフト適性試験の出所はともかく、内容はこちらの専門だからね。失しつ踪そうした学生は、共通してその試験を以前、あるいは直前に受けている。下手をすれば人命に関わる案件である以上、研究所は今回、外部からの協力にも応じるつもりだよ」

「……外部？」

　僕の声に返答はなかった。代わりに──鈴すずの音に似た電子音が鳴なり響く。微び弱じやくなノイズが天てん井じようのスピーカーから漏れたそれは、特別派は遣けん調査室備え付けのインターフォンだ。

　噂うわさをすればかな、と独ひとりごちた美陽さんの声こわ色いろはどこか硬かたかった。

「ハチ、扉とびらのロックを解除して」

　うぃっす、とノボルが応えた次には、特査の玄げん関かんたる扉が横一線に滑すべった。コツ、と硬い床ゆかを叩く靴くつ音おとがこだまする。目を向けて──僕は、恐おそらくノボルも視線をそれに固定した。んー、とほのみだけがのどかに小首を傾かしげている。

「──遅おくれて申し訳ありません」

　男が立っていた。若い。目算で、青年を過ぎたばかりの大人といった辺り。深い赤を基調としたその服装は、それがひと目で『制服』だとわからせるためのものだろう。

　赤の制服──政府の役人たる証しよう拠こを着込んだ男は、折り目正しく頭を下げた。

「『鶺鴒』政府直ちよつ轄かつ、特例捜査局リーアのユリアヌス・シルベスタと申します」



　ユリアヌスと名乗った男は、滑なめらかな口調で告げる。

「この度たびは、特例捜査局リーアを代表し、特立研究機構との合同調査に参りました」

　噛かみそうな台詞せりふをすらすらと述べるところにまず驚おどろいてから、内容に理解が追いついて再び、驚いた。そんな硬こう直ちよくする僕をよそに、美陽さんはさっと立ち上がると、

「自分は特別派遣調査室、室長の天之河・シュティン・エル・美陽──今日はよろしくお願いします、シルベスタ捜そう査さ官かん」

　捜査官と呼こ称しようをつけられた政府のお役人と握あく手しゆをしていた。……ええと、なんだろうこの、場ば違ちがい感。えらく高貴な場にいきなり投げ出された気分である。ほぉ、とノボルが平然と片かた眉まゆを上げ、大人っぽい、と素直な感想を口にしているのはほのみだ。

　……もしかして、この展開におろおろしているの、僕だけ？

　尚なおも美陽さんとユリアヌス捜査官の穏おだやかな、でもどこか緊きん張ちよう感かんのある会話は続く。

「この度、我々『鶺鴒』政府が取り計らう思考昇華パラダイムシフト適性試験──それに関係する学生が連続で五人も消えてしまいました。どうかお力を貸していただきたく思います」

「無論です。思考昇華パラダイムシフトが絡からむとなれば、それは研究所自分たちの専門でもありますから」

　なる……ほど。大体の事情が飲み込めた。つまり、政府が試験の最中に起きた事件の解決を、研究所に依い頼らいしてきた──と、そういうことかな？

　合同調査──それで外部の協力者、か。考えていると、ふと、頬ほおに視線を覚えた。

「捜査官、ご紹しよう介かいいたします。こちらは特別派遣調査室に所属する三名です」

　美陽さんが僕たちに目を向ける。突とつ然ぜんの対応を求められ──うぃーっす、とはじめましてっ、との声が応じた。え、そんな気楽に。僕は慌あわてて一つ、深呼吸を入れた。

　ユリアヌス捜査官は、興味深そうな眼まな差ざしを注いでいる。

「……初めまして。風峰橙矢です」

「ユリアヌス・シルベスタです──風峰研究員は見たところ、お若いようですね」

　唐とう突とつに話を振られた。とはいえ、その内容についてはもう、二年の研究所勤めで幾いく度どとなくされたものである。僕は条件反射で背筋を伸のばしていた。

「年は一七です。調査の一件は責任をもってやり遂とげますので」

「ああ、いえ。お若いことを不安に思ったわけではありませんよ」

　そこで初めて、ユリアヌス捜査官が相そう好ごうを崩くずした。

「私の部下にも、貴方あなたと同じくらいの年の者がいまして。つい親近感が湧わいてしまったのです。不快にさせてしまったこと、謝罪いたします」

「え、いや……」

　大の大人に頭を下げられると、対応に困る。人好きのしそうな笑顔まで携たずさえられては。

　政府の役人。そう名乗られて身構えていたけれど。悪い人じゃ──なさそうかな？

「……ところで、今日は部下を一人、お連れになると事前に伺うかがっておりましたが」

　美陽さんが口を挟はさんでくれたおかげで、ユリアヌス捜査官はようやく顔を上げた。

　ああ、と応じるその表情は困ったような苦笑である。

「実はここにくる途と中ちゆう、恥はずかしながら部下とはぐれてしまいまして。先に来ているかもと思いこちらに足を運んだ次第なのですが──」

「……ん、迷子ですか？」

　ほのみが口に出すと妙みような説得力があった。はは、と捜査官が苦笑する。

「まったくもってその通りです。彼女は中々マイペースな子でして、目を離はなすといつもどこかにふらっと消えてしまう。今もどこかで迷子になったとは思っていないでしょう」

　はあ、という気の抜ぬけた相づちは特査の全員で返した。それはいわゆる方向音おん痴ちでは。

　ただでさえ、迷子。おまけに研究所は広い。そこに方向音痴が加わるとなると──

「……よければその人、僕が探してきましょうか？」

　提案はごく自然に出ていた。ユリアヌス捜査官が嬉うれしそうに破顔する。

「そうしていただけると助かります。催さい促そくしてしまったようで申し訳ありませんが」

「いえ、僕もその、迷子には一いつ家か言げんあるつもりなので」

　言ってしまってから気づいた。思わずほのみを見やると、むぅとその柔らかそうな頬が少しだけ膨ふくれていた。彼女、とその唇くちびるが微かすかに呟つぶやいた気がする。ん？

　ユリアヌス捜査官から部下の特とく徴ちようを聞き出す。どうやら僕と同い年くらいの少女らしい。

「じゃあ、美陽さん。早速いってきますね」

「うん、よろしくお願いするよ」

　我が室長も特に反対はしなかった。なんとなく、その目が温かいものでも見るような色だったので少し気き恥はずかしい。振ふり返かえればノボルも同じような感じだった。

　……だって。放っておけないし、迷子って。

「いってらっしゃいっ、とうやくんふんっ」

　何な故ぜか、膨れたままのほのみに見送られて──僕は特査の部屋を後にした。



「どこにいるかなー……」

　僕は研究所の通路を歩きながら独りごちる。闇やみ雲くもに探し回っても仕方ないと、エントランスから特査までに辿たどりそうな道を片かた端はしから歩き回っているのだけれど。

　方向音痴の人が相手の場合、この探し方は機能するのか否いなか。

「──地下にでもいってみるかな」

　それは単純に、かつてのほのみを見つけた屋上とは逆にいってみようという──大ざっぱも大ざっぱな指針のつもりで決めた行き先だったのだけれど。

　研究所の地下。人ひと気けのない倉庫の付近まできて──僕は唖あ然ぜんとして立ち尽つくした。

「……うそぉ」

　いた、と呟いた声は相手には聞こえなかった。

　人気のない、ふらりと立ち寄っただけのフロア。僕の降りてきた入口とは逆方向の階段の傍そばに──一つの自じ動どう販はん売ばい機きがあった。遠目からでも見える明かりを灯ともす、それ。

　その自動販売機の前に──件くだんの迷子部下と特徴の一いつ致ちする少女がいた。

「……なにしてるんだ？」

　遠巻きに窺うかがっていると程なくして理由が判明する。政府の役人の証あかしたる赤色の制服を着た少女は、ポケットから数枚の硬こう貨かを取り出して、それを自動販売機に投入した。

　がしゃこん、と出てきた缶かんは──遠くから判断するに、おしるこ？

　っと。見ている場合じゃぁないか。

　迷子部下の元へ歩く。足音を立てることが憚はばかられるような静せい寂じやく──に、ちゃりんと金属音が鳴った。がしゃこん、と今度は金属となにかがぶつかり合う音。次もちゃりん、がしゃこん。ちゃりん、がしゃこん。ちゃりんがしゃこんちゃりがしゃ──

「って買いすぎだよ！」

　少女と話が出来るくらいの距きよ離りに至る頃ころには、僕は声を上げずにはいられなかった。

　その足あし下もとに、いつの間にやら、飲み干した小豆あずき色の缶が──まるで純白の花瞳エルダーアイリスのような塔とうとなって積み上げられている。ひーふーみー……うわぁ。

「────なにか？」

　迷子部下から声がかかったのは、僕がおしるこの缶を数え終わる直前だった。

　赤色の制服と華きや奢しやな体格。若わか紫むらさき色の前まえ髪がみから覗のぞく双そう眸ぼうが、すっ──と僕を見つめる。それはぼんやりとした眼まな差ざしではなく、かといって瞳に凜り々りしい程の光はない。

　ただ、とても──澄すんだ目をしていた。

「……ええと、口の端はし、ついているよ？」

　とはいえ、唇の端におしるこが垂れていては色々と台無しである。僕は指し摘てきついでにポケットティッシュを差し出す。少女は無言でそれを受け取ると、唇をさっと一拭ふき。

　なんとなく、手慣れている──迷子部下が再び、その瞳に僕の顔を映した。

「ありがとう」

「……どういたしまして」

　どうにも間合いが掴つかみにくい。マイペース、とユリアヌス捜査官が称しようしていたっけ。

　迷子部下たる少女は、依い然ぜんとして動かない。まるで彫ちよう刻こくの如ごとく整然とそこに立ち、その透とう明めいな眼差しで何故か──僕をただ見つめてくる。

　……なんだろう？　ポケットティッシュ、まだ足りなかったのかな──

「────貴方あなたが」

　不意に。水面の波は紋もんを広げるようにして、声がフロアに響ひびいた。

　出所はすぐそこ。沈ちん黙もくを守っていた少女が、息を吐つくように言った。

「風峰橙矢……武装研究員？」

「え。あ、うん」

　受け答えはなんとも軽いものになってしまった。格好がつかなくて内心おろおろしていると──すっ、と少女が滑すべるように歩く。決して速くはない──でも遅おそくもなくて。

　あっという間に彼女は、僕と互たがいの瞳の奥を覗き込める距離にまで至っていた。

「──試してあげる」

　それは囁ささやくような音量で。けれども芯しんの通った言葉が耳に届いた──刹せつ那な。

　少女は、透明なまでに綺き麗れいな微び笑しようを浮うかべた。

「銃じゆうは……使わないから」

　──その一手を察知できたのは偶ぐう然ぜんだったと思う。

　少女の爪つま先さきが微かにずれる。たったそれだけの些さ細さいな違い和わ感かんは、けれども直感的に最速の思考を脳内に巡めぐらせた。理解よりも先に脳が四し肢しへと命令を飛ばす。

　もう既すでに、彼女の指先が白い軌き跡せきを描えがき────僕の首に触ふれようとする、直前。

　ぱっ、と僕はその手を自分の手で払はらった。

「────なん」

　のつもり、と問う暇ひまは既になかった。

　少女が動く。右の手が滑るように跳はね上がった。色白の腕うでは軽く宙に躍おどると、一いつ拍ぱくだけ間を置いて、僕の鳩尾みぞおちへ奔はしる──寸前、僕は音のない呼気を残して体たい幹かんを反そらした。

　間かん一いつ髪ぱつ──そう、安あん堵どの息を漏もらす暇もまた、既になかったのだけれど。

　ふ、と無音の呼気を吐いて、僕は靴くつの踵かかとを鳴らした。身体からだが後ろへと浮き──それでも風の唸うなりに前髪を数本、持っていかれる。拳こぶしを放ち終えた少女と、目が合った。

　────なんでだ？

　透明な瞳。こんなわけのわからない状じよう況きようでもまだ──そこに、感情が見えない。

　思考の交こう錯さくが四肢の動きを鈍にぶらせた。ただの一度、流動的な足捌さばきを怠おこたったが故に──僕は一いつ瞬しゆん、視界から少女を見失う。それが僕の決定的な隙すきとなった。

　視界の外。真下──身を屈かがめた少女の爪先が一いつ蹴しゆう、地を舐なめる。

　それは、流れるような足払いだった。

「──ぐっ」

　肘ひじと肩かた、脚あしに衝しよう撃げきが奔った。体勢を崩されたのだと頭の隅すみで悟さとる。理性と反射に基づいて、僕は身を素早く起こそうとして──膝ひざ立ちの姿勢で固まった。

「──不合格」



　小さな拳けん銃じゆうが、眼前に突つきつけられていた。



　若紫色の髪をした少女が、なんの感情も含ふくまない瞳で、僕を見下ろしている。不合格。その言葉とは違ちがい──落らく胆たんや失望といった気配は一切感じられない。

　────少しずつ、状況が飲み込めてきた。

「……銃は」

　たった数秒の間に乱れていた息を整えつつ、僕は銃口に鼻先を突き合わせた。

　それを無造作に構える──少女を見み据すえて。

「確か……使わないんじゃ？」

「引き金は引かない。そういう意味よ」

　すっ、と少女が銃口を上げた。その視線は、依然として僕に固定されている。決して強くない目め力ぢから──なのに、下手に動けない圧あつ迫ぱく感かんがある。少女が囁く。

「──風峰ハル」

「っ……」

　出された名前に、僕の心臓が一つ飛ばしで跳ね上がった。知っている。

　その名前は、かつて天才武装研究員として名を馳はせた──僕の姉さんのものだ。

「あの『舞まい姫ひめ』の後こう継けいだと聞いたから、少しは足しになるかと思ったけど……」

　舞姫。それもまた、姉さんの渾あだ名なだったなと思い返している、最中に。

「『再生』も──あまり、大したことないのね」

　どくん、と。少女の言葉に脈打った。

　鼓こ動どうが確かに速まった。心臓の音が聞こえてきそうなほど、鼓動が大きい。動どう揺ようを必死に押し殺すも、顔に出ていない自信はなかった。僕は息を努つとめて落ち着けて、



    

  
    
      「…………よく、知っているね」

　再生。日常ではあまり使わないその言葉は──研究所内での、僕の渾名でもある。いつからだったかは覚えていないけれど、周りからそう呼ばれることが少なからずあった。

　まあ多分、武装研究員としての──僕を、称しての名前なんだろうけど。

「……どこかで、君と会ったことある？」

　少女とは面識がない。少なくとも、初対面のはず──なんだけど。

「……ふぅん」

　やけに無感情な響きは、少女の口から漏れた呟つぶやきだった。

　少女は僕から目を逸らさない。ただ、その視線が、一瞬、強くなった──ように錯さつ覚かくしている間に、僕を知っていると思われる少女は、あっさりと踵きびすを返していた。え。

「あっ、ちょっとっ」

　僕は慌あわてて立ち上がる。まずいことを言っちゃったのか。いやでも、まだおしるこの缶も片付けてないのに──そう、追いかけようとした足は、けれどもすぐに足あし踏ぶみした。それは、床ゆかに打ちつけた節々が未だに痛むから──じゃぁない。

　少女が足を止めていた。整った顔立ちが少しだけ、僕に向けられる。

「──調査からは手を引いて」

「……え？」

　その『調査』が恐おそらく、失しつ踪そう事件を指すのだとはわかってはいたのだけれど。

「学生の失踪はさらに続く。事はただの失踪には留まらない──思考昇華パラダイムシフト適性試験を受ける人間は、これから少なからず失踪の可能性が出てくる。ううん、もう既に出ている」

　なんだ。なにを言っている──しかも、そんな淡たん々たんとした口調で。

　まるで──目の前にある台本でも読み上げるかのように。

「時間がないの。余計な異分子を持ち込まれては困るから」

　研究所は手を引いて──告げられたその言葉に、僕は思わず足を踏み出した。

「それって、僕たちが役に立たないってことじゃ──」

　────すっ、と。

　少女が再び、その手に握にぎった拳銃の照準を僕に合わせていた。

「っ……」

「思考昇華パラダイムシフトに頼たよるだけの武装研究員あなたちには任せられない──そう言っているのよ」

　さすがに動けない。僕はせめてもの抵てい抗こうにと銃口の先を見つめ続け──ちりっ、と頭の隅で思考が火花を散らした。一瞬の閃ひらめきが、妙みように懐なつかしい記き憶おくを拾い上げる。

　少女の握る小型の拳銃。それが──単なる重火器とは違うものだと気づいた。

「……駆動銃ランゲージ？」

　見み間ま違ちがえるはずがない。僕の背中にも──同じものが収められているのだから。

　駆動銃ランゲージ。思考の銃じゆう弾だんを装そう填てんし、物質として撃うち出す──絶大な威い力りよく故ゆえに、通常の銃じゆう器きとは一線を画した、兵器とも呼べる武器。そのギミックは思考昇華パラダイムシフトそのものだ。

　それ故に、研究所は──武装研究員は、駆動銃ランゲージを武器として扱あつかえるけれど。

「……なんで君が、駆動銃ランゲージを？」

「特例捜査局リーアには駆動銃ランゲージの装備が認められているから」

　少女の答えは簡潔かつ明確だった。政府は今も昔も思考昇華パラダイムシフトとは縁えんがない──そう聞いていたけれども。どうにもそれは違うらしい。美陽さん、情報古いみたいですよ。

　それにしたって──こんなことを言われたら。僕は一つ、深呼吸をした。

「だったら尚なお更さら、調査から降りるわけにはいかないよ」

　つい、と少女の瞳ひとみが動く。見つめられることにはもう慣れた。

「駆動銃ランゲージは研究所僕らの専門だから。失踪事件の調査とかは、きっと政き府みのほうが得意なんだろうけど……僕は思考昇華パラダイムシフト適性試験の調査を、研究所から正式に受けたんだ」

　だから、と僕は少女の感情の見えない双眸と対たい峙じした。

　なにもしない前から──足手まといと称されるのは、心外である。

「精せい一いつ杯ぱい、協力させてもらう」

　────はぁ、と。ため息のような音が聞こえた気がした。

「……わかった」

　またも簡潔かつ明確な返答が、僕の耳に届く。正直、素直に頷うなずいてくれるとは思っていなかったのだけれど──感情の見えない少女は、駆動銃ランゲージを腰こし元もとにあっさり収めて。

　一つ、僕に向かってその手を差し出した。

「特例捜査局リーアが一人──リノン・クリスベルよ」

　やっぱり。今いま更さらながらに悟った。迷子部下。方向音おん痴ち。おしるこフリーク。いきなりの手合わせ。駆動銃ランゲージの使い手。数多あまたの情報が、目の前の少女に集結する。

　リノン・クリスベル──総じて、不思議な子である。

「よろしく。風峰橙矢、武装研究員」

　こちらこそ。そう、少女──リノンの手を、僕は静かに握った。

　その手は意外と、温かかった。



　それから、僕はリノンを連れて、特別派は遣けん調査室へ戻もどった。

　迷子部下の帰き還かん兼けん迎むかえ入れは、滞とどこおりなく終しゆう了りようした。途と中ちゆう、ノボルがリノンをナンパするも『お断りします』の一言で玉ぎよく砕さいしたり、ほのみが時折、僕とリノンの間にちらちら視線をさ迷わせていたのが、いつも通りかつちょっと不思議だったけれども。

　ともあれ、研究所と政府の合同調査は、無事に開始を迎むかえて──丁度、三日。

　週末を挟はさまず、平日だけの三日が過ぎた頃ころに。

『──南鶺鴒第二学園の生徒が、一人、失踪したらしい』

　その報しらせは、届いた。



    

  
    
      　第二章　もう一人の転校生　─Crystal Jail─






　風かざ峰みね家の朝は早い。

　僕の姉さん、風峰ハルは花屋を営んでいる。店の前にある看板の名前は『春の蜜み柑かん』──地域密着型の花屋としてご近所からは評判で、それは店主である姉さんのほんわかした性格は勿もち論ろんのこと、毎朝早くから花の手入れを行うその手しゆ腕わんがあるからこそだと思う。

「おはよう、姉さん」

　その上、頭に残る眠ねむ気けを振ふり払い、僕がリビングに顔を出すと──エプロン姿の姉さんが台所に立っているのだから恐れ入いる。早朝のこの時間帯、姉さんはかなり忙いそがしいはずなのに、その上じよう機き嫌げんそうな背中からは、ちょっと音程を外した鼻歌が流れてくる。

　料理中の癖くせである──その歌を止めた姉さんが、僕を振り返った。

「あら。おはようございます、橙とう矢やちゃん。まだちょっと眠ねむそうですねー」

「うん、昨日寝ねるのがちょっと遅おそくなって……あ、なにか手伝えることある？」

「いいえー、橙矢ちゃんは座ってゆっくりしていてくださいな」

　もうすぐ出来ちゃいますから、と姉さんが緩ゆるく微笑ほほえんだ。その背中から再び、鼻歌が聞こえてくる。うぅん……断られてしまった。まあ実際、料理だと皿運びくらいしか手伝いたくても手伝えないのだけれど──弟してはちょっぴり情けない。

　今度料理でも習ってみようかなと思いつつも、おとなしくテーブルにつくと、隣となりの席が空白であることに気づいた。僕は姉さんの背中で揺ゆれる黒くろ髪かみに再度、声をかける。

「姉さん、ほのみってばまだ寝てる？」

「ええ。ぐっすりだと思いますよ。きっと疲つかれてるんでしょうねー……昨日の夜、二人で枕まくら投げしたんですけど、思いの外ほか、白熱しちゃいましたから」

　んふふ、と緩い笑い声が聞こえてくるのは、昨夜の枕投げを思い出しているのか、はたまたほのみの寝ね顔がおを想像しているのか。姉さんの手元のおたまがくるくる回っている。

　枕投げか。ちょっと羨うらやましい……じゃぁなくって。

「でもどうしよっか。そろそろ起こしたほうがいいかな？」

「そうですねー。ゆっくり寝かせてあげたいところですけど、ほのみちゃんを遅ち刻こくさせるわけにもいきませんから。橙矢ちゃん、起こしてあげてくれますか？」

「りょーかい」

　僕は二つ返事で席を立った。返答の声が弾はずんでいたのは、決して姉さんの役に立てるとか、ほのみの寝顔を見られるとか、そういうわけじゃぁない。だから、姉さんの僕を見る温かな眼まな差ざしも、なるべく気にしないようにしたいところである。うん。

　階段を心なしか急いで駆かけ上がり、靴くつ下した越ごしだと少し冷える廊ろう下かを抜ぬければ、木製の扉とびらに辿たどり着ついた。『ほのみちゃんのお部屋です♪』とプレートにある。ちょっと長い。ちなみにお隣の僕の部屋も同じような待たい遇ぐうである。こればっかりは未だに恥はずかしい。

　姉さんの趣しゆ味みである──こんこん、と僕はその扉を軽く叩たたいた。

「ほのみ、起きてる？　起きてるなら返事してね」

　……返答は、ない。ドアノブを心もちそーっと右に回す。最初の頃はえらく緊きん張ちようしたものだけれど、一か月も経たてばさすがに慣れてきた。

　お邪じや魔ましまーす、と小声で挨あい拶さつしてから、ほのみの部屋に入る。多種多様の調度品に彩いろどられた室内はどことなく甘い匂においがして、かつて物置部屋だった頃の面おも影かげはもうない。

　それくらい──ほのみがウチにきて時間が経ったのだと思うと、やっぱり嬉うれしい。

「……すぅ……むぅ」

　ほのみがベッドの上で安らかに寝ね息いきを立てている。和なごむ……けれども、ほのみを起こすのが僕の役割だ。ここは心を鬼おに……とまではいかなくとも、起こそう。

「ほのみ、起きて。朝だよ」

「むぅ……んぅ……とうやぁくん…………すぅ」

　手て応ごたえがあった。とはいえ覚かく醒せいには至らない。ほのみは結構、朝が弱い。こうして起こしにくるのは半ば僕の日課でもある。僕は少しだけ、布団を揺すってみる。

「ほら、朝だよ。姉さんも下でご飯作って待ってるから」

「んぅぅ……ご飯……」

　ほのみが僅わずかに身み動じろぎする。反応あり──と思いきや、その拍ひよう子しにパジャマのシャツの裾すそがめくれて、ほのみの綺き麗れいなへそが露あらわになる。思わず心臓が早はや鐘がねを打つも──そういえばほのみの私服って、普ふ段だんからへそ出しだったっけ。でもちょっと……いや、うん。

　気にすることないない、と言い聞かせつつ、僕は再度、ほのみを揺すった。

「さ、ほのみ。起きよう？　ご飯が待ってるよ」

「とうやくぅん……ごはんもってきてぇ」

「そんなこと言ってないで、ほらほら」

「んんー……ひっぱってー」

　ほのみがふらふらと片手を伸のばしてくる。はいはい、と僕は苦笑気味にその手を掴つかんで──ぐんっ、と強い力で逆に引き込まれた。身体からだが前に倒たおれる。

「えっ、ちょっとほのみっ？」

「ふかふかしてるぅ……んぅぅ」

　ほのみに頭を抱だきかかえられる。うわぁ。頭や頬ほおに伝わる確かな感かん触しよくが、急速に熱を持っていく。慌あわてて身を起こそうとするも、ホールドする力は意外に強かった。

「ええと……ほのみ？　寝ぼけている？」

「んぅぅ……とうやくぅんだぁ……んふふぅ」

　笑い方が姉さんみたいになっていた。僕を抱き枕かなにかと勘かん違ちがいしているのか。こんなところまで姉さんに似なくていいのに。僕は身をよじりながら頭の脱だつ出しゆつを試みる。

「んふふ……んぅ、だめぇ、逃にげないでぇ」

「いや……逃げさせてもらうよー……」

　動作は極きわめて慎しん重ちように。それでも、もぞもぞと動く度たび、頭のどこかしらがなにかしらに当たってしまうのだから、その……困る。

　困るのだけれど──果たして、僕の頭はほのみの拘こう束そくを抜けた。

「……ふぅ」

　思わず安あん堵どのため息だ。すぅ、と鼻先に息が吹ふき返ってくる。……ん？

「んぅ……すぅ……」

「っ…………！」

　ほのみの顔が目の前にあった。心臓が一つ飛ばしで跳はねる。長い睫まつ毛げ、柔やわらかそうなほっぺた、さらさらの髪かみ、桜色の半開きな唇くちびる──しっかり描びよう写しやできるくらいの距きよ離り。

　ほのみが気持ちよさそうに頬を緩ませる。その鼻先が僕の鼻に触ふれた。

　この距離は──さすがに、保もたない。

「ほのみっ……ちょっとっ」

　小声でも届く距離で、けれどもほのみは僕の言葉を聞かずに。

　その唇はふわっと開くと、僕に近づき──右の耳たぶを挟はさんだ。

「っ──っ、ほのっ」

　静止は声にならなかった。一いつ瞬しゆんにして背筋に電気のような感覚が走る。ぴりっとしたそれは思考の閃ひらめきに似ていて、けれども実態はまったく別のものだとすぐに悟さとった。

　んぅ、とほのみが唇を蠢うごめかしたまま、僕の髪に顔を埋うずめる。囁ささやきが耳に落ちた。

「とうやくぅん……とうや……くぅん……」

　そんな幸せそうな声で、そんな幸せそうな横顔を見せられて。

　僕は────ふぅ、と息を吐はいた。

「……ほのみ、幸せ？」

　一瞬、頭を過よぎった感情は、素直に口にすると驚おどろくほど簡単なものだった。

　幸せそうな顔で微睡まどろむ──ほのみの頭を、僕はゆっくりと撫なでた。

「僕は……幸せだよ……」

「──橙矢ちゃん、まだですか～？」

　不意に。ぎぃ、と扉が開いたような音と一いつ緒しよに、ほんわかした声が部屋に響ひびいた。咄とつ嗟さにすべきは身を固めるではなく飛び退のくことだと知っても、もう遅い。

　姉さんが、ほのみのベッドの上で、ほのみの髪を撫でる僕を見つめる。

「……橙矢ちゃん」

　──にゅふふ、と姉さんがことさらに緩い微笑みを浮うかべて、

「私も仲間に入れてくれますか？」

「だめだよ！」

　きっとそうくるだろうなぁという予想通りだったので思いっきり脱だつ力りよくしつつも。

　結局この後、ほのみを起こすのにもう少しかかった。



「とうやくん、その耳どうしたの？」

　仕切り直した朝食の席。隣に座るほのみが、僕の顔を覗のぞき込んできた。

「耳の先っぽ、赤くなってるよ？」

「……気にしないで、うん」

　顔が熱くなるのを自覚しながら、僕は努つとめて冷静に箸はしを動かした。くっ……煮に豆まめが取りづらい。んふふ、と対面に座る姉さんから悪戯いたずらっぽく微笑まれた。……うぅ。

「んっ？　とうやくん、なんで頭撫でるのっ？」

「……お返しだよ」

　くしゃくしゃと髪を撫でてみると、ほのみがくすぐったそうに首を竦すくめた。むしろ頭を僕の手に押しつけてくる。お返しのつもりがどうも気に入られたらしい。まいっか。

「それで、橙矢ちゃんは今日、帰りは遅おそくなるんでしょうか？」

　茶ちや碗わんに中盛りのおかわりをよそいつつ、姉さんが話題を変えた。食しよく卓たくには色とりどりの一品、二品が並んでいる。僕は腕うでを伸ばして茶碗を受け取ってから、

「忙いそがしくはなる……かな？　あ、でも夕飯までには帰れると思うよ」

　そうですか、と少しほっとしたような姉さんは調査の内容を知っている。

　知っているからこそ──その表情が曇くもった。

「例の失しつ踪そう事件……橙矢ちゃんたちの学園でも起きたんですよね」

　昨日、僕の通う学園──南鶺せき鴒れい第二学園でも同様の失踪者が出たとの報告が、美み陽よさんの口から伝えられて。自分たちの学園で失踪事件が起きた──その報しらせは予想以上の衝しよう撃げきと重みをもって、僕たち特とく査さにのし掛かかってきた。

　だからこそ──姉さんに同意を返す声にも、どうしても気持ちが落ちる。

「昨日、美陽さんから知らせてもらったばかりだから、僕も詳くわしいところは知らないんだけど……思考昇華パラダイムシフトの適性試験を受けた一年生が一人、行方ゆくえが掴めないって」

　南鶺鴒第二学園──南の第二で、思考昇華パラダイムシフト適性試験が実じつ施しされたのは二日前のことだ。それは、試験の開始からたった二日の間に、失踪者が出たという確かな事実であって。

「今回起きた失踪は、南の第二だから……やっぱりそこの生徒の僕たちが、直接、失踪者の近辺を学園で調査したほうがいいだろうってことになってさ」

「んっ、あたしも友達に聞いてみるよ！」

　ほのみがぐっと握にぎり拳こぶしをつくった。転入初日から数多あまたのクラスメートと打ち解けたほのみは、今や僕よりもよっぽど学園の内情に詳しい。一年近く通い続けた身の撲としては、だいぶ不ふ甲が斐いない話ではあるのだけど──正直、頼たよりにしている。

　学園。それは僕にとってやっぱり、まだ接し方のわからないものだから──

「それにしても、政府の方々が調査に乗り出してくるなんてびっくりです」

　かた、と姉さんが箸を箸置きに収めた。姉さんは基本、小食である。

「それって、研究所と政府の仲が悪いから？」

「ええ。もう昔からずーっと喧けん嘩かしていますからねー」

　姉さんがお茶を飲みながら答えた。ずっと──それは、長らく武ぶ装そう研究員として研究所に勤めてその軋あつ轢れきを眺ながめてきた、姉さんの経験に基づく言葉だと思う。

　んぅ、とほのみが悩なやましげな声を上げた。

「前にも言ってたけど、どうして喧嘩してるの？」

「そうですね……なにぶん根が深い問題ですから、どれが原因とは言えませんけど」

　姉さんは珍めずらしく難しい表情を浮かべた。

「研究所はあくまで国家の下部組織です。それでいて、その研究対象のため、潜せん水すい都市の行動指針に大きく影えい響きようを及およぼします。時には政府の指針にすら介かい入にゆうしますから。政府の皆みなさんとしては研究所が目立つこと自体、あまり快こころよく思っていないんでしょうね」

「……なんだか難しそう」

　ほのみが難しそうな顔でだし巻き卵をくわえた。姉さんが苦笑する。

「あくまで組織としての事情ですから。あまり気にしすぎちゃだめです。それに、合同調査となれば、仲良くなれるきっかけも掴めるかもしれませんよ？」

　仲良くなる。その台詞せりふで思い出すのは、つい先日、銃じゆうを向けてきた少女だ。

　リノン・クリスベル──あれ以来、彼女とは顔を合わせていない。

「……あの子と仲良く、か」

「橙矢ちゃん、弱気はだめですよ～」

　きっと大だい丈じよう夫ぶです、とかなんとか、姉さんの笑顔に励はげまされたりしているうちに。

「あら、そろそろ時間ですね。橙矢ちゃん、ほのみちゃん、お支し度たくしちゃいましょう」

　との言葉で、僕とほのみは箸を学生鞄かばんに持ち替かえた。玄げん関かんまでくれば、花屋の入り口と兼けん用ようしていることもあって、多種多様な甘い香かおりが出で迎むかえてくれる。

　玄関口で靴くつを履はき替えていると、ふと、姉さんが僕の耳に唇を寄せた。

「……でも橙矢ちゃん、気をつけてくださいね」

　音量が思った以上に絞しぼられていたので、僕は目だけで姉さんに問いかけた。ほのみは既すでに靴を履き終えて、店内の花々を見て回っている。

　その小声がほのみに対する配はい慮りよだと、姉さんの表情から察せられた。

「失踪事件は全て、思考昇華パラダイムシフト適性試験から始まっています。橙矢ちゃんたちの学園でも試験を行い始めた以上、そこに危険がないとは言えませんから」

「……大丈夫。ミイラになる気はないからさ」

　失踪者を追っているうちに、自分が失踪していたなんて話は洒落しやれにならない。姉さんの心配ももっともだと思う。だからこそ、僕は姉さんに力強く笑いかけた。

「調べてみるよ、この事件」

「……無理はしないでくださいね、橙矢ちゃん」

　姉さんがふっと表情を緩ゆるめた。とうやくんっ、と後ろから元気よく声がかかる。

「早くいかないと遅ち刻こくしちゃうよー？」

「……うん、今いく！」

　早く早くっ、とほのみに手を引かれ、僕は慌あわてて走り出す。振ふり返れば、姉さんが淡あわい微笑ほほえみを携たずさえていた。おっと。僕はほのみの袖そで口ぐちをくいと引く。小首を傾かしげたほのみは、けれどもすぐに察してくれたらしい。んっ、と小気味の良い頷うなずきが返ってくる。

　これを忘れちゃいけない。僕とほのみは声を揃そろえて、姉さんに言った。

『──いってきますっ』



　ほのみはいち早く、クラスに馴な染じんでいた。

「あ、ほのみちゃんおはよー」「おはよ花か音のんちゃんっ」「我がほのみさん、今日もご機き嫌げん麗うるわしゅう！」「うるわしゅー！」「あーもう男子うるさいな」「ん、めぐちゃんなんだか眠ねむそう？」「わかる？　聞いてよほのみちゃん。ずばり……夜よ更ふかししちゃって」「んー、夜は早く寝ねたほうがいいよっ」「……ほのみちゃんって夕ご飯食べたらすぐ寝ちゃいそうだよねー」「なんで知ってるのっ？」「やっぱりねー」「なんでみんな頭撫でるのーっ？」

　教室に入ってすぐにクラスメートたちから囲まれる程である。さすがというかなんというか、ほのみの人ひと懐なつっこさはやはり才能だと思う。ほのみん、今日も強し。

　前にもこんな光景があったなー……と、そさくさと自分に席につこうとすると、

「すごい人気だよね」

　つばさに声をかけられた。腐くされ縁えんの少女はそっと僕の机に腰こし掛かける。

「ほのみのことだから心配はしてなかったけど、すぐ馴染めたみたいでよかった」

　うん、と僕は頬ほお杖づえをついて、件くだんの転入生を遠巻きに見やる。転入して早三日、クラスメートたちの喧けん噪そうは日々活気づくばかりだ。騒さわぎの中心には、いつもほのみの笑顔がある。

　あんなに楽しそうに笑えているなら──うん、よかった。

「──橙矢、もしかして妬やいてる？」

「……っ、えほっ」

　突とつ然ぜんそんなことを言われて少し咽むせた。咄嗟に風か邪ぜっぽく咳せき込んでみるも、僕を見下ろすつばさの眼まな差ざしはどこか冷ややかである。ふぅん、と素そっ気けなさそうに呟つぶやかれる。

「やっぱり」

「……せめて、なにに妬いているのかくらい確認してってば」

　さすがにこの腐れ縁の少女には誤ご魔ま化かしきれなかったらしい。とはいえ、正直に吐と露ろするには恥はずかしい感情でもあるので、僕は顔をあらぬ方向に背そむけさせてもらう。

「……そりゃあ、楽しそうにしてるなって思いはしたけど」

「そうやってすぐに認めるところが橙矢らしい」

　ちょっとへたれだけど、とつばさの評価は腐れ縁基準なのか厳きびしい。微び苦く笑しようまで付いてくるのだから、僕としてはますます見せる顔がない。

　でも、とつばさは横目でほのみたちの騒ぎを窺うかがいながら、

「ほのみは橙矢が一番だと思うから、そこは安心していいんじゃない？」

「……言いたいことは色々あるんだけど、うん。ありがとう」

　どう返したらいいのかわからなかったので、とりあえず励ましに対する感謝を述べてみたら──つばさの頬ほおが少し紅潮した。ちょっと驚おどろいたような顔をしている。

「……ほんと、橙矢らしいっていうか」

「つばさもつばさらしいと思うよ？」

　あっそ、とつばさがそっぽを向いた。僕は思わず苦笑する。やっぱりつばさらしい。

　腐れ縁の照てれ隠かくしは──長年ずっと変わらない仕草のままだ。

「……つばさこそ、今日、なんか元気なくない？」

　唐とう突とつに──でもなく、僕はさっきから覚えていた違い和わ感かんを口にした。

　つばさは少しだけ驚いたような顔をして、ふっと頬を緩める。

「……やっぱり、橙矢が相手じゃ、わかっちゃうか」

「うん、まあ。悩みとかなら相談に乗るよ。話して楽になることもあると思うから」

　そっか……と、つばさが疲つかれたように微笑んだ。そのまま首を横に振る。

「今はまだ、大丈夫だから。なにかあった……ことはあったんだけど、まだ橙矢に相談するには早いかなって。もったいないっていうか」

「別に、温存してくれなくても構わないよ？」

「ううん、本当に大丈夫。辛つらくなったら、きちんと話すから」

　そのときはお願い──そう言われては、引き下がる他ない。つばさはこう見えて……と言ってしまっていいのか、結構、頑がん固こだ。意思の強さ故ゆえなんだろうけれど、話してくれるときには話してくれると──長年の付き合いからそれは知っているから。

「わかった。話したくなったらいつでも言って」

　それだけ言っておく。つばさが柔やわらかくはにかんだ。僕も自然と頬が緩んでいると、

「……なーに二人して雰ふん囲い気きつくってんだっ？」

　からかうような声こわ音ねが割って入ってきた。見れば、前の席に鞄を置いたノボルが、にししと白い歯を見せて笑っている。あれ、いつの間に。

「なんつーか、お互たがいのことよくわかっている熟年夫婦みたいな感じじゃね？」

「ふっ……ふっ、ってそっ、そんなわけっ……」

　あからさまな言葉に、つばさが咽せていた。その頬が一段と赤い。反応が素直なところも昔から変わらない。さっきの僕もこんな感じだったのかな──

「お……先生来たぜ」

　ノボルの一言で、僕ははっとして周りを見回した。見れば、教室の扉とびらから担任の初老教師が入ってくる。腰こしを痛めていそうな歩き方──とはいえ、教きよう壇だんに立つまで時間がかかるほどじゃぁない。僕はいそいそと席に着いた。と、ほのみが隣となりの席に戻もどってくる。

「ただいまっ、とうやくん」

　ほくほく顔で幸せ一いつ杯ぱいといった風である。こちらも自然と頬が緩む。

「嬉うれしそうだね、ほのみ」

「んっ、今日もみんなといっぱい話せたからっ。今度、放課後にお買い物いく約束もしちゃった。みんなと話すのすごく楽しいし……時間がいくらあっても足りないくらいっ」

「そりゃよかった。お昼とかは一いつ緒しよに食べないの？」

「んーん。とうやくんと食べるご飯が一番美お味いしいからっ」

　ほのみが実に晴れやかな笑顔を咲さかせた。心の底からそう思っている──そう、直感的に悟さとってしまうほど、純真無む垢くな笑み。う……気まずさと恥ずかしさで一杯になる。

　ほのみと話す時間、最近減ったなぁ──なんて。

「ん……とうやくん、どうしたの？　お腹、痛いの？」

「いや……自分の子供っぽさを噛かみしめているというか……」

　思わず机に突つっ伏ぷしてしまった。うぅ……ほのみの視線が今ばかりは痛い。一時的撤てつ退たいと教壇に目を向けてみれば、丁度、初老教師が出欠を取り終えたところだった。

「欠席はなし、と────ところで今日は、転入生を紹しよう介かいいたします」

　唐突な宣言だった。教室が一いつ瞬しゆん、しんと静まり返り──わぁっと沸わく。意識が喧噪に呑のみ込まれかけ、僕は慌てて耳を疑った。転入生……転入生って言った？

　思わず、隣のほのみと顔を見合わせてしまう。ほのみのことじゃ……ない、よね？

「この時期に珍しいことですが、今月二人目の転入生です。さあ、どうぞ」

　そう言って、初老教師が合図した──直後、扉が横に滑すべる。僅わずかな時間のぶれもなく、人ひと影かげが教室に足を踏ふみ入れた。つかつか、と淀よどみない足取りで壇だん上じように上がる。

　転入生の少女が、その顔をクラスメートに向けた。

「…………は？」

　口から呆ほうけた声が零こぼれた。前と隣の友人二名から、同じような響ひびきが漏もれる。教室の至る席からもまた、ざわぁっと感かん嘆たんの波が立った。綺き麗れい、と誰だれかが呟く。

　でも──僕は。多分、ノボルと……ほのみも、まったく違ちがう理由で声が出ない。

「はい、静かに……では、挨あい拶さつのほう、お願いできるかな？」

　初老教師に促うながされ、転入生が軽く頷いた。その双そう眸ぼうが教室を見回す。期待に彩いろどられてはおらず、緊きん張ちように染まっても、ましてや不安に満ちてもいない──そう、確信できる程に。

　転入生──彼女の瞳ひとみからは、まるで感情が感じ取れなかった。

「……初めまして」

　透すき通った声は壇上から。転入生はにこりともせず、ただクラスメートたちの中心あたりを見つめ続ける。つい、とその双眸が少し──こちらに、向いた。

　一瞬。ほんの一瞬、僕と目が合ったような気が……しなくもなかったけれど。

　ここでは──この前とは違い、眼鏡めがねをかけているんだな、と見けん当とう違ちがいに思った。

「リノン・クリスベルです。よろしくお願いします」

　転入生の少女──リノンは、静かに挨拶した。



　北鶺鴒第一学園から転入。理由は仕事の都合。趣しゆ味みは特に思いつかない。好きな異性は面白い人。彼氏はなし。以上、質問は終わりですか？　ならこれで失礼します。

　これらが──僕らのクラスが得た転入生の情報だった。情報量だけで言えば、そう少なくはないけれど、教室中からの反応はさして大きくなかった。クラスメートたちの質問に全て、律りち儀ぎに答えていた転入生は……なんというか、極きわめて感覚的な言い方になるが、素っ気ない訳ではない。ただ──どこか、つまらなさそうに見える。

　休きゆう憩けい時間の今、転入生たるリノンの周囲が静かなのも、それが理由かもしれない。

「まっさか、リノンっちが南の第二ウチに来っとはな……」

　僕の机に腰掛けるノボルが、遠巻きにリノンを窺う。

「つか、初めて会ったときからそんな気はしてたが……リノンっちはあれだな、周りの反応とかあんま気にしないタイプっぽいな。あと、眼鏡な感じがオレ的にはぐーだぜ」

「視力悪いのかもね……でも、なんでまた急に転入してきたんだろ」

「やっぱ調査関連じゃね？　時期が時期だから、普ふ通つうの転入ってことはねぇだろうよ。案外、さっき言ってた仕事の都合ってのが、特例捜査局リーアって線もあるしな」

　ああ、そっか。意外と盲もう点てんである。思い返せば、リノンは自己紹介で全ての質問に答えていた。正直に──クラスメートの期待を真っ向から受け止め、返した。

　その結果が、転入早々、一人で佇たたずむリノンなのだとすれば──少し、胸がざわつく。

「……リノン、大だい丈じよう夫ぶかな」

「別にいいんじゃない？　無理して周りに合わせなくても」

　声が唐突に話へ入ってきた。いつの間にと思うも、そもそも席が後ろだった。振ふり返かえってみると、つばさが転入生の少女をじっと見つめている。

「人それぞれだと思うけど、そういうのって。それで周りを傷つけるとかじゃないなら、したいようにしたほうがいいんじゃない？　リノンだって、きっとそう」

「まぁ、そうなんだろうけどさ……」

　そうは言っても、気になってしまう。かつて、僕自身があんな風に──周りなんてどうでもいいと思って過ごしていたから、余計に。いや、違うか。

　僕は多分──心配なんだ。ああやって、周囲にまるで興味を抱いだかないでいるリノン──それに重なって見える、僕が。これから、学こ園こで過ごしていけるのかな……と。

「ん？　あれ……つばさ。今、リノンって言った？」

　些さ細さいな違和感。リノン──転入生の名前を、つばさはやけに親しげに呼んだような。

　つばさは僕の言いたいことを察してくれたのか、うん、と何気なく首しゆ肯こうした。

「友達だから、リノン。だから、名前で呼んだんだけど……変？」

「……は？　え、友達？」

　それは僕にはかなり衝しよう撃げきだったのだけれど、つばさはむしろ不思議そうに首を傾かしげた。

「橙矢こそ、いつリノンと知り合ったの？　私は少し前から、転入してくることはメールで聞いていたんだけど……橙矢、リノンと仲良かったっけ？」

　……うん？　あれ？　話が噛み合わない……ような？

「違うの？　さっき八はち王おう寺じと話してたから、そうなんじゃないかなって」

「……ええと」

　さっきの会話を聞かれていたらしい。そりゃそうか──後ろの席、角度を変えれば、お隣さんである。僕がリノンと知り合いかと訊きかれれば、ええと、そうなのだけれど。

　とはいえ、一緒に失しつ踪そう事件を調査する間あい柄だがらです──とは言えないし。

「……いや、その、前にすれ違ったことがあって」

　結局、しどろもどろな上、微び妙みようすぎる答えを返してしまった。

　ふぅん、とつばさは不思議そうな顔をしている。つばさにはこれまで、武装研究員に関する事情は一切話していない。僕のバイトの中身がどんなものか知ったら、この世話焼きな腐くされ縁えんはきっと、すごく心配してくれると思うから──打ち明けていない。

　もう二年も前から、ずっと。それを心苦しいと思うのは、僕の身勝手だと思うから。

　僕はなるべく気持ちよく、つばさに笑いかけた。

「この時期の転入生って珍めずらしいからさ。ほのみのこともあるし、ちょっと親近感湧わいたんだ。それで、つい名前で呼んじゃって──」

「──そう、秘密にしているの」

　ぎょっとした。僕の真意を見み抜ぬかれた──理由はそうだ。声を発した相手は、僕のよく知るつばさではなく、その背後に立つ一人の女子生徒で。

　それはまさに、話題に上る転入生──リノンその人だった。

「私のことも冷たく他た人にん行ぎよう儀ぎ……風峰君ってばひどい」

「……え、ええと……り、リノン？」

　表情は無感情のまま、リノンは口調だけやけに面白そうに続けた。

「つばさもこんな男、とっとと丸めこんで……いいえ、手て籠ごめにすればいいのに」

「……明らかに言い間ま違ちがいしないでよ、リノン」

　まったくもぅ、とつばさが呆あきれたように息を吐はいた。

　ともすれば、不ふ機き嫌げんそうに見えるその表情は、けれども──この腐れ縁が仲の良い者だけに見せる、遠えん慮りよのない表情だと長年の付き合いで僕は知っている。

　事実、仕方ないなぁといった顔で、つばさは微笑ほほえんだ。

「変わってないね……久しぶり、リノン。直接会うのって中学以来？」

「ええ。卒業式の日から、およそ一年ぶり。つばさは──少し、胸が膨ふくらんだかしら？」

「ふくっ……!?　ま、真顔でそんなこと訊かないでよ！」

　つばさが胸むな元もとを両手で隠かくして、何故か僕をきっと睨にらんだ。僕は慌あわてて首を振る。

「い、いや、僕はそこらへんよく見てなかったから……」

「っ──あっ……ぁ、あああ当たり前でしょ！」

　ふんっ、とつばさがそっぽを向いた。その首筋が真っ赤に染まっている。どう反応していいものかと黙だまっていると、僕の耳元でそっと囁ささやく親友がいた。

「……で、実際のところは？」

「ノーコメント！」

　多分膨らんだと思うとか口が裂さけても言えないってあぁ言っちゃった！

「……で！　り、リノンとつばさは友達だったんだ？」

　多少どもりつつも話を変えてみると、つばさがまだ顔を赤くしたまま頷うなずいた。

「うん、中学の頃ころから。橙矢だって、何回か会ったことあると思うけど？」

「え、そう……だっけ？」

　あらひどい、とリノンから再びからかわれつつも、僕は記き憶おくの底をひっくり返す。

　──思い当たる節は、ない。というより、中学の後半の頃に関して言えば、武装研究員としてがむしゃらに戦っていたためか、全ぜん般ぱん的に記憶が曖あい昧まいなのである。

「でも……リノンは橙矢のこと、知っているみたいだけど？」

　つばさから不思議そうに問われ、僕は言葉に詰つまった。だけど、と言われても。

　そうね、と悪戯いたずらっぽく呟つぶやいたのは、今日は口調の起き伏ふくが豊かなリノンである。

「仕事の関係よ。特例捜査局リーアとの合同調査……といったところかしら？」

　風峰君──そう、言葉と声を向けられ、僕は全身が硬こう直ちよくするのを感じた。リノンは微笑みつつ言っているけれど、僕には正直、笑う余よ裕ゆうなんてなかった。

　特例捜査局リーア。合同調査。遠慮のない剥むき出だしの説明に対して、つばさは──

「ふぅん。特例捜査局リーアって研究所とも一緒に仕事するの？」

　──動どう揺ようを呑み込むのに、少しだけ時間がかかった。

「……つばさ、特例捜査局リーアって……？」

　知っているの、とは繋つなげられなかった。つばさの顔があまりにも平然としている。

　果たして──うん、と長年の腐れ縁は一つ、頷いた。

「橙矢は知らないと思うけど、リノンってば政府の役人なんだから。特例捜査局リーアっていう……警察？　に近い組織で働いているって。私たちと変わらない年なのに、すごいよね」

　つばさの口ぶりは──まるでもなにも、誇ほこらしい親友を自じ慢まんするかのようで。

「……そうだね」

　何故か、息が少しだけ苦しくなった。視線が自然とつばさから逸それる。その先。

　リノンが微笑みを湛たたえている。けれどもその瞳は、透とう明めいなまでに無感情に見えた。

「特例捜査局リーアであることを──隠す必要はないでしょう？」

　思わず、言葉に詰まった。

　その通りかも……しれない。リノンは政府の直ちよつ轄かつ組織の人間だ。学園に通いながらの仕事とはいえ、職務における秘ひ匿とく性は相当に高いはず。それでも、リノンは話せる範はん囲いで──つばさから尊敬されるくらいには──自らの『職務』を打ち明けている。

　肝かん心じんのことをなにも話していない──ただのバイトの、僕とは違って。

　自覚していたつもりだった。リノンの特例捜査局リーアと、僕の研究所。前者は親友に誇らしそうに語られ、後者はただのバイトとして認識される。今いま更さらだ。今更なのに。

　それを──こんなときになって初めて、悔くやしいと思うなんて。

「風峰君がなにを思って黙っているのかは知らないけれど……」

　誰に対して、なにを。リノンは僕の腰こし元もとに視線を下ろした。

　恐おそらく、より正確には──制服の下に隠した、駆動銃ランゲージを見つめて。

「その腰元に吊つるしているものは、ただの飾かざりではないのでしょう？」

　リノンと……僕の違ちがいとか。つばさのどこか心配そうに……僕を窺うかがう視線とか。

　そういうのを──顔が熱くなるくらいに自覚してしまって。

「っ……余計なお世話だよ！」

　少し、語気が荒あらくなった。つばさの驚おどろいたような顔が気まずい。

　そう、と返したリノンがいかにも平然としているから、余計に。

「それなら構わない。私は私のやり方で動くから、風峰君は風峰君のやり方で」

　頑がん張ばって──と、残した言葉は、とても応おう援えんのそれには聞こえなくて。リノンが自分の席に戻もどるまで、僕は下を向いていた。今の表情を、誰だれかに見られたくなくて。

　担任の教師が教室に入ってきて──ようやく、僕は授業が始まると理解する。

「……ねえ、橙矢。今」

「なんでもない。授業、始まるよ」

　つばさに問とい掛かけられても、僕は強引に話を切り上げた。机の中に手を突つっ込こんで、授業の準備をする……ふりをする。俯うつむいたままだからわからないけれど、つばさが後ろの席に着く気配を感じた。視界の隅すみで、ノボルがそっと肩かたをすくめている。

　やがて──クラスメートと歓かん談だんしてきたのか、幸せ一いつ杯ぱいそうなほのみが戻ってくると、

「……とうやくん。なんだか辛つらそう？」

　すぐに見抜いてきた。僕はほぼ無自覚に頷く。

　頷いてから──否定するだけの余裕は残っていなかったんだなと、自覚した。



　当然ながら、僕の内心などお構いなしに、時間は過ぎていく。

　放課後。特別派は遣けん調査室の──僕、ほのみ、ノボルの三人で向かった先は、運動場の端はしにある弓きゆう道どう場じようである。まだ練習前なのか、外から窺う限り部活動の気配は感じられない。

「さってとだ、橙矢っち」

　ノボルが実に軽い感じで僕の肩に腕うでを回してきた。

「朝から微妙に元気ねぇが、いつまでもリノンっちに言い負かされたぐんにょり気分を引きずっている暇ひまはねぇぜ。てきぱき調査開始だ」

「……結構ざっくり言うね」

　まあ、その通りなのだけど。実際、リノンの言葉が意識の片かた隅すみに引っ掛かって、授業の大半は聞き流してしまったのだから、学生としては中々に立つ瀬せがない。とはいえ、さすがに授業中ずっとぼうっとする時間があれば、気持ちの切きり替かえくらいは終えている。

　効果抜ばつ群ぐんの発はつ破ぱをかけてくれた親友に、僕は精せい一いつ杯ぱいの苦笑を返した。

「朝方情けなかった分、しっかり調査させてもらうよ」

「おうよ。それでこそ橙矢っちだな」

　へっ、とノボルが不敵に笑った。その横で、ほのみがぐっと拳こぶしを挙げる。

「調査開始っ……おー！」

　和なごやかな開始宣言もそこそこに、僕たちは顔を突き合わせた。ほのみが口火を切る。

「ん、まずは聞き込み調査だったよね？」

「だな。確認すっと、失踪者が出たのは隣となりのクラスからだ。名前は……」

　ノボルが調査資料の入った携けい帯たいを操作する。その指が目当てを探り出した。

「……日ひ守もり司つかさ、だな。三日前、思考昇華パラダイムシフト適性試験の帰りに消息が掴つかめなくなったっぽい。ちなみに長い黒くろ髪かみの綺き麗れい系美人で、友人曰いわく彼氏はなし。人好きする性格な上成績もいいらしいから、お近づきになるには勉強教えてくれって頼たのむのが吉きちと見たぜ」

　きらん、とノボルが星でも出しそうに片目をつむった。器用な。どうもノボルの独自リサーチらしい。さすがは軟なん派ぱな……もとい学内でも顔の広いノボルである。

「んで、その日守は部活もやってるらしくてな。それが……」

　ノボルがちらと視線を眼前の建物に送った。ほのみが意を得て頷く。

「弓道場ならあたしもきたことあるよ！」

「っつーわけで、まずは弓道部にお邪じや魔ましてみるっつー話だが」

　そこで一いつ旦たん言葉を句切って、ノボルは再び、手元の携帯のキーを打ち始めた。

「部活だけが人間関係の範囲ってわけじゃねぇからな。オレのダチに日守と仲良い奴やつらがいっから、オレはこっちのほう当たってみるわ。別行動になっけどいいか？」

「うん。お願い」

　ノボルの対人能力はナンパを含ふくめ折り紙付きだ。というより、未だにクラスメートの顔と名前すら一いつ致ちしない今日この頃な僕が代わりに行ってもという話である。

　んじゃ、とノボルが片手を挙げた。

「そっちは頼むぜ。ほのみちゃん、橙矢っちのことよろしくな」

「任されましたっ」

「……なんだか僕の立場がないような」

　そんなこんなで、残された僕とほのみは自然と顔を見合わせる。アイコンタクト。

「いこっ、とうやくん！」

　ほのみが晴れやかに笑ったところで、いよいよ調査開始だ。

　僕は、もう何度か足を踏ふみ入れたことのある弓道場──その扉とびらを横に引く。靴くつ下した越ごしに感じる床ゆかはきんと冷えていて、それは場内の雰ふん囲い気きもまた同じだった。

　しん、とした沈ちん黙もくに包まれたそこには、数名の弓道着姿がある。弓を構える者、正座する者──僕のよく知る腐くされ縁えんの少女は、着き替がえ中なのか姿が見えない。

　どこか懐なつかしい。かつて──もう三年前とはいえ、弓道に励はげんでいた身としては。

「……風峰くん？」

　訝いぶかしげな声が、僕を回想から引き戻した。

　制服姿の見慣れない──いや、僕を名指しで呼ぶ以上、多分同じクラスの女子部員が歩み寄ってくる。静まり返った空間に、僕たちの来訪は存外、響ひびいたらしい。

　とはいえ、手間が省けた。僕はその女子生徒に声をかける。

「あの、急に訪ねてごめん。ちょっといいかな？」

「……なに？」

　女子部員の返す声は変わらず訝しげだ。こんなところでも、今までろくにクラスメートと関わってこなかったツケを自覚する。思えば、今の台詞せりふも下手なナンパっぽかったか。

　どう訊きこう、と次の句を探していると、僕の背後からほのみがひょいっと出てきた。

「こんにちはっ。めぐちゃん、今お話ししてもいい？」

「あ、ほのみちゃん？　いいよいいよ、なに、体験入部？」

　途と端たん、女子生徒──ほのみ曰く、めぐという子の表情が打って変わって親しげに。……ほのみん、相変わらず強し。単に僕が情けないだけという気がひしひしとするけれども。

　けれども任せっきりにするわけにもいかない。僕は意を決して口を開く。

「えっと、日守司っていう生徒のこと、訊きたいんだけど」

「──司？」

　めぐ……さんの声が一段と、低くなった。思わずさんづけしてしまうほどに、その気配が変化したと見て取れる。しかも、明らかに険けわしい類たぐいに。

　きっ、とめぐが僕を強く睨にらんだ。

「なに。風峰くんもそういうこと訊きにきたんだ」

「そういう……こと、って？」

　その指示語の指すところがわからず訊き返すと、めぐの雰囲気が一層険悪になった。

「わざわざ道場に来てまで訊きたいの？　噂うわさをかぎ回るのって趣しゆ味み悪いよ……もう今日だけで何回目か覚えてないけど、風峰くんもどこからか訊き出したの？」

「ちょっ、ちょっと待って」

　話が見えない。どうにも誤解されている気がする──いや待て、噂って言ったか。それに何回目とも言った。この感じ……話の前提が噛み合ってないとすれば。

「それ、日守司の失しつ踪そうのこと？」

　……下へ手たを打った、と気づいたのは、めぐの柳りゆう眉びが吊つり上がってからだった。

「──司は失踪なんてしてない！」

　その大声は僕の耳を突き抜ぬけ、道場の静せい寂じやくを一いつ瞬しゆんで破った。場内の部員たちがぎょっとしてこちらに視線を集めるも、僕にはそれらを気にする余よ裕ゆうがない。

　目の前の、めぐという少女が僕を一心不乱に睨んでいる。

「風峰くん、そんな話本気にしてるの？　司は勝手に消えたりなんてしない。成績のことで悩なやんでいるとか上う手まくいってないとか、なんにも知りもしないくせに噂になってるのに……これ以上なにが訊きたいの？」

「め、めぐちゃん、落ち着いてっ、ねっ？」

　どうどう、とほのみが慌あわてて宥なだめるも、めぐの苛いら立だちは変わらない。……まずいことを言った。察するに、どうも日守司の失踪が噂として膨ふくれあがっているみたいだけど。

　ただ、事実として、めぐという恐らく日守司のこの友人を──僕は傷つけたのだと。

「なにしているの？」

　ふと、澄すんだ声と共に、弓道着姿の──見慣れた腐れ縁の少女が、姿を見せた。今朝以降、なんとなく距きよ離りが空いていたから、不思議と久しぶりに思える。

　次期主将目前と称しようされるつばさは、僕とめぐを交こう互ごに見やってから、

「……空気がすごく重いんだけど？」

　と、中間で仲裁に入っていたほのみに振ふった。ほのみからごにょごにょと耳打ちされると、つばさはめぐに短い目線を送ってから、僕に向き直る。

「橙矢、司のこと知りたがっているって本当？」

「……本当だよ」

　隠かくしたって仕方のない話だ。そう、とつばさは素っ気なく頷うなずくと、

「なんでまた？　司のことは噂程度にしか周りに伝わってないはずだけど」

　その言葉は言外に、日守司の失踪について噂以上のものを知っていると告げている。同時に、噂になんて興味ないはずだよね──と、腐れ縁の瞳ひとみが僕に問いかけていた。

　思えば、今朝からつばさは元気がなかったけれど──部員の失踪これが、原因だとすれば。

　ここで誤ご魔ま化かしちゃだめだ。僕は軽く、息を吸った。

「……その、調べなくちゃいけないことがあるんだ。日守司のことについて僕はなにも知らないし、本当に失踪かどうかもわからない。だから、さっきは無神経な言い方して、ごめん。答えたくないことだと思うけど、でも、もし失踪だとしたら、僕はその理由をなんとしても突き止めなくちゃいけないんだ」

　だから、と僕はつばさとめぐ、二人に向かって正面から頭を下げた。

「日守司の失踪について、知っていることがあったら教えて欲しい」

　──しばらくしてから顔を上げて、僕は三つの異なる反応に出くわした。

　ほのみが頬ほおを緩ゆるませて僕を見つめている。めぐが奇き妙みようなものでも見たかのように目を瞠みはっていた。その脇わきで、つばさが軽くため息を吐ついた。唇くちびるの動きが薄うつすらと読める。

　──なんで最初から私に訊かないのよ…………か、な？

「……橙矢は興味本位でこんなこと言わないから」

　めぐ、とつばさが沈黙を保つ友人に声をかけた。

「話してあげてくれる？　私からもお願い」

「……わかった」

　果たして──短く応こたえためぐが僕に向き直る。渋しぶ々しぶ、といった様子ではなくて。

　その眼まな差ざしに、先ほどまでの険しさはなかった。

「いいよ、風峰くん。なにが訊きたいの？」

「……ありがとう」

　一つの言葉に出来るだけの感情をこめて、僕はそれだけ口にした。

　了りよう承しようしてもらえたからには──手っ取り早く、調査といこう。

「三日前、日守司は姿を消した……それについて心当たりとかない？　様子がいつもと違ちがってたとか、どこかに行くようなこと、言ってなかった？」

「ううん。言ってなかったと思うよ。噂じゃ色々と言われてるみたいだけど、本当に司、悩んでいる様子とかなかったし。少なくとも私は知らないけど……」

　そこまで言って、めぐがはたと口を閉じた。その顔にゆっくりと感情の波が広がる。

「……どうかした？」

「メール……そうだ、司、私に変なメール送ってきてた！」

　たった今思い出したのか、めぐは慌てた様子で携帯を取り出すと、その小さな画面を僕に差し出してきた。僕が目だけで問とい掛かけると、持ち主の頷きが返ってくる。

　見てもいいらしい──許可が取れたところで、僕は画面に目を落とした。

　そのメールは、かなりの長文だった。

『万人は平等に涙るい晶しようの恩おん恵けいを受けなくてはならない。

　個人または複数が、一もしくは複数の都市が涙晶を独どく占せんすることは許されず、涙晶は世界に万まん遍べんなく行き届かなくてはならない。

　人類が不当に涙晶を使う限り、我々は幾いく度どでもその手より涙晶を奪だつ還かんし、これを平等に人類へと還かん元げんすることを宣言する。また、涙晶の代行者たる者達が不当に扱あつかわれた時、我々は彼らをあるべき道へ導くことであろう。

　これ故ゆえに────我々は涙晶管理局の一員となった』

「……涙晶、管理局？」

　僕は無意識に呟つぶやいていた。たら……と、首筋に冷たい汗あせが流れる。なんだ、これ。

「これを、日守司が？」

　思わず確認してみると、めぐは不安そうな面おも持もちで頷いた。

「うん。私だけじゃなくて、他の友達にも送ってたみたい。それも、あんまり話さない他のクラスの人とか、司と全然話したことない人にも送られてきたって」

「無む作さく為い……ってことか」

　余計にわからない。ただでさえ──こんな、訳のわからない内容なのに。

「そもそも、涙晶管理局ってなんのことだろ……？」

「え、風峰君知らないの？」

　めぐから驚おどろいたような声を貰もらった。むしろ、僕のほうが驚く。その言い方だと。

「知ってるの？」

「うん、結構有名な都市伝説だから。風峰君、怪かい談だんとか興味ない人？」

　興味ない人である。傍かたわらのつばさに目をやると、軽い頷きが返ってきた。

「私も聞いたことあるよ。怪談話とかだと定番だもの」

　そう言って、結構物知りな僕の腐れ縁は言葉を繋つなげた。

「怪談って言っても、怖こわがらせるような語り口じゃないよ。内容は、そのメールとほとんど同じ感じだったと思う。世界中の涙晶を人類で平等に使うために暗あん躍やくする、っていう組織の話。陰いん謀ぼうもの……なのかな？　結構、昔からある話だよ」

「涙晶を……平等に」

　涙晶。およそ一五〇年前、世界が崩ほう壊かいして以降、文明の立たて役やく者しやとなった貴重資源。その過か干かん渉しよう性が故に、炎や電気の通り道となり、遂ついには人の思考にすら反応する──万能の媒ばい質しつだ。奇き跡せきの力、思考昇華パラダイムシフトの発動に必要不可欠なものでもある。

　いわば、世界の生命線──それの管理となれば、世界の操作とほぼ同義だと思う。

「確かに……陰謀じみてるね」

「……でも、司はこれを送ってきた」

　そこでふと、めぐの表情が曇くもった。僕が訊ねる前に、その理由が返ってくる。

「涙晶管理局って結構、有名だから……メールの文面にもあったけど、司が消えちゃったのって、涙晶管理局に連れていかれたからかも……って思うこともあって」

『これ故に────我々は涙晶管理局の一員となった』

　確かに。友人知人に無差別メールとして送られたそれは、そんな後味の悪い一文で締しめくくられていた。訳のわからない文面の中で、唯ゆい一いつ失しつ踪そうとの関連性を臭におわせて。

　それがどれだけ突とつ拍ぴよう子しなくとも──友人が不安に思ってしまうくらいには、近い。

「……めぐ。このメールっていつ頃ごろ届いたもの？」

　辛つらいとは思うけれども、僕は質問の声を途と切ぎれさせない。隣となりでメモを取るほのみもまた真しん剣けんな面持ちで臨のぞんでいる。少しでもこれが、調査の手がかりになるようにと。

　果たして──めぐは一つ、弱々しくも頷いてくれた。

「三日、前。司が学園に来なくなった、前の日に届いたの」

「前日か……その日、日守司は？」

「試験。思考昇華パラダイムシフトの適性試験って、今学園でやってるでしょ？　司、いなくなった日にそれ受けてて。私も、帰り道だったから、途と中ちゆうまでは一いつ緒しよについていったんだけど……」

　途切れた言葉の先は言わなくてもわかった。別れたきり──日守司とは会っていないのだと。それが、めぐに必要のない自責の念を抱いだかせているのだとも。

「こういう……失踪って、他の学園でも似たようなこと、起きてるでしょ？　だから、友達の中にも適性試験になにかあるんじゃないかって言う子もいて……」

　そこまで言って、その表情が一段と不安に彩いろどられた。

　まるで──今ここにはいない日守司と、自分を重ねるように。

「私も……今日、試験の日なんだよね」



　真冬のこの時期、部活が終わる頃ころの帰路はもう既すでに薄うす暗ぐらかった。

　首に巻いたマフラーに顔を埋うずめてしまう程の寒さは、けれども澄み切った星空を演出するのに一役買っている。星を見上げる間は体が冷えてもむしろ感謝したくなるほどだ。

　僕の隣では、同じように歩きながら星を見上げる──めぐの姿があった。

「星、綺麗だねー」

「うん……あ。前、段差あるから」

　夜空に夢中なめぐに忠告すると、その足が上手い具合に足あし下もとの出っ張りを踏ふみ越こえる。

「……風峰くんって、結構優しいんだね」

「っ、えほっ」

　急に言われて誤魔化すもなく咽むせた。なにをいきなり。

「……ええと、足下注意しただけで優しかったら、世の中ほとんどが聖人君くん子しのような」

「そう？　だって風峰くん、こうして私のこと送ってくれてるじゃない」

　めぐが初対面のときとは打って変わった柔やわらかい表情を見せた。

「適性試験があるからって、わざわざ一緒についてきてくれた」

「……それは、まあ」

　心配だし、と僕は内心で付け加えた。声に出すには微び妙みように気き恥はずかしい。

　あの後──弓道部の練習が終わるのを見計らって、僕はこれから試験の会場に向かうというめぐの付つき添そいを申し出た。めぐ本人は大いに驚いて、次期部長候補と同居人からは慌あわてた驚きよう愕がくという珍めずらしいものを見せてもらった。それから用事があると言うつばさと、調査報告をお願いしたほのみと別れて、学園からの道のりを歩くに至っている。

「──でも正直、嬉うれしかった」

　ふと、めぐが夜空に向けて呟いた。

「やっぱり怖くって。司ってばなにも言わずにどっかいっちゃったし……一人で試験を受けに行くの、本当言うとすごい心細かったから」

　その顔が僕の瞳を覗のぞき込んでくる。言葉とは違って、不安そうな色は見えない。

「風峰くんがいてくれて、心強い」

「……任せてよ。これでも僕、結構強いから」

　なにそれ、とめぐがおかしそうに笑みを零こぼした。……うん、よかった。

　試験と失しつ踪そうの符ふ合ごうから、めぐの身を案じたのは確かな理由だったけど、こうして本人の不安を取り除いてあげることができたら、それだけで甲か斐いがあったと思う──

「ねえ、風峰くんってなんで友達少ないの？」

「えっほっ」

　妙みような咳せきが出てしまった。これも咽せたと言えば──本日二度目である。

　どう返していいかわからずにいると、あー違う違う、とめぐが苦笑して手を振ふった。

「変な訊きき方しちゃった。そうじゃなくて、なんで友達多くないのかなって。風峰くんっていっつも教室でぼーってしている印象しかなかったから」

「……ぼーっとしてる、かな？」

「してたしてた。それでいて、たまにすっごい鋭するどい目で窓の外とか見ているから、クラスのみんなも、あれは狩人かりゆうどの目だって変に距きよ離り置いちゃってたし」

「か、狩人って……」

　そのときは多分、武装研究員か駆動銃ランゲージのことでも考えていたんだろうけど……。

　ああでも──言われてみればぴったりか、狩人。

「私も実際、そう思ってたし。ねえ、なんでみんなと話さないの？」

　めぐが不思議そうに僕を見上げる。その表情は実に屈くつ託たくない。僕は考える。

　……なんでみんなと話さないの──か。

　理由は幾いくつかあった気がするけれど、僕は感覚的にそのうちの一つを選んでいた。

「……僕さ。昔、なんていうんだろう……荒あれていた頃があってさ」

　荒れてる、とめぐが疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。僕は当時を思い出しつつ、言葉を繋げてみる。

「誰だれ彼かれ構わず当たり散らすとかじゃなくって、誰とも話したくないって周りを避さける感じ……というか。上手く説明できないんだけど、一人になりたいって思ってて」

　武装研究員になるため、学園という日常を自ら放ほう棄きした。

　それが三年間、続いた結果──今の学園における僕の立ち位置がある。

　誰とも話したくない。話さない。話しづらい──そう変化していった。

「今は違ちがうの？」

　めぐの疑問に対して、僕はなるべく笑いに近い苦笑を浮かべてみた。

「うん。ノボルとつばさと、あとほのみと……周りと話しているうちに自然と、かな。今はクラスメートの名前を覚える練習中ってところ」

「へぇ、そうなんだ。私の名前は覚えてくれた？」

　からかうようにそう返してから、めぐは思い出したように言った。

「じゃあ、その頃のことがきっかけで、つばさのこと好きになったとか？」

「ぶっ──！　えっほぉっ、おほっ」

　咳き込んで咽せた、というより吹ふいた。あ、とめぐが声を上げる。

「顔真っ赤」

「ちょ、ちょっと待って……どこをどうしたら、そうなったの？」

　息を整えつつ顔を上げると、つばさと同じ弓道部であるめぐは至し極ごく平然と、

「違うの？　だって、風峰くんってつばさのこと好きでしょ？」

「えほっ……んっ、んんん。なんだって？」

　今度は咳払いで動どう揺ようを抑おさえる羽目になった。

「だから、うちのちょっと堅かたくて素っ気ないけど根はすっごい乙女おとめな次期部長のこと、風峰くんは昔から好きなんじゃないのって」

「…………え、と」

　顔が熱い。真冬の風が頬ほおに当たると、それだけで身み震ぶるいするほど気持ち良い程に。

　好きなんじゃないのって。それは、その、それ……というか、なんだろう。

「……なんで、そう思うの？」

　じぃっとした視線に耐たえかねてそう訊きくと、めぐはあっけらかんと肩かたをすくめた。

「なんでもなにも……どう見たってそうじゃん。風峰くん、クラスで狩人ってても、つばさとだけは仲良さそうに話しているし」

「いや狩人ってるって……でも、別にノボルとだって話してるよ」

「あれは男友達でしょ。そういうことを言ってるんじゃなーいの。風峰くん、気づいてないの？　つばさと話すとき、目がもうとんでもないくらい優しくなってるって」

　気づいていない。少なくとも僕自身は自覚していなかった……けど。

「どうなの？」

「……よく……わからない、かな」

　言ってからあれと思った。心臓がやたら早はや鐘がねを打っている。顔どころか耳たぶまで熱い気がする。あれ。なんでこんなことを言っているんだ？

　好きだよ──そう、いつもなら自信を持って返すところなのに。

「ふぅん……うちの部長が苦労する訳だ」

　でも脈ありかなー、とめぐが夜空に言葉を零した。よく……わからない。

　つばさは僕にとって腐くされ縁えんで、長年の付き合いで──好き、なんじゃないのか？

「……風峰くん、なんかすごい難しそうな顔してるけど」

「いや、ちょっと記き憶おくの底をひっくり返したりしてるだけ……」

　なにやってんだか、とため息が聞こえた気がした。え──という呆とぼけたような短い声まで耳に届く。そんなに呆あきれなくても、とめぐを見たら、その顔が何な故ぜか青くなっていた。まるで幽ゆう霊れいとでもばったり遭そう遇ぐうしたような表情で──僕は自然とその視線を目で追う。

「……ん？」

　大規模な交差点だ。けれども交通がやけに詰つまっている。クラクションの嵐あらしが渦うずを巻くその中心には、なにか『白い』ものが立っていた。なんだろ……あれ。

　それが──交差点のど真ん中にふらふらと入ってきた、どうやら病院で着るような白衣を着た女の子だと遠目から気づいた、そのとき。

「────司？」

　そう、右みぎ隣どなりから声が漏もれた。──めぐ？

「……司……うそ、司……？」

「司って……え？」

　僕は今一度、めぐの視線を追った。交差点の真ん中をふらふらと歩く、白衣の女の子。

　長い黒くろ髪かみの綺麗系美人──ふと、ノボルの言っていた日守司の特とく徴ちようを思い出す。

　……あの子、髪が長くないか？

「っ、司！」

　悲鳴のような叫さけびが弾はじけた次には、既にめぐが隣から消えていた。交差点に向かって駆かけるその背中をぼうっと見つめて──っ、僕の足がようやく動く。

　日守司。あれが──あの白衣の女の子が、例の失踪者だとしたら！

「っ、すみません！」

　道行く人々を手で押しのけながら、僕はめぐの背中を追いかける。先の白衣の少女に目を向けると、丁度、交差点から姿を消したところだった。四方八方からのクラクションに追い出され、けれどもそれらを一向に気にした様子もなく、建物と建物の間にふらふらと吸い込まれていく。そのすぐ後を、めぐが走り──僕が追うと。

「っ、いた！」

　果たして。めぐとほぼ同じタイミングで、僕はその路地裏に辿たどり着ついた。

　その先の袋ふくろ小路こうじに止まる──白衣の少女を見み据すえるようにして。

「……めぐ、あれが？」

　隣で大きく息を乱すめぐは、僕の質問には答えないまま、顔を上げた。

　それが答えだと──めぐが目の前に向ける眼まな差ざしで、悟さとる。

「……司……司、だよね……？」

　めぐが息も切れ切れに問いかける。僕たちに背を向けた白衣の少女は──ぴくり、とその肩を微かすかに揺ゆらした。反応があった次には、覚おぼ束つかない足取りでこちらに振り返る。

　長い髪の綺麗系美人──調査資料にあった『日守司』の顔が、そこにあった。

「……日守司、だね」

　まだ呼吸の荒あらいめぐに代わって、僕は一歩前に出た。気持ち、めぐを庇かばうように。

　どうにも、おかしい。

　白衣の少女、日守司がこちらをぼぅっと見つめている──その瞳ひとみの焦しよう点てんが、めぐでもなくましてや僕にも合っていなかった。強しいて言えば、空間そのものを見ているような。

　簡単に言えば──目が、虚うつろすぎる。

　日守司。明らかに異常な様子を見せる少女が、そっと口を開いた。

「──はやく、うまくならないと」

　か細い喋しやべりが宙に溶とけた。僕は警けい戒かいしつつも言葉を返す。

「……どういう、意味？」

「うまくならないと──ちゃんと、できるようにならないと」

「できる？　なんのこと？」

「れんしゅうすればいいって──きちんとれんしゅうすれば──きっと」

「練習……？　上手くなるとか出来るとか、さっきからなにを……」

　そこで初めて、日守司が僕を捉とらえた。口の端はしを曲げた微び笑しようと共に。

「あなたでれんしゅう──いいよね？」

　そう言って、日守司の白衣が緩ゆるやかに揺れて──その右手に『それ』が垣かい間ま見みえた。白く細い指先が握にぎるそれは、冷れい徹てつなまでに真っ黒で。僕はその正体を直感する。

　僕の腰こし元もとにあるのと同じ────駆動銃ランゲージ。

「──っ、下がってっ！」

　銃じゆう口こうがこちらに向けられた直後、僕はめぐへの警告を残して、地を蹴けった。

　日守司が、駆動銃ランゲージのレンズを覗のぞき込む。光の線──可視化された思し惟いの線が、幾本もの光線となってレンズから弾けた。呼応するかのように、銃口から涙なみだ色の光が漏れる。

　思考の収束──思考昇華パラダイムシフトの、前兆。想像の結けつ晶しようが、ぐんっと脈動し──弾けた。

　────間に合えっ！

　銃口から光が溢あふれ出た瞬しゆん間かん、僕は身体からだごと日守司を思いっきり押おし倒たおした。詰まった息を吐はき出す前に、僕は眩まぶしさに目を灼やかれる。咄とつ嗟さに白衣の少女を背中へ庇った。

　果たして。思考昇華パラダイムシフトの──失敗の証あかしである暴発の光が、目の前で爆ばく発はつした。

「──ぁはっ」

　どんっ、と鈍にぶい衝しよう撃げきが背中を衝つく。暴力的な衝撃の余波が、僕を壁かべにめり込ませる勢いで吹き飛ばしたのだと悟ってから、遅おくれて口から息が漏れた。

　霞かすむ視界の中。ぼやけた輪りん郭かくを辿り、僕は爆ばく心しん地ち──思考昇華パラダイムシフトの暴発を引き起こした、日守司を認めた。その白衣には、とくに汚よごれは見つけられない。

　……よかった。怪け我が、しなかったか。

　安あん堵どの息を漏らしつつ、視線を脇わきにやると、めぐが尻しり餅もちをついて呆ほうけていた。その固まったような視線が、ぎこちなく僕に向けられる。僕は苦笑を返した。

　こっちは大だい丈じよう夫ぶ。怪我はしているけれど──まあ、なんとかなるから。

「っ……っと、結構飛んだな……」

　体の節々を確かめつつ、僕は仰あお向むけに倒れる日守司に歩み寄る。暴発の衝撃か、気を失っているらしい。だらんと伸のびた右手には、固く握りしめられた駆動銃ランゲージがあった。

　そのトリガーにかかる、指先が────ぴくん、と微かに動いた……っ？

「────れん、しゅ」

　ぎょっとしたときには、既すでに日守司が身を起こそうとしていた。痙けい攣れんを繰くり返しながらも、四し肢しを乱暴に震ふるわそうとする様子は、一言で称せば、異様で。

　その右手が。駆動銃ランゲージが、ゆっくりと銃口を上げようとして──

「──詰めが甘いんじゃない？」

　風峰君、と抑よく揚ようのない声が耳じ朶だに届いた。

　路地の向こう。そこに初めからいたかのように──僕たち以外の四人目の姿があった。若わか紫むらさき色の髪。学園の制服に身を包んだ少女は、右手のそれを無造作に構える。

　ソードオフ。否──小さな小さな、駆動銃ランゲージ。

「後は、私が処理する」

　少女──リノン・クリスベルは、その引き金を滑なめらかに絞しぼった。

　涙色の光が、銃口から散った──刹せつ那な、寸分の狂くるいなく一点へ収束する。形を成す。

　膨ぼう張ちようした熱量──想像が物質へと昇華する、その一いつ瞬しゆん。

　きん、と──日守司の足あし下もとで、硝子ガラスの砕くだけるような音がした。リノンは続けて、駆動銃ランゲージの引き金を三度、引く。きん、きん、きん──同様の音が日守司の周囲で三度、鳴った。

　一瞬の静せい寂じやく。それを経へて、僕はリノンの思考昇華パラダイムシフトを知ることになる。

　リノンが、仕上げるように駆動銃ランゲージの引き金を四度、絞った──その直後。



　きん、と揃そろえた音を響ひびかせて──『檻おり』が、日守司を覆おおった。



　日守司の周囲に、『線』の形をした結晶が四本、出現する。きん、という空気が凍こおる音を鳴らして、『線』の結晶が互たがいの『線』と結びつき──反射されたように弾かれる。それが再び、また別の『線』と結びつき、反射を繰り返す。幾いく本もの結晶の線は、無差別に見えて寸分の狂いなく、確かな『形』を作り上げていく。

　多面体プリズム。線と線が結びつき、反射する光景から自然とその言葉が浮うかんだ。

　きん、きん、きん、きん、きん、きん──耳に響くその連れん鎖さが、止やみ。

　果たして──無数の『線』は、まるで白衣の少女を取り囲むように繋つなぎ合わされる。

　それは、鳥とり籠かごのような『檻』だった。

「────これ──」

　なに、と日守司の声が檻越ごしにかすれて聞こえた。

「なに──なんなの、なに──」

　白衣の少女が両手で結晶の檻に触ふれた。押した。叩たたいた。殴なぐった。

　けれども──恐おそらく強度を絶対視したであろうその檻は、壊こわれることはなくて。

「──あれ──ない──ないよ──」

　日守司の手にあったものは、いつの間にか『檻』の外に転がっていた。駆動銃ランゲージ──暴発という危険を孕はらむその武器は、触れることさえなければ意味を失う代しろ物もので。

　日守司は、小刻みに痙攣しだした。その顔が感情に歪ゆがむ。

　まるで、自分の命より大切なものを取り上げられたかのように。

「──あれが、あれが、あれがないと──！」

　やがてそれは、言葉にならない叫びとなり──檻の中で延々と反はん響きようした。

「……これ、って」

　かさ、と呆ぼう然ぜんとする僕の前で足音が止まる。見上げれば、リノンがいた。

　────特例捜査局リーアには駆動銃ランゲージの装備が認められているから。

「あれが……君の思考昇華パラダイムシフト？」

　ほぼ無意識に紡つむいだ僕の問いに対して、リノンは答えることなく言った。

「風峰君、天あま之の河がわ室長に連れん絡らくを」

　伝えて、とリノンは檻の中で狂う日守司を見やる。

　なんの感情も映さない、その透とう明めいな眼差しを向けて。

「失しつ踪そう者の一人を保護した──と」



　しゃっ、と扉とびらが静かに滑すべった。

「んー……やっと終わったぁ」

　特立研究機構、中央情報処理室──そのプレートの入る扉を背に、僕は一つ、大きく伸びをした。血流がぐっと速まる感覚。疲つかれと緊きん張ちようで凝こった肩かたをほぐしていると、ととと……と、駆けてくる足音が通路に響いた。緋ひ色いろの髪がふわっと宙に舞まう。

「お疲れ様さま、とうやくん。報告、もう終わったの？」

　ほのみが腕うでを背中で束ねて、僕を覗き込んだ。うん、と僕はその髪を撫なでつつ、



    

  
    
      「ようやくね。ありがと、ずっと待っててもらっちゃって」

「ん、どういたしましてっ」

　顎あごの下を撫でられた猫ねこのように、ほのみが気持ちよさそうに目を細めた。もう少し髪かみを撫でていてあげたい気分だけど、それは家に帰ってからでも遅おそくあるまい。

「じゃあ、帰ろっか。姉さんも待ってるだろうし」

　んっ、という小気味良い返事が聞こえたところで、僕とほのみは歩き出す。夜九時を回った研究所は静かなもので、通路には夜勤なのか数えるくらいにしか職員がいない。

　姉さんに一報を入れたとはいえ、こんなに遅くなってしまった理由はというと。

「やっぱり、本部への報告は緊張したなぁ」

「んー、とうやくんえらいえらい」

　今度は、ほのみが背せ伸のびして頭を撫でてきた。ちょっと恥はずかしいけど嬉うれしいので、僕はほのみが撫でやすいように歩く速度を調整しつつも、

「本部の人たちはまだ残ってたから、これから情報を整理するんだろうけど」

「それだけおっきな事件ってことだよね……」

　頭を撫でる手が止まった。ほのみが難しそうな顔をしているので、僕も頷うなずき返す。

「もうかなり続いている失踪事件だし、今回は政府との合同調査でもあるからね。普ふ段だんより力が入ってるんだと思うよ」

　今回、僕が特査をすっ飛ばして本部に報告することになった理由でもある。先の報告の席には、研究所以外に、ユリアヌス捜そう査さ官かんを始め特例捜査局リーアの面々も顔を揃えていた。

　あの後、日守司が意識を失うまで、ずっと監かん視ししていた──リノンも。

「その日守さんは大丈夫だったの？」

　ほのみが心配そうな面おも持もちで訊きいてきたので、僕は少しだけ表情を緩めた。

「命に別状はないってさ。病院に搬はん送そうされてからはずっと眠ねむっているらしいよ」

「そうなんだ……」

　ほっとしたようなほのみの髪を撫でつつ──けれど僕としては一いち概がいに安堵もできない。

　あの、虚ろな瞳。会話がまともに成立しなかったことから、日守司が異常な状態にあったことは疑いようもない。それに、駆動銃ランゲージを何な故ぜ持っていたかも気になるし。

　まあ、そもそも──肝かん心じんの失踪した理由の一つすら、まだわからないのだけど。

「色々難しいなー……」

　ふと、僕は足を止める。というのも、ほのみが足を止めていた。ぼぅっとする横顔が一心に見つめる先は、窓ガラス越ごしに見える、とある研究室だ。夜遅くまで精力的に活動する、その中で行われている研究は──僕にはとても馴な染じみのあるもので。

　研究室の扉の横。プレートにある名前は──『第三残ざん留りゆう体たい研究室』。

「……遅くまで頑がん張ばってるね」

　隣となりのほのみが無言で頷いた。その視線は、研究室内の巨きよ大だいな装置──培ばい養よう器きに注がれている。白衣を着た研究員たちが、その周りでごちゃごちゃした計器を調べていた。

　羊水に満たされ、ある種の檻に閉じ込められた──一体の、残留体と見比べながら。

　ほのみがぽつんと呟つぶやいた。

「……残留体の、実験かな」

　残留体──それは、涙晶を頭部に宿す、異い形ぎようの生命体の総そう称しようだ。

　世界の崩ほう壊かい。誰だれもが知る歴史の分ぶん岐き点を経て、残留体は純白の花瞳エルダーアイリスを含ふくめた数本の塔とうと共に、忽こつ然ぜんと世界に現れた。今はもう空の遠くに見える純白の花瞳エルダーアイリスは、彼らにとっての住すみ処かであり、それは僕たち人類が潜せん水すい都市で海に潜もぐる唯ゆい一いつの理由に繋がる。

「……多分、涙晶の反応実験とか、だと思うけど」

　ほのみの頭を撫でながら、僕は培養器に眠る残留体を見つめる。その頭部からは、頭ず蓋がいを突つき破やぶるようにして、見慣れた涙晶が羽はねの形で生えていた。

　残留体の持つ涙晶を手に入れる──それが、潜水都市にとっての潜水の意義だ。

　今や世界にとってなくてはならない、涙晶。その貴重資源は残留体の頭にしか存在しない。故に潜水都市は、決まった周期で海に潜り、純白の花瞳エルダーアイリスと接続し──内部の残留体を殲せん滅めつする。涙晶を手に入れるという、大義名分を背に。

　僕の肩かた書がきである武装研究員は──まさにその戦いの役目を負った名前である。

「……あたしも」

　ふと、ほのみが囁ささやくように言った。視線は培養器の残留体に固定されている。

　その横顔が、ふっと寂さびしそうに映った。

「あたしも、あそこにいたかもしれないんだよね……」

「……ほのみ」

　僕は緋色の髪を少しだけ強く撫でた。ぽす、と肩の内側にほのみの温もりが沈しずむ。

　ほのみはかつて──《羽憑つき》と呼ばれる強力な残留体だった。

　だった、と言っていいのかはわからない。ただ少なくとも、冬休みに起こった未み曾ぞ有うの事件──残留体による都市の一いつ斉せい襲しゆう撃げきを機に、ほのみの頭から涙晶の羽は失われた。

　その事件は、明け方に終結したことから、今では『夜明けの危機』とも呼ばれている。

　人々の記き憶おくには勿もち論ろん、僕にも──きっと、ほのみにも強く記憶に残っているはずだ。

　なにをもってして、残留体と言うか──それを深く考えたことはあるし、今でもよく考えるけれど、細かい定義うんぬんよりまず、確かなものを僕は知っている。

　この肩にかかる温もりと、髪からする良い匂においは──間ま違ちがいなく、ここにあると。

「……たまにね」

　寄より添そったまま、ほのみの吐と息いきが聞こえた。

「あたしがどっちなのか、わからなくなるんだ」

　どっち。それが、なにとなにを指しているのか、言わなくてもわかった。

「こうやって、とうやくんの傍そばで、とうやくんの熱を感じながら、残留体を見ているとね……あたしって、どこにいるのかなって思っちゃったり」

「ほのみはここにいるよ。僕の傍にいる」

　当たり前だ。ほのみが僕の熱を感じているように、僕もほのみの熱を感じている。その温かさには、今までほのみと過ごした分の時間が流れているのだと思う。あの冬休みから始まった時間は、色々あって色々あった僕たちの日々を、正確に刻んでいるはずだから。

　でもね、とほのみが僕の肩に少しだけ顔をうずめた。

「人か残留体かなんて、そうやって悩なやんじゃったりすること自体……あたしが、残留体と人の間をふらふらしているからなのかなって」

「悩んでもいいんだよ」

　僕は力強く──ほのみのもやもやを吹ふき飛ばせるようにと、断言した。

「僕だって、いつも悩みっぱなしだよ。姉さんのこととか、学園のこととか。でもこうして笑っていられる。悩むことって、きっと悪いことじゃないんだよ。それに多分、悩みって人類に許された特権……だと思うし」

「ん……とうやくん、なんだかみよみよさんみたい」

　ほのみがくすっと笑った。そういえばそうかも。僕もつられて笑みを零こぼす。

「そうだよね……あたしは、とうやくんと一いつ緒しよにいたいから、人でいるんだよね」

　言い聞かせるようにして噛かみしめた言葉は、僕の内にも大きく響ひびくものだった。

　一緒にいたいから──そう思うとき、僕は努つとめて腰こし元もとのホルスターに触れている。

　駆動銃ランゲージ。残留体を倒たおすために開発された、武装研究員の剣けんにして楯たて。僕の長年の相棒である大型拳けん銃じゆうは、もう何度も残留体の命を容よう赦しやなく消し飛ばしてきた。

　ほのみと一緒にいることと、駆動銃ランゲージの引き金を引くこと。

　その二つを合わせたとき、僕はどうするのか──その答えはまだ、出ていない。

　逃にげだとわかっているけど、否、わかっているからこそ、潜水都市が浮ふ上じようしている今の状じよう況きように、僕は大いに甘えているのだと思う。でも、それでいいとも思う。残留体ともう一度、相対したとき──僕は、駆動銃ランゲージの引き金を引けるのかと。

　自分の人生だ。存分に悩んでしかるべし──である。

「……悩み抜ぬいてこそ、か……」

「そうね、そうかもしれない」

　宙に向けた総そう括かつに対して、予想外の方から予想外の声が飛んできた。

「悩む時間は貴重よ。特に、世界が激しく移ろおうとするときには」

　いつの間にか、リノンが後ろの壁かべに背中を預けている。学園にいないからか、眼鏡めがねはかけていない。ひゃぁっ、とほのみが慌あわてたように僕の肩から身を離はなした。その顔が耳たぶまで真っ赤に染まっている。可愛い……じゃぁなくって。

「……リノン、急に出てこられるとびっくりするんだけど」

「それはごめんなさい」

　真ま面じ目めな顔で律りち儀ぎに返されてしまった。相変わらずらしい。後ろに回られた気配すら感じなかった。僕はなるべく、顔の火ほ照てりを意識しないようにして、

「どうしたの？　会議、もう終わったとか？」

「いいえ。一時的な休きゆう憩けいが入ったから、おしるこを買いに」

「そ、そう……」

　なんとなく、喉のどを潤うるおすのにおしるこは向かないような。風峰君は、とリノンの視線が僕の後ろに向けられる。なにをしていたのか、という意味だろうけれど。

　リノンが、培養器に眠る──残留体をその透明な瞳で射い貫ぬいた。

「珍めずらしいことをしているのね。励れい起き状態の判定実験なんて」

「……詳くわしいんだね」

　驚おどろいた。実験内容を一いつ瞬しゆんにして見み抜ぬくこともさながら、それが珍しいと判断できるくらいには残留体研究の知識を持っているということ。てっきり、特例捜査局リーアは研究所と畑が違ちがうと思っていたけれど、それも違うのかな……？

「……ただの個人的な知識よ」

　そんな疑問が顔に出ていたのか、リノンは緩ゆるく首を横に振ふった。

「残留体は嫌きらいなの、個人的に」

「……え？」

　漏もれた声は、隣にいるほのみのものだった。

　それを疑問と取ったのか、リノンは滔とう々とうと言葉を繋つなげる。

「残留体──というより、涙晶そのものかしら。他のものより執しゆう着ちやくがあるから、それに関することを知っているというだけ」

「……嫌いって、どうして」

「貴方あなたには貴方の思うものがある。それは私も同じ」

　リノンの言葉が僕に二の句を飲み込ませた。つい、と透とう明めいな視線に制される。

　そもそも、と繋げたリノンからは──学園のときとは違って、冷たい印象を受けた。

「残留体を好きな人間がいると思うの？」

「っ、そんなこと……！」

　ない。言い切ろうとして、けれども僕の、人の常識が邪じや魔まをした。

　残留体──人類に必要な涙晶を有する、異形の化け物。怪かい物ぶつ。死神。形容する言葉は全て負の感情に彩いろどられたもので、僕は咄とつ嗟さに言葉を継つげなかった。

　かつて、僕自身が──確かな敵意と憎ぞう悪おを持って、連中に銃を向けてきた以上。

「あれは人類の敵よ」

　リノンの言葉は装そう飾しよくのない分、胸にぐっと突き刺ささった。誰かに服の裾すそを掴つかまれる。

　ほのみが──僕の背中に身を隠かくしていた。微かすかに、その瞼まぶたを震ふるわせて。

「……わからないじゃないか、そんなの」

　僕はリノンの瞳を真っ向から捉とらえる。もしかしたら、睨にらんですらいたかもしれない。

「残留体の全てが敵だって、誰が言い切れるのさ」

「言い切れはしない。でも、彼らの一部でも味方だという根こん拠きよもまたないでしょう」

　ある。あるんだよ。そう言いたいのに、内心でしか返せないことが、悔くやしかった。

「先の都市襲しゆう撃げき事件──『夜明けの危機』は人々の記憶に新しい。知能を有する生命体相手に、一時は都市機能まで落とされかけた──それは確かな事実よ」

　それに、とリノンは遮さえぎるもののない眼まな差ざしで、僕の背後の研究室を見やった。

　培養器に眠ねむる残留体──曰いわく、人類の敵を、ついでのように視界に収めて。

「あの一件は、未だに不可解な点が多い」

　──何故か、心臓の鼓こ動どうが変に速まった。

「……不可解、って？」

「事態の集結が早すぎる。残留体による都市の一斉襲撃は、完全にこちらの意表を突いていた──その時期や精度からして『作戦』とも呼べるものだったはずよ。なのに、あっけなく崩くずされた……それも、残留体を統率する個体が倒される形で」

　妙みように饒じよう舌ぜつなリノンの口ぶりは、まるでその場にいて全てを見ていたかのようで。僕は無意識に唾つばを飲んだ。リノンの、なんの含みもないはずの視線が、僕──を通り過ぎて。

　僕の背に隠れる──怯おびえたように眉まゆ尻じりを下げる、ほのみへ固定された。

「そうね……例えば、本来は残留体を指揮するはずだった個体──それこそ、人のように思考できる残留体が存在しつつも、なんらかの事情で姿を消したかのように」

「っ……！」

　今度は、本当に息が詰つまりかけた。喉はもうからからに渇かわいている。あり得ない──内心ではそう首を振りつつも、リノンのあまりの落ち着きように不安が煽あおられる。

　知っているのか。そう、問いたい気持ちに駆かられた。

　ほのみが。この少女が、かつて──最強の《羽憑き》だったことを。

「…………考えすぎ、じゃない？」

　ようやくのことで声を絞しぼり出せた。リノンはあっさりと首を縦に振る。

「ええ、妄もう想そうに限りなく近い想像よ。……それにしても、不思議ね」

　言葉とは裏腹に、特例捜査局リーアの少女はまったく疑問に思っていなさそうに、

「武装研究員である貴方が、そんなにも残留体を庇かばうなんて。情けか、同情か──それとも、奪うばう側の感傷といったところ？」

「……情けなんて持ってないよ」

　それだけは言える。断言できる。否、断言しなくちゃいけない。

　ほのみを気持ち、背に庇いながら──僕は真正面からリノンと対たい峙じした。

「残留体と武装研究員は対等な関係だから。どちらかの命を奪う関係にあっても、あるからこそ、躊ちゆう躇ちよすることはない……しちゃいけない」

　対等とはすなわち、互たがいの行動に言い訳を持たない関係だ。

　戦うこと。命を吹き飛ばすこと。涙晶を奪うこと。都市を襲撃されること──人間と残留体の関係に、情けなんて甘い感情が入る隙すき間まはないし、元々入れるつもりもない。

　そうでなかったら──僕は、今まで屠ほふってきた残留体に示しがつかないから。

「──そう。対等」

　面白い、とリノンが小さく呟つぶやいた。

　その頬ほおには、不思議と口にしたときとは違い──学園で見かけた、透明な微び笑しようが咲さいていた。つばさを相手にしたときに見せた、おそらくは彼女の素すの笑み。

「とても面白い考え方ね」

　ねえ、風峰君。そう言って、リノンがくすりと笑った。

　気づく。今まで無感情に見えていたその瞳ひとみは、決して光に乏とぼしくはないのだと。

「でも……くれぐれも気をつけて」

　透明な眼差しは、つまり何者にも染まらない──侵おかされない強きよう靭じんな意志の表れで。

　瞳の奥を覗のぞき込めば、そこは意志に満みち溢あふれているのだと知った。

　……こんなに、澄すんでたんだ。

「その考え方はいつか──貴方の命をあっさり、奪うかもしれないから」

　リノンの微笑は、ぞっとするほど綺き麗れいだった。



    

  
    
      　第三章　聴きこえたはずの声　─Misunderstanding─






「日ひ守もり司つかさが目を覚ましたそうだよ」

　室長の証あかしたる低反発チェアーに背を預けて、美み陽よさんはそう言った。

　週末の特別派は遣けん調査室。僕は普ふ段だん、夏休みや冬休みといった長期休きゆう暇かを除いて、休日にバイトは入れていないのだけれど、今日に限っては僕も含ふくめて特とく査さ全員が、顔を揃そろえていた。それも比ひ較かく的てき、厳きびしい面おも持もちで。

　その理由は──今、美陽さんが言った内容故ゆえである。

「昨夜、病院から連れん絡らくがあった旨むねは、皆みんなにも既すでに電話口で伝えたことかと思うけれど──日守司の覚かく醒せいにより、色々と明らかになった事実があってね」

「ん、目が覚めてよかった……」

　自分のことのように、ほのみが頬ほおを緩ゆるませた。丸二日──それだけ眠り続けた後の覚醒は、確かに吉きつ報ぽうだった。情報面と体調面、両方の意味で。

　それで、と僕は美陽さんに話の先を促うながす。

「失しつ踪そう事件の手て掛がかりになりそうなこと、わかりました？」

「うん。日守司の覚醒に伴ともない、特例捜査局リーアが事情を訊ききにいったそうだけど──まず、これが中々に難航してね。一晩経たった今でも、情報は依い然ぜんとして掴めていない」

　美陽さんの言い様に、ノボルが頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

「そりゃ姐あね御ご……成果ゼロってことっすか？」

「いいや。なにも聞き出せなかったことが我々の唯ゆい一いつの成果なのさ」

　なぞなぞ？　と、ほのみが小首を傾かしげる。美陽さんは頬に微び苦く笑しようを浮かべながら、

「なにも聞き出せなかった──それはね、日守司の意識があまりに混こん濁だくしていて、まともに物を話せる状態じゃなかったからだよ」

「……あ」

　それだけでほのみは察したらしい。目線と顔が俯うつむいてしまう。意識の混濁……思い当たる節はある。路地裏で交こう錯さくした日守司の虚うつろな瞳と──幾いくつかの不可解な言動。

　意い気き消しよう沈ちんしたほのみの髪かみを横で撫なでながら、僕は内心で答えを予測しつつも、

「やっぱり、日守司の状態って……」

「一目でわかるほどには錯さく乱らんしていたようだね。皮肉なことにその原因もまた、一目とはいかないにせよ、早い段階からある程度は特定することができた」

　それがよくないものなのだろうと、我らが室長の苦い表情から悟さとる。

「どうも脳に起因する問題らしい。意識の混濁はそれに不ふ随ずいして起きているようだね。原因は脳──そしてその要因として、身体の中ちゆう枢すう部たる脳に対して外部的なアプローチが施ほどこされているからである、と報告にはあった。それも強制的な、ね」

　強制的。付け加えられたその言葉に、否応なく気づかされる。

　外部的なアプローチ──美陽さんの言う、それがなにを意味するのかを。

「……姉御、そりゃ」

　僕と同じ答えに行き着いたのか、ノボルが口を開いた。その顔がやや、青い。

「日守の頭が誰だれかに弄いじくられたってことっすか……？」

「うん。機械か薬か、あるいは──ともあれその通りだよ、ハチ」

　正解したにも拘かかわらず、美陽さんの表情が険けわしいのは内容が内容だからだろう。

　日守司──失踪した学生が、何者かに脳を操作された。それも意識が混濁する程に。

「詰まるところね。今回の一件を通じて、日守司を始めとした失踪した学生は、人じん為い的な失踪──率直に言えば、何者かに誘ゆう拐かいされている可能性が出てきた」

「……ゆ、誘拐？」

　ほのみの声が明らかに怯おびえの色に染まるも──きゅっ、とその唇くちびるが引き締しめられた。怖こわがっていられない。そんな気持ちが伝わってくる。心強い。

　誘拐。人知れず姿を消す失踪とは違ちがい──そこには確実に第二の存在があるのだから。

「現状、情報が少ないとはいえ、手掛かりが皆かい無むなわけではないよ。だいだいやじるし、日守司が周囲に送ったというメールを覚えているかい？」

　美陽さんに問われ、僕は記き憶おくの底を探る……までもなかった。

「ええ、まあ……あんな変なメールでしたからね」

　あのメールは既に、めぐから転送してもらい、美陽さんにも渡わたしてある。

「あれが、どうかしたんですか？」

「いやね──どうも日守司以外の、失踪……いや、誘拐された学生たちも、全員例のメールと同様のものを周囲へ送っていたらしいのさ」

　肩かたが、不自然に強こわ張ばった。ノボルがやや身を引きつつも、

「全員が……っすか？」

「そう、一人も欠けることなくね。これまで、失踪者には適性試験という括くくりしか見いだせなかったけれど、これでまた一つ、共通項こうが増えたことになる」

　────涙るい晶しよう管理局に連れていかれたかも……って。

　日守司の親友、めぐの言葉が脳裏に浮かんだ。都市伝説の一節をなぞる奇き妙みようなメール。それを、失踪した学生は皆、揃って周囲へ送っていたという。不自然だ。でも。

　不自然な符ふ号ごうを二つ、重ねてみれば──とても自然に見えるんじゃないか？

「……もしかして、誘拐犯って」

「涙晶管理局──無論、そう名乗っている者、という注ちゆう釈しやくが付くけれどもね」

　注釈付きで肯こう定ていした美陽さんに対して、なるほどな、とノボルが納得の声を上げる。

「噂うわさが噂を呼ぶ都市伝説……素す性じようも知れねぇ誘拐犯が名乗るにはぴったしかもっすね。本名を名乗って連続誘拐するなんて、普ふ通つうはしねぇだろうし」

「うん。失踪者本人があのメールを出しているとは思えないから、おそらくは犯人──涙晶管理局を名乗る人物が行っている、と考えるのが妥だ当とうだろうね」

　涙晶管理局。噂の中で生まれて──遂ついには現実にまで出てきた、組織か。

　ともあれ、と美陽さんが話を仕切り直した。

「相手が霞かすみのような相手であれ、対たい抗こう策がないわけではないよ。だいだいやじるし、確認するけれど、日守司は発見当時、駆動銃ランゲージを所持していたらしいね？」

「あ、はい……思考昇華パラダイムシフトの暴発まで起こしかけてましたけど」

「それこそが、失踪者に繋つながる糸口だよ」

　美陽さんの発言には初め、耳を疑った。我らが室長は確かな口調で続ける。

「この事件の舞ぶ台たいを思い出して欲しい」

　こんこん、と美陽さんは自分のデスクを指で叩たたいた。その上には失踪事件に関する資料や報告書が綺麗に整せい頓とんされている。失踪事件の──舞台？

「思考昇華パラダイムシフト適性試験──失踪した学生が皆、受けたこの取り組みは、稀き少しようとされる思考昇華パラダイムシフトの素質の有無を判定するものだよ。そして今回、誘拐された日守司には、暴発したとはいえ、確かにその素質があった。奇き跡せきの行使を許された──絶対的な才能がね」

　思考昇華パラダイムシフトの適性を判定する大規模な試験。素質ありと判定された学生の誘拐。

　二つの点から──一つの線が、浮かび上がる。ほのみが閃ひらめいたように手を挙げた。

「はいっ。それって、思考昇華パラダイムシフトを出来る人が狙ねらわれたってことですか？」

「百点満点の正解だよ、ほのみん」

　美陽さんは力強く頷うなずくと、あくまで仮説として──と前置きをしてから、

「素質の有無が誘拐の基準とまでは言い切れないけれど、可能性は高いと言える。現状ではまた、他に有力な手掛かりがないのも事実だからね。特例捜査局リーアとも話し合った結果、我々特別派遣調査室は、ある手法をもってしてこの線を探ってみることにしたのさ」

「つーと？」

　ノボルとほのみの視線を受け、美陽さんは目だけで僕に問いかけた。

　同じく目だけで頷き返した僕は──美陽さんの次の言葉を、もう知っている。

「──囮おとり調査を試してみたい」

　室長の提案に、特査の反応はぽかんとしたものだった。

　んー……と、ほのみが実にのどかな仕草で小首を傾げる。

「……刑けい事じさん？」

「概おおむね合っているよ。失踪者と似た状態や状じよう況きようを演出し、犯人の目をこちらに向かせる──極きわめてリスクの高い作戦だけれど、お願いできるかい？」

　だいだいやじるし──そう、美陽さんに問われて、僕は力強く頷いた。

「大だい丈じよう夫ぶです。昨日のうちに色々考えてもみましたし」

「……って、おいおい……橙とう矢やっちが囮やんのか!?」

　ノボルがぎょっと目を剥むいた。隣となりのほのみに至ってはまだぽかんとしている。

　予測できた反応だけに──苦笑しか返せないのが申し訳ない。

「うん。美陽さんからは昨日のうちに連れん絡らく貰もらったから」

「いやいやいや、そういう話じゃなくってな……マジか、姐御？」

「マジだよ。だいだいやじるしは学生にして現げん役えきの武ぶ装そう研究員──思考昇華パラダイムシフトに対する素質は十分すぎる程に折り紙付きだからね。……とはいえ無論、ハチの言い分ももっともだ」

　美陽さんが再度、僕を見やった。今度はさっきよりも強く、見つめてくる。

　その双そう眸ぼうには見てわかるほどに心配が色いろ濃こく映っていた。

「だいだいやじるし。今から降りても──自分を含め、誰も反対はしないよ」

「大丈夫ですって。姉さんともしっかり相談しましたから。僕なら実際に適性試験へ参加できますし、犯人が接せつ触しよくしてきたとしても戦えます」

　笑顔付きで念を押せるほど、確かな根こん拠きよだったと思う。思うのだけれど。

「──とうやくん？」

　ふと、隣からゆらりと気配が立った。緋ひ色いろの髪がふわっと宙に浮く。……う。

　むぅ──と、ほのみが不満で頬ほおを膨ふくらませていた。

「……あたし、聞いてないよ？」

「う……それは……その」

　心配かけたくなかったから。その理由は事前に考えていたものだけれど、いざ土ど壇たん場ばになると口にしづらいと悟った。僕は今いま更さらながらも、ほのみに向かって頭を上げる。

「ごめん、黙だまってて。でも……大丈夫だから。囮は誰かがやることだし、それなら自衛できる僕が一番適任なんだ。少し危ないかもしれないけど、その……ええと」

「……ん。わかってるよ」

　予想に反してと言うべきなのか、ほのみはこくんと頷いてくれた。

　ただし、その表情は──眉まゆ尻じりが下がっていて、かなり複雑そうなものだったけど。

「とうやくんが危ない調査するのは、特査のお仕事だから。……すっごい心配だしほんとはやって欲しくないけど、とうやくんが強いことはあたしもよく知っている」

　まるで自分に言い聞かせるような呟つぶやきは、僕の胸にぐっと衝しよう撃げきを与あたえた。

「……でもね」

　それが──信しん頼らいされているという責任と歓かん喜きの重さなのだと、ようやく悟ると。

　いつの間にか、ほのみに顔を覗のぞき込まれていた。

「あんまり、無理しちゃやだよ？」

「──うん」

　怪け我がを負っても、地を舐なめても、再生できるから大丈夫──そんな考えは、三年前からずっと当たり前のように抱いだいてきて、今も尚なお、身体からだの芯しんに染みついているけれども。

　少なくとも、それがこの少女の笑顔を曇くもらせる原因になると──自覚した、今は。

「やれるだけはやる。でも、無理はしないから」

　そう言って、安心させるように、緋色の髪を撫でると。

「ん！　とうやくん、気をつけてね」

　果たして──ほのみは小さく頷いて、微笑ほほえんでくれた。



　思考昇華パラダイムシフト適性試験──奇跡を振ふるうに値するか否かを、見極める試験。

　都市全域で施し行こうされる適性試験は、政府主導の下もと、高校生以上を対象とした学生全員に対して『義務』として課された。当然、抗こう議ぎの声も出たという。けれども、適性試験で好成績を出した者には政府直じき々じきの優ゆう遇ぐう措そ置ちがとられ、試験を受ける日時は生徒に任されると知ってからは──生徒や学園から、少なくとも表だった反発は起こっていないらしい。

　ただ、あくまでも表だっては。失しつ踪そう事件は未だ──水面下で続いている。

「やっぱり試験って緊きん張ちようする……」

　声を固くして、つばさがため息を吐ついた。

　放課後、学園を早々に切り上げた僕たちは、思考昇華パラダイムシフト適性試験のため用意されているらしい、政府の運営する試験会場に向かっていた。僕とほのみは、今日ばかりはバイトも休み、弓道部次期主将間ま違ちがいなしと言われるつばさも部活を休んでまた同様だった。

　意外と緊張に弱いつばさが、珍めずらしく弱々しい姿勢を見せているのもそれ故である。

「もう、なんで自分から抜ぬき打うちテスト受けにいかなくちゃいけないのよ……」

「ん！　つばさちゃん、ふぁいとだよっ、おーっ」

　その隣を歩くほのみは打って変わって元気だ。適性試験は今や、学生の義務──いずれは受けなくてはいけない。それならばと今回、同行を申し出たのがほのみで、僕としても囮調査中とはいえ、目の届く範はん囲いにほのみがいるのは安心できる話なのだけれど。

　今は、どちらかというと──顔色の優すぐれないつばさのほうが気がかりだ。

「大丈夫だよ、つばさ。試験っていっても机にかじりつくわけじゃないから。思考昇華パラダイムシフトの素質の判定って、勉強してどうこうって話じゃないし。むしろ、土壇場の想像力とか集中力が大事になってくるから、今はなるべく気を楽に持っていれば、それで大丈夫」

「……あ、ありがと」

　とは言いつつも、つばさの目はどこか不思議そうだった。

「……橙矢、そんなに思考昇華パラダイムシフトのこと、詳くわしかったの？」

「え？　あ、うん……全部、美陽さんの受け売り、だけどね」

　咄とつ嗟さに口にするも一応、嘘うそじゃない。僕の知識の大半は美陽さんか姉さんから教わったものだ──とはいえ、つばさの眼まな差ざしはどことなく不満そうである。怪しまれた……か？

「ふぅん……橙矢ってば、天あま之の河がわさんと仲良いものね」

　微び妙みようにずれた答えが返ってきた。つばさのじと目が何な故ぜか、頬に突つき刺ささる。ええと。

「……っと、もうそろそろだよ？」

　ほら、と僕は遠くにある建物を指さした。露ろ骨こつだと自覚しつつも、つばさは不満げな顔で僕の指先を追ってくれる。ふぅん、とちょっと驚おどろいたような声が届いた。

「試験会場って結構、大きなところなんだ」

　その建物──試験会場は、恐おそらく政府が所有しているであろう、見た目の小こ綺ぎ麗れいなビルだった。思考昇華パラダイムシフト適性試験会場──研究所もそうだけど、名めい称しようが仰ぎよう々ぎようしければ施し設せつの規模も大きくなるのは、どうやら『鶺せき鴒れい』共通の話らしい。言ってしまえば派手である。

　そしてそれは、建物内の混雑にも同じことが言えた。

「んっ、人がたくさんいるねー」

　到とう着ちやく一番のほのみの言葉である。一階は受付ロビーなのか、これから試験を受けるであろう制服姿の男女が視界いっぱいに収まった。見覚えのある制服もあれば、南の第一……第三までいる。予想していたよりずっと数が多い。知らずのうちにため息が零こぼれた。

「うぅん……これ、結構待つかもね」

「そう？　病院で予防接種受けるときとかって、こんなものじゃない？」

　つばさの口ぶりは実にあっけらかんとしていた。言われてみればそうかもしれない。確かに、国が用意した催もよおしという観点から見れば、意外と似ている。

「……それでも、研究所主導で出来ればまた違ちがってたのかな……」

「橙矢？　ほら、早く受付済ませよう」

　そんなこんなで、試験のための受付を済ませれば、後は順番を待つだけだ。

　試験順はどうも番号制で、手持ちの番号が呼ばれるまで待つ必要があるらしい。こういった待ち時間は退たい屈くつかと思いきや──つばさやほのみと会話に集中できるからか、喉のどの渇かわきも気にならない程には時間はあっという間に過ぎていって。

「──だいだいやじるし」

　ふと、そんなあだ名で呼ばれても、反応するのに少し時間がかかった。声の方向に振り向けば、綺き麗れいなへそを惜おしみなく出す──我らが室長が、やぁ、と片手を挙げている。

「見たところ試験待ちといったところかい？　つばさんも久しぶりだね」

「……どうも」

　つばさがやや遠えん慮りよ気味に頭を下げた。美陽さんとはあまり面識のないつばさである。僕にふいと向けられた不思議そうな瞳ひとみが、視線だけで疑問を伝えてくる。

　なんでここに──多分、そんな感じの内容だと思う。僕は美陽さんを見やりつつ、

「美陽さん、今日の適性試験で試験官、やっているから」

　今日の、と前置きした理由は──『試験官美陽さん』が囮調査の一いつ環かんだからだ。万が一の事態を想定して臨機応変に対応できるようにね、とは美陽さんの弁である。

　政府と交こう渉しようの末に試験官となった美陽さんは、そんな背景を一切滲にじませずに、

「うん。もしも自分が試験を担当することになったら、その時はよろしくお願いするよ」

　つばさん──そう華か麗れいに微笑まれ、つばさが慌あわてて顔を伏ふせた。美陽さんを苦手としている……わけではなく。つばさが意外と、人見知りだからである。

　それはさておき、と美陽さんは混雑極まりない試験会場を見回した。

「この混み具合だからね。本ほん音ねを言えば、ここは試験官特権でも駆く使しして、君たちを優ゆう遇ぐうしてあげたいところだけど──これもまた見ての通りさ。済まないね」

「別にいいですよ。美陽さんも見た感じ、忙いそがしそうですし」

「試験官に慣れないのもあるよ。人の合否を判断するのは存外に神経を使う。……とはいえ、今日は一段と人の出入りが激しいのもまた事実らしいね」

　──その言葉に、引き寄せられた訳ではないと思う。

「……ああ、ここにいましたか」

　学生の往来に逆らうようにして、見覚えのある男が姿を現した。遠目からでも目についた、糊のりの効いた──その赤い制服は、黒や紺こんの学生服一色の中では少し浮ういている。

　男──特例捜査局リーアのユリアヌス捜そう査さ官かんは、その胸に『試験官』の名札をつけていた。

「天之河室……失礼、天之河試験官。ご休きゆう憩けい中、申し訳ありません」

　ユリアヌスさんが美陽さんになにかを耳打ちする。……あぁ、そっか。囮調査の一件は特例捜査局リーアにも伝わっている。ユリアヌスさんが試験官である理由もそれか。

　合同調査──おそらく、その打ち合わせ中のユリアヌスさんは、何故か困った顔で僕をちらと見つめた。美陽さんの視線もまた、僕に向けられる。……ん？

「風かざ峰みね研究員、少しよろしいでしょうか？」

　名指しだった。思わず隣となりに目をやると、腐くされ縁えんの少女と視線がかち合う。

「実は緊きん急きゆうの問題が発生しまして。調査の途と中ちゆう、大変心苦しいのですが──」

　ユリアヌスさんの言葉は耳を左から右へと流れていく。僕は目を離はなせない──つばさが怪け訝げんそうに僕と試験管を見比べる、その様子に。冷や汗が一つ、背筋を伝った。

　風峰研究員、緊急の問題、調査──それらの単語が、ぐるぐると頭を回って。

「──ですので、試験官をお願いできないでしょうか？」

「…………は？」

　そこだけ聞こえた。脳内で言葉を繰くり返す──は？　え、試験官？

　咄嗟に瞬まばたきしか出来ない間。ユリアヌスさんの起こした行動は、唐とう突とつかつ迅じん速そくだった。ぱっ──と、僕の腕うでがユリアヌスさんに掴つかまれる。え、なに。

「事情は後ほど。控ひかえ室にご案内しますので」

「え……ちょっ、ちょっと！」

　そのまま意外に強い力で引っ張られた。助けを求めるように美陽さんを見やるも、我らが室長は難しい顔で首を横に振るだけである。事情を飲み込んだような──表情で。

　────ええいっ、突とつ然ぜんの展開だなぁもう！

「ほのみっ、後お願い！」

　僕は後ろに振り向いて声を投げた。んんっ、とほのみが小首を傾かしげそうになってから、慌てて頷うなずく。囮おとり調査の本番は試験後──そう、自分に言い聞かせて。

「と……橙矢！」

　腐れ縁の言葉に一いつ瞬しゆん、足が止まりかける。つばさが──かつて、僕がリノンの言葉に声を荒あらげたときと同じように、眉尻を下げて僕を見つめていた。その顔が……まるで。

　何故か、僕に置いてけぼりにされるのを恐れているみたいに見えて。

　────武装研究員であることを隠かくす必要なんて、ないのに。

「……すぐ戻もどるから！」

　結局──大した言葉も残せず、僕はその場を後にした。

　頭を一瞬過よぎった声は──どことなく、リノンの声こわ音ねに似ていた気がした。



「実は予定していた試験官が直前になって体調を崩くずしてしまって」

　試験官の控え室だという小部屋に通されて、ユリアヌスさんはそう説明した。

「本来であれば他の者が対応するのですが、今日は学生の数が大変多いものでして」

「いやでも、だからって僕が試験官っていうのは……」

　学生の僕としては遠慮というか渋しぶる他ない。ここまで来て言う台詞せりふじゃぁないかもだけど、人手不足の穴を学生で埋うめるのはさすがに如何いかがなものか。

「むしろ、僕は試験を受ける側のような……」

「それに関しましては問題ありません。風峰研究員は既すでに武装研究員として数々の実績を残していますから、当然、適性試験も免めん除じよとさせていただきます。学生服が問題でしたらこちらに試験官の制服も用意してありますので」

　ユリアヌスさんは脇わきから試験官用と思われる服を取り出した。い……いやいやいや。

「お願いします。試験官といっても、思考昇華パラダイムシフトの発動を確認する簡単なものですから」

「……ええ、と」

　僕は壁かべに背を預ける美陽さんに視線を送った。……微び苦く笑しようが返ってくる。まあ、美陽さんは事情を知っているっぽかったし。ある意味で予想通りの反応である。

　しかもその双そう眸ぼうが、君が自分で決めるといい──そう、言っている気もして。

「……わかりました」

　息を一つ吐はいて、僕は首を縦に振ふった。

　仕方ない──この際だから、その言葉は捨てよう。せっかくだし。

　経験も財産だと思えば、少しは得した気分になれるというものだ。

「やれるだけ、やってみます」

「ありがとうございます。さすがは風峰研究員ですね」

　ユリアヌスさんに妙みようなところを褒ほめられた。その人好きのする表情に、もしかしたら乗せられたのかなと勘かんぐるも、結局は後の祭りである。やるっきゃないの一言だ。

　では早さつ速そく、とユリアヌス捜査官ならぬ試験官が言った。

「大まかな試験の手順を説明します。思考昇華パラダイムシフト適性試験はその名の通り、思考昇華パラダイムシフトの発動の成否を見み極きわめるものです。素質の判定にはこちらの……」

　ユリアヌスさんが、すっ──と腰こし元もとのホルスターから駆動銃ランゲージを抜ぬき去さった。黒の標準的な拳けん銃じゆうだ。同じ特例捜査局リーアでも、リノンの駆動銃ランゲージとは随ずい分ぶん違ちがう。

「駆動銃ランゲージを使用します。ただし、『抜き身』を使う訳ではありません」

　ユリアヌスさんは人好きのする笑みを浮かべ、手元の駆動銃ランゲージを掲かかげた。……ん？

「……その駆動銃ランゲージ、なにか付いてません？」

　違い和わ感かんを覚えて指し摘てきした箇か所しよは、駆動銃ランゲージの銃じゆう身しん後部、レンズのすぐ横だ。思考を収束するための水すい晶しよう体たい──それに覆おおい被かぶさるように、もう一枚、レンズが取り付けられていた。

　二重のレンズである。ええ、とユリアヌスさんは頷く。

「駆動銃ランゲージのセーフティ機能、と言いましょうか。ご存じの通り、思考昇華パラダイムシフトの発動時、思考は涙るい晶しようカートリッジと反応しますが……こちらのレンズは、収束する思考を限定的に制限する効果を備えていましてね。思考と涙晶の相そう互ご反応を抑おさえ、思考昇華パラダイムシフトの物質化範はん囲いを縮小化する──言ってしまえば、思考昇華パラダイムシフトの弱体化が可能なのです」

「弱体化……」

　初耳だ。少なくとも研究所ではそんなレンズ、見かけたためしがない。

　それは我らが室長も同じだったらしく、美陽さんはふむと顎あごに指を当てながら、

「このセーフティは、政府が？」

「はい。一応、我々の独自規格です。実際の試験では、加えてもう二枚──三重セーフティを施ほどこした駆動銃ランゲージを使用します。三枚重ねとなると、ほとんど思考昇華パラダイムシフトの意味がありませんが、試験は可不可を判断するもの。暴発対策としてはこれ以上なく万全ですよ」

「ふむ。物質として創造する必要はない……涙晶の消費にのみ目を向ければ、その者が思考昇華パラダイムシフトをできるか否か、その判断基準となる、と」

　美陽さんが総論っぽくまとめた。ユリアヌスさんがなんとも言えない微び妙みような顔をしている。まるで、今まさにそれを言おうとしていたのに……といった風だった。

　ご愁しゆう傷しよう様さまである──ああでも。そういえば。

「もしかして、ユリアヌスさんの駆動銃ランゲージにも？」

　ユリアヌスさんが説明に使った駆動銃ランゲージは、その腰元から抜いたものだ。つまり、私物も私物──特例捜査局リーアの装備として認められるそれ、ということになる。

　果たして、ユリアヌスさんは正解の笑みを浮かべた。

「特例捜査局リーアの駆動銃ランゲージにも同様のセーフティが義務として施されています。我々はあくまで捜査局ですから──対象の命を奪うばう程の思考昇華パラダイムシフトは必要ないのです」

　思い当たる節がある。先日のリノン──彼女の思考昇華パラダイムシフトは『檻おり』だった。妙だとは思っていたんだ。僕や美陽さんといった武装研究員のそれとは異なり、檻は明らかに攻こう撃げき性のない物質創造である。低出力だ──それも、セーフティ故ならば納得できる。

　残ざん留りゆう体たいと人。どちらに銃じゆう口こうを向けるか──それだけの、差異。

「……ですが、この試験は武装研究員の選別という意味を含ふくんでいる」

　ふと──会話の隙すきを見み逃のがさずに、美陽さんが口を開いた。鋭するどく。

　我らが室長は難しそうな表情の中に様々な感情を隠すようにして、

「思考昇華パラダイムシフトの素質とはすなわち、戦いの素質──残留体と戦うための資格です。学生を対象にしたこの度たびの試験は、駆動銃ランゲージを手にする者を増やす狙ねらいがあるのでは？」

「……手て厳きびしいですね」

　ユリアヌスさんが苦笑した。美陽さんの鋭い言い分もそうだけど、この人も真っ向から言われて表情を一切崩していない。剛ごう胆たんだ──僕なんて二人の間で沈ちん黙もくするのみである。

　ご存じでしょうが、と先に口火を切ったのはユリアヌスさんだった。

「思考昇華パラダイムシフトは世界を崩ほう壊かいから救った奇き跡せきの力──その一方、現状は残留体の駆く除じよや我々特例捜査局リーアの武装といった、戦いの分野での運用が基本的かつ絶対的です。それは暴発のリスクに加え、それを恐おそれる一いつ般ぱんの認識が積み重なった結果でもあります」

　思考昇華パラダイムシフトは危険なもの──それは実際そうだし、間ま違ちがった認識じゃぁない。銃という形状も相まって、思考昇華パラダイムシフトは一般的に忌き避ひされがちだ。そういった状じよう況きようが長く続いた結果、思考昇華パラダイムシフトは危ないと──その理由を知る人は驚おどろくほど少ない、現状がある。

　実体を知らず認識だけが先行する。多分、そう珍めずらしい現象でもないのだろうけど。

「都市の住民には、根本に思考昇華パラダイムシフトへの抵てい抗こう感があります。それによって生じている慢まん性せい的な武装研究員不足には、天之河室長も覚えがあるかと思いますが」

　そう言いつつ答えを期待してはいないのか、ユリアヌスさんは一呼吸を挟はさんで、

「今回の適性試験には、そういった問題を解消する側面も確かにあります。ただそれは、武装研究員を増やすといった単純なものではないつもりです。若者に新たな可能性を見いだして欲しい──想像を現実に変える力は、放っておくには惜おしすぎますから」

　その語り口は苦笑と共にである。もっとも、とユリアヌスさんは囁ささやくように呟つぶやく。

「一いつ介かいの捜そう査さ員である私が口にしても、あまり説得力はありませんが……」

「いえ、素晴らしい私見かと」

　美陽さんが納得するように、頷いた。我らが室長は基本、お世辞の類たぐいは口にしない。

　思考昇華パラダイムシフトは放っておくには惜しい──それは、僕も全面的に同感だ。

「……すみません、話が長引きましたね」

　ユリアヌスさんのその一言が句切りだったかのように、電子音が天てん井じようのスピーカーから響ひびいた。内容に耳を傾かたむけてみると……どうも、次の試験が近いらしい。

　風峰研究員、とユリアヌスさんに呼ばれた段階で、察しはついていた。

「早速ですが、次の試験をお願いします。大まかな試験手順は──」

　簡潔な説明を受けてから、僕は手て渡わたされた試験官の制服を羽織った。室内なので少し厚着に感じるけれど、学生という身分がばれるよりかは大分マシだ。

　お似合いですね、とユリアヌスさんに言われては、さすがに気き恥はずかしいけれども。

「それでは風峰試験官、試験室へはその扉とびらから抜けられますので」

　そう言われるや否や、控え室奥にある扉が、しゃ──っと、軽く滑すべった。歓かん迎げいしてくれるらしい。早速、向かうと──くい、と美陽さんに腕うでを引かれた。耳元で囁かれる。

「……まだ当分先だろうけど、つばさんの試験の際は自分が代わるからね」

　言われたから気づいた。そうだ──試験官をするとなれば、つばさの試験を担当する可能性だってあるのか。正直、全然考えていなかっただけにひやっとした。

「……ありがとうございます」

　短い言葉に目め一いつ杯ぱいの感謝を込めると、ぽんぽんと背中を軽く叩たたかれる。いってこい──その意味を悟さとって、僕は今度こそ、試験用の部屋に足を踏ふみ入れた。

　結構、広い。静かに閉まった扉を背に、部屋を見回してみる。そこそこ容量のある空間──その中央に、膝ひざ元もとまである台座が鎮ちん座ざしていた。近くまで寄れば、その上に適性試験のペンとなる──セーフティ付きの駆動銃ランゲージが置いてある。これか。

『──試験番号一一二九。認識を完かん了りようしました』

　突とつ如じよ、部屋に機械的な声が響き渡わたった。案内らしい音声は天井から──きた、か？

『南鶺鴒第二学園──』

　げ。内心で汗あせが一ひと粒つぶ、流れる。どうも初しよっ端ぱなから学園の生徒が相手らしい。部屋の向こうに人の気配を感じると、すぐに──しゃっ、と正面の扉が小気味良い音を立てて、



『一年二組、緋あけ空ぞらつばさ──入室してください』



　開いた。試験を受ける生徒が、部屋に足を踏み入れ──……ん、で。

　見み間ま違ちがえることはあり得ない。それだけの時間を過ごしてきた相手は、果たして向こうも同じ心境だったのか、呆ほうけた表情で入口に立ち尽つくしていた。

　なんで──なんでだ……？　まだ、早いはずじゃ。

「…………橙矢？」

　試験を受ける生徒──つばさが目を丸くして、僕の名前を呼んだ。



　心臓がばくばくと脈打っている。

　息が長く続かない。呼吸が浅くなっていく度たび、どうしようもなく焦あせりが募つのる。目の前にいるつばさから視線を剥はがせなくて、僕はただ固まっていた。

　知られる。知られた。僕が武装研究員であると──ずっと隠かくしてきた、それを。

『──試験官。それでは、適性試験を開始してください』

　スピーカーの案内ではっと我に返った。ぼやけた視界のピントが戻もどる。鮮せん明めいになった視界の中では、未だ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすつばさが、一歩、覚おぼ束つかない足取りで踏み出していた。

「……橙矢……だよね？」

　半信半疑といった様子で、また一歩。対して、僕は動こうにも動けない。歩き方を咄とつ嗟さに忘れてしまったかのような違和感を覚える。距きよ離りが──また一歩、詰つまる。

「……つばさ、なんで……ここに？」

　つばさの三歩目で、僕はようやく言葉を返せた。今いま更さらに焦りを思い出して、

「まだ、順番は先だったよね……？」

「え、う、うん……さっき、そこでリノンが、番号札換かえてくれて……」

　……リノン？　なんでここで、その名前が出てくる？

「こっちの番号の方が早いからって、私に譲ゆずってくれたんだけど……」

　つばさの補足説明でかろうじて理解に至る。リノンだって学生──それに特例捜査局リーアの捜そう査さ官かんだ。囮おとり調査の協力として来て、つばさと番号を交こう換かんしたのだとすれば。でも。

「……橙矢は？　橙矢、ここでなにしているの？」

　余計な思考をしている暇ひまはなかった。つばさの追つい及きゆうはまだ続いている。

「その服……確か、試験官のだったよね？」

「っ……これは……」

　咄嗟に身を引いて──引いて、どうなるんだ？　試験官の制服に身を包んで、試験室でつばさと対面した今、もう言い逃のがれはできない。いや、そもそもの話。

　どうして──僕は、つばさから逃にげようとしている？

「この、服は……」

　思考がぐちゃぐちゃのせいか、言葉が繋つながらない。隠し通す理由はもうないはずだ。正直に、本当のことを打ち明けるべき──そう、打ち明けるべきなのに。

　どうして──それが今、こんなにも怖いんだ？

「……ねえ、橙矢」

　言葉を継つげなくなった僕をよそに、つばさがそっと口を開いた。

「橙矢……私になにか、隠していない？」

「っ……」

　声が詰まる。ぎゅっ、とつばさは両手を胸の前で握にぎった。

「さっき、天之河さんとか試験官の人となにか話してたよね……それに、司のときも。あのとき橙矢、司の行方ゆくえを調べなくちゃいけないって言ってたけど」

　言った。失しつ踪そう事件の調査上、必要な情報を集めるために──確かに、そう言った。

　それが些さ細さいな違い和わ感かんとして、つばさの胸に残っているとは露つゆとも知らずに。

「あのときも思ったけど、最近の橙矢、ずっとどこか変だったから……クラスじゃ八はち王おう寺じとなにかしているみたいだったし、ほのみとも一いつ緒しよになにか……」

　そこまで言って、つばさがきゅっと悔くやしそうに下した唇くちびるを噛かんだ。

「私だけなにも、そういう事情とか知らなくて……」

　その表情が、何故か──本当に何故か、泣き出す寸前のように見えて。僕は、

「っ、ごめん」

　声をかける前に、つばさが弾はじかれたように身を引いた。一歩分だけ。

　それが、僕と──どこか寂さびしそうに苦笑するつばさとの間に開いた、距離。

「変なこと訊きいちゃって……ほんと、ごめん」

「……つばさが謝ることじゃないよ」

　なんとか絞しぼり出した声は、僕の紛まぎれもない本心だ。

　もう、わかっている。失踪事件の調査は、極力周りに気づかれないよう行っていた。下手に詮せん索さくされると困るからと、クラスメートは勿もち論ろん──長年一緒のつばさにすら内ない緒しよで。

　それが今、目の前のつばさを──こんなにも、寂しそうにさせているのだと。

「……つばさ」

　ぴくん、とつばさの肩かたが微かすかに揺ゆれた。僕はすぅと一つ、息を吸ってから。

「後で──全部、話すから」

　え、とつばさが顔を上げた。呆けたような腐くされ縁えんに対して、僕は苦笑を返した。

　もう、これ以上──つばさには、黙だまっていたくないから。

「全部、話すよ。日守司のこととか、この……試験官のことも」

　心臓はまだ早はや鐘がねを打っているけれども。だから、と僕は言葉を繋げた。

「今は、その……試験、済ませちゃわないかな？」

　──果たして、僕の拙つたない言葉で気持ちが伝わったかどうかは、わからないけれども。

「……うん」

　つばさは頬ほおを緩ゆるめて、ゆっくりと頷うなずいてくれた。

「わかった。後で、絶対……ね」

　噛み締しめるように呟いてから、少しだけ、努つとめて面白がるように、

「じゃあ、試験の監かん督とくお願いします──橙矢試験官？」

　茶目っ気を見せてくるのだから、なんというか……うん、敵かなわない。

「……了りよう解かいです」

　お願いされた僕としては、つられて笑みを零こぼしつつも、試験を進行するだけだ。

　とはいえ、言うほど大がかりでもない。つばさに駆動銃ランゲージを構えてもらい、思考昇華パラダイムシフトを起こしてもらうだけだ。成功すれば合格で、失敗すれば不合格──簡単な判断基準である。

「……よし。それじゃ、試験を始めよっか」

　つばさがおっかなびっくりな風情で駆動銃ランゲージを構えたところで、試験開始だ。

「橙矢、これどうやって使うの？　私、思考昇華パラダイムシフトなんてやったことないんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと教えるよ。まずは……」

　思い出すのはいつもの自分だ。僕はなるべく伝わりやすいように、

「──深呼吸。吸って、吐はいて……を三回繰くり返してから、改めて銃じゆうを握り直して。……そうそう、そんな感じ。で、次は……鉛えん筆ぴつの芯しん、思い浮うかべてみて。そんな変な顔しなくても大丈夫、これが一番創りやすいんだ。炭とかでもいいんだけど、鉛筆のほうが馴な染じみあるだろうし。鉛筆の芯は炭素の塊かたまり──それをよく意識して。……出来た？　そしたら、その想像をずっと思い浮かべ続けて。それだけでいいから──そのまま」

「この引き金を引く……ってこと？」

「そういうこと」

　準備が整ったところで、いよいよである。見守る僕は勿論、つばさも緊きん張ちようした面おも持もちで深呼吸をしてから、その唇くちびるをきゅっと引き締めた。



    

  
    
      「──いくよ、橙矢」

　その指で、ゆっくりと引き金を──絞しぼっ─────────鉛筆──鉛筆の芯────普ふ段だん、使っている鉛筆───橙矢にいいところ見せなくちゃ───────────た。

「…………ぇ？」

　何故か、瞬まばたきが異様に長く感じられた、その一いつ瞬しゆん。

　ぱっ、と駆動銃ランゲージの銃じゆう口こうから、弱々しい光が散った。

「え……え？」

　つばさは駆動銃ランゲージを構えたまま困こん惑わくしている。それもそのはずだろう──引き金に掛かかった指は確かに引かれているのに、なにも起こっていないのだから。う……うぅん？

「思考昇華パラダイムシフトの光は、見えたけど……物質は、創造されてない……のか」

　念のため、駆動銃ランゲージの銃じゆう弾だん──涙晶カートリッジを確認してみると、ものの見事に空っぽだった。涙晶がなくなった以上、なにかしらの物質は創造されて然るべきなはず。

　それなのに──肝かん心じんのものは、いったいどこにいったんだ？

「セーフティの影えい響きようってことかな……？　でも、涙晶はちゃんと使われた訳だし……」

「……失敗ってこと、橙矢？」

　僕が言い淀よどむ理由を、試験の結果故だと思ったのか──腐れ縁の表情はどこかほっとしている。思考昇華パラダイムシフトは一いつ般ぱんに『危ない』印象で固定されているし、その反応も理解できる。

　僕も内心ほっとしている──とはいえ、今は試験中である。

「ええと……緋空つばさ、さん」

　はい、とつばさが表情を引き締めた。僕も自然と背筋が伸のびる。人の合否を判断するのは存外に神経を使う──とは、美陽さんの弁だったけれど。

　これから試験結果を告げる僕にも、その気持ちが少しだけわかった気がする。

「思考昇華パラダイムシフトの成功が確認できず──不合格、です」



　それから、二桁けたに上る学生たちに合否を告げた頃ころくらいだった。

「だいだいやじるし、お疲つかれ様さま。休きゆう憩けいの時間だよ」

　美陽さんに交代を促うながされた後、僕は有り難くも試験室を後にして、

「終わったぁー……」

　肩の付近をぽきぽきと擬ぎ音おん通りに鳴らしつつ、職員専用らしい通路を歩いていた。試験官の格好で外を彷徨うろつく訳にはいかないとはいえ、こういったいかにもな『業務用』の空間は中々に慣れない。時折、本物の試験官とすれ違ちがうと妙みように緊張してしまうし。

「……お」

　だからこそ、見慣れたネオンの光が見え安あん堵どもしたものである。薄うす暗ぐらい通路に仄ほのかに光る──自じ動どう販はん売ばい機き。心もち足を速めると、そこに先客の姿があることに気づいた。

　それも、その自動販売機よりは見知ったと言える──制服姿の少女を。

「……リノン？」

　リノンが自動販売機の前にいた。思い出すのは初めて会ったときの光景だ。またしてもおしるこの大量購こう入にゆうか──と思いきや、リノンはただそこに立っているだけである。その視線はぶれることなく、自動販売機の硝子ガラスケースに固定されている。

　なにも買わないのか──いや、もしかして買えないのか？

　大体の算段をつけた僕は、リノンの背後から手を伸ばし──彼女が反応するよりも早く自動販売機に小銭を投入した。次に、この季節には最適とはいえ、飲み過ぎると胸焼けしそうな甘い飲み物のボタンを指で押す。がしゃこん、と鈍にぶい音。

　僕は取り口に滑すべり落ちた小豆あずき色の缶かんを拾い上げると、

「はい。これでよかったよね？」

　リノンに手て渡わたした。つい、とその透とう明めいな瞳ひとみが無感情に僕へ向けられる。

「……これは？」

「小銭なかったんでしょ。一いつ杯ぱいくらいなら大丈夫だから」

　遠えん慮りよは先手で潰つぶしておくのが吉きちだ。結果、リノンはこくりと頷いた後、

「ありがとう──風峰君」

　お礼を言ってからものの数秒で、缶の中身を飲み干したのだから、なんというかさすがである。まるで水でも飲むような豪ごう快かいな飲みっぷりだった。

　ぷは、と缶から口を離はなした音は、可愛らしいものだったけれど。

「ふぅ……やっぱり『鶺鴒』のおしるこは最高ね」

「……ええと、もしかして他の都市のも？」

　ええ、と返ってきた首しゆ肯こうが答えだった。の、飲んだことあるんだ……。

「──意外ね」

　他都市にもおしるこってあるのかと感心していると、リノンがふと呟つぶやいていた。音量として囁ささやきに近いそれは、なにを指して意外なのかはわからなかった。

「風峰君はてっきり──私のことを嫌きらっていると思っていた」

「……は？　え、なんで？」

　続く言葉もよくわからない。というより、ぽかんとしてしまう。対するリノンはこちらを見ないまま、空あき缶の縁ふちを指先で丁てい寧ねいになぞっている。

「近いところでいうなら……そうね。つばさに若い試験番号を渡わたしたけど」

　それは知っている。リノンの視線は缶に固定されたままで、その透明な眼まな差ざしにはなんの含ふくみも──少しは、あるのだろう。リノンが僕をちらと垣かい間ま見みた。

「それが、風峰君への当てつけだとは気づいているのでしょう？」

「……はっきり言うね」

　僕としては苦笑を浮かべる他ない。まあ……なんとなく、そんな気はしていた。タイミングが良すぎたし。こうも真っ正面から言われるとは、さすがに思わなかったけれど。

　おかげで反応に困っていると、リノンは再び、空き缶に視線を戻もどしてから、

「それがわかっていて──どうして私のことを嫌いにならないの？」

「……むしろ訊きたいんだけど、なんでまたそれで嫌いに？」

　それは──本当に純じゆん粋すいな疑問だったのだけれど。

　ぱちぱち、とリノンは素早い瞬きを繰り返した。

「……そういうものじゃ、ないの？」

「ないと思う……けど？　そりゃあ、つばさとばったり会ったときは大変だったけど、言っちゃえばそれだけだったから。僕も、考えを整理する良い機会になったし」

「……今まで、結構な頻ひん度どで風峰君を抉えぐる発言もしていても？」

「え、抉ってる自覚はあったんだね……まあ、それもそれだけの話、かな？　何度か口くち喧げん嘩かしただけで、そんな簡単に嫌いになったりはしないよ」

　もしもそうだったら世の中荒すさみまくりである。相手と衝しよう突とつしたらそれっきりでお終しまい──では、人間関係なんて到とう底てい築けるものじゃぁないと思う。

　じゃあ、とリノンに真っ直ぐ見つめられても、その意見を変える気はない。

「私のことは、嫌いじゃ……ないの？」

「ないよ。というか、リノンもそういうこと気にするんだね」

　正直に言えば、それこそ意外だった。

　あまり感情を見せずにマイペース。日は浅いながらも、僕の知っているリノン・クリスベルはそういう少女だ。淡たん々たんと物事をこなし、隙すきという隙を一切見せない──それでいて、おしるこ大好きで、おまけに方向音おん痴ち。総じて、よくわからないという印象である。

　あまりそういった──他人からの認識には、頓とん着ちやくしないのかと思いこんでいた。

「……気になったのは、風峰君だから」

　リノンがぼそっと呟いた。心臓が一瞬、妙な拍ひよう子しで跳はね上がるも──リノンの表情はなんのこともない、いつもと同じ無感情である。ふぅ……心臓に悪い。

　ひやひやする僕をよそに、リノンは僕の内心なんて気にもせずに、

「風峰君って……変な人」

　危うく躓つまずきもせずにずっこけそうになった。僕は精せい一いつ杯ぱいのジト目をリノンに送る。

「……それ、リノンにだけは言われたくないかも」

「そう？　それならきっと──私も、変な人なのね」

　そんなことを言うリノンの横顔は、何故か──いつもと違った風に、澄すみ切っているように見えて。僕は思わず見み蕩とれてしまう。あと、ついでに気づいてしまう。

　……あぁ、やっぱり相変わらずだ。

「リノン、さ」

　僕は苦笑を浮かべて──ポケットからハンカチを取り出した。

「おしるこ、口の端はしについているよ」



　太陽が水平線に沈しずむ頃、適性試験は滞とどこおりなく終しゆう了りようした。

　終わってみれば、意外に早く終わったなという単純な感想である。とはいえ、対象が学生である以上、試験を夜よる遅おそくまで実じつ施ししてはいられないとはごもっともな理由で、僕は一いち抹まつの名な残ごり惜おしさと一いつ緒しよに、試験官の制服を運営側に返へん却きやくしてきた。

　一日試験官──途と中ちゆうから、不慣れを忘れるくらいには没ぼつ頭とうできていたと思う。

「そうね。大分、板に付いてきたんじゃない？」

　帰り支じ度たくを済ませて、職員用通路を歩いているときである。

　僕の隣となりで肩かたを並べて歩くリノンが、僕に意味ありげな目配せをしてきた。

「いっそのこと、これから試験官に鞍くら替がえしてみるのも手よ。どう？　政府の庇ひ護ご下に入れば、今よりも豊かな暮らしを約束するけど」

「いやいや、そんな自然に勧かん誘ゆうされてもねぇ……」

　僕としてはひやひやするだけである。そもそも心を読まないで欲しい。

　冗じよう談だんよ──と、リノンはあっさり話を切り上げる。このリノン、多た忙ぼうを極める運営を見かねてか、途中から僕と同じように試験官の役割を買って出ていた。僕とリノンがこうして歩を揃そろえるのも、さっきからこうして妙な会話を繰くり返しているのもそういう理由だ。

「……まあ、今のバイトで首切られたら考えてみるよ」

「なら、もうすぐ同じ職場で会えそうね」

　とか、なんだか怖こわいことを言われつつも──気づけば、受付ロビーである。

　昼間に見た酔よいそうなくらいの混雑は、もうない。試験が終了した今、ロビーには学生服の姿がちらほらと見えるだけである。大方、友達とかを待っているんだろうけど──

「……あれ？」

　その中に、見慣れた緋ひ色いろの髪かみを見つけた。ほのみである。どうしてか、辺りをきょろきょろと見回している。途中、向こうも僕に気づいたのか、駆かけ足で寄ってきた。

　何故か──ほんの少し、肩で息いきをしながら。

「どうしたの、ほのみ？　あ、もしかして僕のこと、捜さがしてた？」

　囮おとり調査の都合上、ほのみには待機してもらっていた。ほのみの試験はとっくに済んでいるし、待ちきれなかったのかなと──そう、思っての言葉だったのだけど。

　んっ、とほのみはけれども首を横に振ふった。

「そうじゃなくってっ。とうやくん、つばさちゃんのこと見なかった？」

「……つばさ？」

　僕は首を捻ひねる。つばさとはあの試験以降、会っていない。後で話すと言った手前、ほのみと一緒にロビーで待ってもらうよう、勝手ながらもお願いしてあったのだけれど──

「つばさ、いないの？」

「ん。さっきまで一緒にいたんだけど、飲み物買いにいくって言って、もうずっと帰ってこなくって。とうやくんに会いにいったのかなって思ってたんだけど……」

　ほのみがそわそわしている理由が判明した。僕は内心で何故か困こん惑わくを覚えつつも、

「いや、僕のところには来てない……かな？」

　この建物は広い。研究所には遠く及およばずとも、方向音痴が歩けば軽く迷子になれるくらいには構造も複雑だ。自じ動どう販はん売ばい機きを探して、そこらを歩き回っていることは十分に考えられる──考えられる、はず。はずだ。はずなのに。

　なんだろう。この、気持ち悪さ。

「──風峰君」

　ふと、傍かたわらのリノンが声を発した。その呼びかけは、今まで気配を断たっていたのかと疑うくらいに、唐とう突とつに感じられるもので──どくん、と僕の心臓が一つ、跳ねる。

　いきなり声をかけられたら、誰だれだって驚おどろきはする。

「つばさの試験を担当したのは貴方あなたよね。その結果は？」

「……え？」

　声に一いつ瞬しゆん遅おくれて、理解が追いついてきた。……つばさの、試験結果──？

「知っているのでしょう。教えて」

　リノンがまるで急せかすように言った。普ふ段だんの彼女からは想像できないような──苛いら立だちにも似た焦あせりを感じて、僕は言われるがままに記き憶おくの底を漁あさる。

「ええと、思考昇華パラダイムシフトは一応確認できたんだけど……肝かん心じんの物質が創造されなくて」

「──要点を」

　今度こそ、確かにリノンが先を促うながした。

　微かすかな──けれども確かな苛立ちを覗のぞかせて。

「つばさは合格？　それとも……」

　そこまで言われて、僕ははたと思い当たる。リノンが焦る訳──特例捜査局リーアとして失しつ踪そう事件を調査する彼女が、姿を見せないつばさの身になにを案じたのかを。

　びっくりした。リノンが焦るなんて何事かと思ったけれど。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、リノン」

　だからこそ、僕は安心させる意味も込めて、笑みを浮うかべた。

　心配する必要はないと──太たい鼓こ判ばんを押すように。

「つばさは、不合格だったから」

　────その答えに、間ま違ちがいはなかったはずなのに。

　リノンの双そう眸ぼうが、大きく……見開かれた。初めて見る表情──そこには、今までの無感情とは程遠い、誰がどう見たって明らかな、感情の色が映っている。

　それは、多分──動どう揺ようと呼ばれる種類のものだった。

「……………………やられた」

　たったそれだけの短い言葉を残して。

　リノン・クリスベルは──その場から一気に駆けだした。

「え……ちょ、り、リノン!?」

　咄とつ嗟さに投げた声は、彼女の背中には届かなかった。リノンはロビーの扉とびらを蹴け破やぶるようにして外へ飛び出していく。話の展開、脈みやく絡らく、結論──そこから、リノンの突とつ発ぱつ的な行動を理解出来ない程、僕は鈍にぶくはないつもりだ。でも、待て。待って。待って欲しい。

　そもそも、どうして──そうだと判断できる？

　つばさの姿が少し見えないだけで──何な故ぜ、そう言える？

　つばさは──不合格の学生は、狙ねらわれないんじゃなかったのか!?「……ほのみっ」

　そう言って声をかけたときには──もう、身体からだは動いていた。

「ここにいてっ！」

　僕は床ゆかを力強く蹴けった。僕を呼ぶ声が聞こえたけれど、足を止める気はなかった。

　ありえない。絶対にありえないはずだけれど。

　もしも、つばさが──後で話すと約束した、彼女が誘ゆう拐かいされたのだとしたら。

「っ……！」

　吐はき気けのする想像を蹴り払はらって、建物の外に躍おどり出る。鬱うつ陶とうしいくらいの眩まぶしい夕陽。気の狂くるいそうな人混み。周囲をさっと見回し──見慣れた若わか紫むらさき色の髪を見つけると、僕は再び駆けだした。人を突つき飛とばすようにして、その後を追う。邪じや魔まだ。鬱陶しい。

　後でいくらでも謝る──謝るから、通してくれ！

「……リノンっ！」

　路地の角を三つ曲がった直後、僕は再度、リノンの背に声を投げた。叫さけんだと言ってもいい音量に、リノンはぴたりと足を止める。すぐに振り返る。

　リノンは息を切らして、頬ほおに汗あせの粒つぶを流していた。

「──風峰君」

「つばさはどこ!?」

　脈絡もなにもあったものじゃない。ましてや、知っているはずもない──そう考えて然るべきなのに、僕には何故か、リノンがつばさの居場所を知っているように思えて。

　果たして──リノンは小さく、けれども確かに首しゆ肯こうした。

「来て。こうなったら──数は多い方がいい」

　言うだけ言って、リノンがさっと踵きびすを返した。走り出す──つまり、目的の場所があるということ。引ひき離はなされないよう、僕は彼女の背中を追った。

　迷路の如ごとき路地裏を──ひたすらに駆け抜ぬける。

「──つばさはもう、誘拐されている」

　入り組んだ路地を駆けながら、リノンがぽつりと言葉を落とした。確認のつもりか、走りながらでもその断言は僕の耳に届いて、僕は怒ど鳴なり返すようにして声を荒あらげる。

「どうしてっ？　つばさには思考昇華パラダイムシフトの素質なんてなかった……そもそも不合格だったんだよ!?　犯人の……涙るい晶しよう管理局の狙いとは違ちがっているんじゃ！」

「──合格者が失踪するという推測そのものが間違っている」

　前を見たまま、足を止めないまま──リノンはそう言った。

「むしろその逆よ。思考昇華パラダイムシフトの素質がないと『国』に判断された、不必要な学生たちが、そう。無価値と見なされた不合格者たちが、本来の誘拐される対象なの」

「っ、それっ、どういう……っ！」

「言葉の通りよ。失踪した学生は皆みんな、本当は思考昇華なんて使えなかった」

　心臓が一つ飛ばしで跳はねた。リノンの表情は前を向いていて窺うかがえない。でも。

「でも、日守司は使えたはず……リノンだって見たでしょ!?」

「あれは使えるようになっただけ。初めは彼女も、素質なしと判定されていたはず──それが、失踪を機に一変した。ううん、一変させられた」

　表情は見えない。けれどもそこで、リノンは少し、間を空けた。

「思考昇華パラダイムシフトが人のどの部位に起因する現象か──風峰君なら知っているでしょう？」

　────どうも脳に起因する問題らしい。

　────日守の頭が誰かに弄いじくられたってことっすか……？

　特別派は遣けん調査室での会話が、頭に蘇よみがえる。全身が強こわ張ばった。まさか。

「……日守司の様子が、おかしかったのって」

　リノンは答えない。それが、僕にとってはこれ以上ない答えだった。

　脳内に巡めぐる思考を集め、想像として形を整え──質量を付ふ与よする。それが思考昇華パラダイムシフトだ。構造上、人の脳に大きく影えい響きようされる力でもある。その素質もまた然り──脳に依よる。

　誰かに脳を弄くられて──無理矢理に奇き跡せきの力を発現させることだって。

「……いや。でもそんなこと、簡単に出来るわけ……っ」

「その先を考えても無意味よ。経けい緯いはどうあれ、日守司は思考昇華パラダイムシフトを起こしてみせた。素質のない学生たちは──事実、適性試験という誘拐装置に巻き込まれている」

　その言い方はひどく不自然に思えた。試験があった日に学生たちは姿を消した──それが、今の言い方だと、まるで失踪するために試験に呼ばれた──よう……な。

　ぞくり、と背筋に寒気が這はった。リノンが僕の内心を見み透すかしたように言う。

「適性試験は最初から仕組まれていたのよ──この失踪事件を起こすためだけに」

　前提、丸々ひっくり返る。さすがに訊きかずにはいられなかった。

「リノン……なんで、そんなこと知っているの？」

「──特例捜査局リーアだから」

　返ってきた答えは、正面も正面からのはぐらかしだった。答える気がないらしいリノンは、そこで一いつ瞬しゆん、僕に視線を送ってから──風峰君、と続け、

「今はつばさのことだけ考えて──余計なことは考えないで」

　ぴたり、と足を止めた。勢いを殺しきれずに、僕はその場で踏鞴たたらを踏ふむ。

「……静かに」

　そう言って、リノンは壁かべ際ぎわに身を寄せる。まるで、隠かくれるように。どうやら路地の奥を窺うかがっているようで、僕は吸い込まれるようにしてリノンの視線を追った。

　そこは、なんの変へん哲てつもない──行き止まりの、いわゆる袋ふくろ小路こうじだった。

　見れば、幅はばの広い路地に、二つの人ひと影かげがある。背格好からして、男。二人ともスーツ──黒と紫むらさき色いろだ。なにやら話し込みながら、アスファルトの地面を見つめている。

　それだけなら別に──なにも、不自然な光景じゃぁなかった。

「…………ぇ？」

　男の一人が、その腕うでに。

　ぐったりと首を落とす──制服姿の少女を抱かかえていなければ。

「風峰君、じっとしていて……風峰君？」

　リノンの声が聞こえた気がする。でも、内容がよく理解できなかった。それどころじゃない。脳裏で幾いくつもの単語がぐるぐると巡り始める。適性試験。連続する失踪事件。涙晶管理局。いなくなった腐くされ縁えんの少女。なんの変哲もない路地。誘拐──事件。

　光景と理解が結びつき。認識が状じよう況きように追いついた、直後だった。

「──……触さわるな」

　感情が口を衝ついた。リノンが僕にちらと目を向け、はっと息を呑のむ。彼女の唇くちびるが、まるで焦ったかように短く動いた──だめ、と。なにが？　なにがだめなんだ？

　路地裏で話し込む男二人は、まるで荷物でも扱あつかうかのように、腐れ縁の少女を抱えているのに。少女はまるで、意識を失っているかのようにぐったりとしているのに。

　なにが、どう、だめなんだ？

　僕の腐れ縁が。つばさが──あそこにいるのに。

「……つばさに」

　全身の血が、いとも容易たやすく沸ふつ騰とうする。

「つばさに──……触るなぁぁあああ！」

　叫んだ途と端たん、僕は路地へと飛び込んだ。



　不気味な静せい寂じやくが一瞬にして砕くだける。

　男二人が弾はじかれたように振ふり返かえった。二つの顔に、驚きよう愕がくと動揺が順に浮かぶも──すぐに冷静の色で上うわ塗ぬりされる。男の一人が、脇わきに抱えたつばさを、まるで物でも捨てるかのように路上へ投げた。その行こう為いに、僕は激情を覚えない──とうに臨界は超こえている。

　加えて、男の片割れが懐ふところから──見慣れた形の銃じゆうを取り出したとなれば。

　駆動銃ランゲージ。武器を超えた武器を使う連中が──相手となれば。

　僕は腰こし元もとのホルスターから駆動銃ランゲージを抜き去さった。引き金を絞しぼる。銃じゆう口こうから散った光が、一点に圧縮され──一ひと振ふりの武器へと姿を変えた。左手で掴つかみ取る。

　剣砕きマンゴーシユ──刃は引びきされた、絶対の強度を誇ほこる愛刀を携たずさえて。

「──容よう赦しやはしない」

　短く宣告して、僕はスーツの男二人との距きよ離りを殺しにかかった。

　黒スーツは既すでに僕へ照準を合わせている。中型の駆動銃ランゲージ──ばちっ、とその銃口から火花が散った。思考昇華パラダイムシフトの前兆──この距離では避よけられない。避ける必要もない。

　僕はもう、黒スーツの眼前にまで辿たどり着ついている。

「っ、こいつっ」

　言葉も継つげず身体を硬かたくさせたところでもう遅おそい。僕は身体を沈しずませ、剣砕きマンゴーシユを振り抜いた。微かすかな震しん動どうが手に伝わり──めりっ、と木が折れたような軽い音が鳴って。

　黒スーツの膝ひざが呆あつ気けなく、砕けた。

「っ────ぁぁぁぁああ！」

　絶ぜつ叫きようが耳を衝く。鬱陶しい。その場に崩くずれる黒スーツをよそに、棒立ちのまま硬こう直ちよくする紫むらさきスーツに目を移した。その表情にようやく、警告の感情が灯ともる。

「──風峰、橙矢!?」

　紫スーツが焦あせりのままに何事かを叫ぶも、僕は左ひだり腕うでを跳ね上げた。銀色の光が宙に軌き跡せきを描えがき──微かな痺しびれを残して止まる。ざくっ、と肉の混じった音が少し遅おくれて響ひびいて、紫スーツの肘ひじが壊こわれた。男の手から駆動銃ランゲージが零こぼれ落ちる。

　さっきと似たような悲鳴が耳じ朶だを叩たたくも──うるさい。

　絶叫も悲鳴も、大した違いはないだろうに。

　叫びが連れん鎖さする空の下、スーツの男二人は、足と腕を抱えてうずくまっている。どちらにしようか一瞬迷い、僕は最初の黒スーツの男に向けて、駆動銃ランゲージを突きつけた。

「……消え失せろ」

　レンズを覗のぞき込む。思考を収束させ、僕は、ゆっくりと引き金を──引き、金を。

「…………引い、て」

　呆ぼう然ぜんとしたまま呟つぶやいた。引いて──引いて、どうする？

　この銃は──駆動銃ランゲージは、残留体と戦うための武器だ。強きよう靭じんな生命力を持ち、傷を受けても易やす々やすとは死なない──残留体に対たい抗こうする、兵器。その威い力りよくは大きい。大きすぎる。

　ましてや──人に向かって、撃うてるようなものじゃ。

「…………とう、や？」

「────っ！」

　びくん、と肩かたが硬直した。手から駆動銃ランゲージが零れ落ちる。からっからっと乾かわいた音が、足あし下もとで鳴り──僕は、ゆっくりと声のした方向に首を向けた。

「…………橙矢？」

　路上に倒たおれていたつばさが、細い声で僕を呼んだ。

　たった今目覚めたように、つばさはぼんやりとした顔のまま、首だけで僕を見上げている。その寝ねぼけ眼まなこは驚おどろくほど無む垢くで、そこに映っているのは──僕だった。

　今の今まで、腕や足を折った男に対して、銃の引き金を引こうとしていた──僕。

「つばさっ、見っ」

　るな──そんな勝手な言葉を、けれども僕は続けられなかった。

　気づくべきだった。誘ゆう拐かい犯が二人もいれば──まだ、他にだって。

「────っ！」

　ぴりっ、と首筋に嫌いやな痺れを覚えた。強きよう烈れつな思し惟いの線は、ときに人の五感でも受け取れると聞いたことがあるけれど──だとすればこれは、間ま違ちがいなく殺気の類で。

　上。僕らのいる路地をつくる、建物の上層──その窓。僅わずかに開いた窓の隙すき間まから、遠目にもわかるように、狙そ撃げきの銃口が覗いていた。既に光っている。

　それは、目ま映ばゆい──明らかに非殺傷ではない光量の、思考昇華パラダイムシフトの……前兆。

　この位置だと、巻き込まれる。

「っ、つばさっ！」

　咄とつ嗟さに取れた行動は、押おし倒れるようにしてつばさへ覆おおい被かぶさることだけだった。

　銃じゆう声せいはなかった。代わりに──突とつ然ぜん、灼やけるような激痛が背中を襲おそった。ばちぃっ、と遅れて音が轟とどろいたから、多分……雷らい撃げきの類。痺れているかどうか、正直、判断する感覚がもう残っていないのだけど──鼻の奥が焦こげ臭くさいから、そうなんだと思う。

「……橙矢？　橙矢っ？」

　ふと、腕の中でつばさが身じろいだ。僕の胸をとんとんと叩いてくる。

「どうしたの？　すごい音したけど……橙矢？　ねえ、橙矢ってば」

　僕は残された僅かな力で笑おうとした。でも、頬ほおしかひくつかない。よかった。つばさは無事らしい──それに、今の笑えない顔も見られなくて済んだ。

「……橙矢？　橙矢？　なんで黙だまってるの？」

　もう、意識が保もちそうにない。さっきの狙撃は、おそらく僕を狙ねらったもの──つばさが直接狙われることは、ないはず。あとは、この騒さわぎを聞き付けて人が集まれば。

「……なに、この……ぬるっとしたの」

　僕も結構、出血しているみたいだけど……再生すれば、あるいは。

「なんで、これ、赤……っ、橙矢っ？　橙矢、怪け我がしたの!?」

　つばさの声が遠くなっていく。意識を手放せば、思考もできなくなる──『再生』の一手を失うとわかっていても、どうしようもなく視界が真っ黒に染まって。



「──ありがとう、風峰君」



　不意に。澄すんだ声で、名前を呼ばれた。

　とん、と──路上を叩く音が響いた。朦もう朧ろうとする視界の中に、誰だれかの足が映る。

「一人で先走ったときは、いったいどうしたものかと思ったけど……」

　その見覚えのある革かわ靴ぐつは、僕の通う学園指定のものと似ている気がした。

「ここまで持ちこたえてくれて──つばさを守ってくれて、ありがとう」

　僕の腕の中にいるつばさには、きっと、この声は聞こえていないから。

　だから安心して、という優しげな声は、多分、僕に向けたものなんだと思う。

「後は全て──私が処理する」

　……そういえば、君もいたんだっけ。

　リノン・クリスベル──彼女が地を蹴ける音を最後に……僕は、意識を手放す。

「やだ、橙矢っ、橙矢っ……ねえってば！　橙矢っ！　橙矢ぁっ！」

　つばさの声が、聞こえて────やがて、聞こえなくなった。



　お腹に重たい感かん触しよくがあった。

　覚かく醒せいに伴ともない、瞼まぶたが薄うつすらと持ち上がる。暗い……目だけで横を見れば、細長い金属棒と透とう明めいな袋ふくろがあった。見覚えがある──点てん滴てきだ。腕にも管くだが通っている。

「……病院、か」

　ひっそりとした空間に、小さな呟きは存外に響いた。こういった状況は何度か経験しているとはいえ、自分の知らない間に違ちがう場所に移る感覚は、どうにも慣れない。

　窓のカーテンは閉まっている。見える位置に時計の類がないから、時間もわからない。

「……ん？」

　ふと、腹部に違い和わ感かんを覚えた。なにか載のってる……首を少しだけ起こせば、見覚えのある栗くり色いろの髪かみが目に映った。毛布越ごしに僕のお腹に沈む感触は、その子の頭だった。

　すぅ……と、つばさが静かに寝ね息いきを立てている。

「……つばさ」

　僕は優しく栗色の髪を撫なでた。いつもとは違って髪はほどいている。意識を失う前の状況から、どうしても心配が先に立ったけど、その寝息を聞く限り安定している。

　よかった。あの後の記き憶おくがなかったから、本当に──心配だったけれど。

「……ん……ん」

　ぴく、とつばさが頭を揺ゆらした。毛布に顔を擦こすりつけてから、その顔が上がる。ぼぅっとした眼まな差ざしは、微睡まどろみから目覚めるように、ゆっくりと数回、瞬まばたきをして。

「……橙矢？」

　呆ぼう然ぜんとしたまま呟いた。その目がきゅっと安あん堵どするように細まる。

「……目、覚めたんだ」

　うん、と僕は小さく頷うなずいた。つばさの髪を撫でる手はそのままに。

　つばさの頬に残る──水すい滴てきの流れた跡あとには、とっくに気づいていたから。

「な、なんで頭撫でるの……？」

　つばさがくすぐったそうに首を竦すくめた。そのまま落ち着かない様子で、

「い……今は、私しかいないけど、さっきまではほのみもいたの。うとうとしてたから、外の休きゆう憩けい室で仮か眠みん取ってもらってるけど。……すごく心配してたよ」

「そっか……」

　胸がちくりと痛んだ。あの後、試験会場に一人残してきたほのみが、どのような顔で、僕の眠ねむる部屋に入ってきたのか──それを想像すると申し訳なさで一いつ杯ぱいになる。

「……あ、そうだ」

　記憶の糸をたぐっていくうちに、僕はふと気づいた疑問を口にする。

「リノンは？　リノンって、あの後あとどうなった？」

　すると、つばさが不思議そうに首を傾かしげた。妙みようなことを言う──そんな表情で、

「リノンとは試験会場で会ったきりだけど……」

　え、と自分の口から声が漏もれていた。我ながら間の抜ぬけた感じだったと思う。

　意識を手放す直前、僕は、確かに──あの澄み切った声を聞いたような気が。

「……つばさ。あの路地裏で、リノンのこと見なかったの？」

「見てない……けど。私、そもそもあんまり覚えてなくて……橙矢が、その、起きなくて焦あせってたら、いつの間にか救急車がやってきて。多分、誰かが通報してくれたんだと思うんだけど……そのときはもう、周りに誰もいなかったから」

「…………誰も？」

　その言葉に、はっきりとした違和感を覚えた。

　おかしい。リノンはともかく、あの路上には少なくとも、二人──スーツの男たちがいたはずだ。それも両者、僕に関節を壊されて、まともに動けない状態だった。逃とう走そうしたとは考えにくい──あの場にリノンがいたとすれば、彼らを取り逃にがすとも思えないし。

　どうにも釈しやく然ぜんとしない。僕が意識を失っている間に──なにか、あったのか？

「……橙矢、またなにか考えている？」

　ふと、つばさが僕の顔を覗き込んでいた。

「すごい難しそうな顔……してるから」

「あ、うん。いや、なんでもないよ」

　顔の筋肉を緩ゆるめて笑ってみせる。あんな一件があった手前、余計な心配はかけたくない──そう思って、出来る限りの穏おだやかな笑みを浮うかべたのだけど。

「……私には、言いたくないこと？」

　つばさがふっと寂さびしそうに眉まゆ尻じりを下げた。え。僕は妙に焦ってしまい、

「いや、そういうことじゃ……その、つばさが心配することじゃないってだけで」

「心配もしちゃだめなの？」

　そう言われて言葉を失う。ぐっ、とつばさが悔くやしそうに下した唇くちびるを噛かんだ。

「橙矢、大おお怪け我がしたんだよ？　背中の傷、治るまでに二週間はかかるって……そんな大怪我なのに、なんでそんな風に笑えるの？」

「別に……大した怪我じゃないよ。ほら、身体からだだってもう動くし」

　少し力を入れて、僕は上体を起こした。傷口が熱を持っているのか、背中が確かに疼うずくけど──問題はない。二週間どころか、再生すれば一日で治る。

　だから──つばさはそんな、自分が痛みを感じているような辛つらい顔をしなくていい。

「僕は大だい丈じよう夫ぶだよ。つばさが心配するようなことはなにもないから」

　そう言って、僕は今一度、強く笑いかけ──損そこなった。



「……ずるいよ、橙矢」



　ふと、小さな呟つぶやきが聞こえて。

　僕の胸に覆い被さるように、つばさが身を乗り出してきた。

「そうやってまた笑うの？　大丈夫だよって……そうやって、また……」

　──なにも言ってくれないの。

　そう、つばさの唇が無音で囁ささやいた。空気を震ふるわすだけで声が聞こえるくらい──つばさの顔が近くにある。その瞳ひとみの縁ふちに溜たまる、水滴の雫しずくが光るくらい──近くに。

　ねえ、と言ったつばさは、泣き笑うような顔をしていた。

「そんなに……私、頼たよりにならない？」

「っ……違うよ。頼りになるとかならないとか……そういうことじゃなくて」

　ただ、つばさにはなにも心配してほしくなくて。だから、今まで武ぶ装そう研究員のことだって話さないでいた──こうやって、つばさに悲しそうな顔をしてほしくなくて。

「つばさには……嫌いやな思いとか、してほしくなくて」

「……橙矢のこと心配して、嫌な気持ちになると思うの？」

　そんなことあるはずない──そう、つばさは言い切ってから、

「橙矢……覚えてる？　前にも、こんなことあったって」

　問われ、僕はただ、言葉を復唱することしか出来なかった。

「……前にも？」

「うん、中学校の頃ころ。三年生の夏に……橙矢、学校でいきなり倒たおれて。保健室に運ばれたんだけど、前にもこうやって話したことがあったの。覚えてない？」

　中学三年の夏──正直に言えば、あまり記憶にない。その頃は武装研究員として働き始めたばかりで、学園でも研究所でも、余よ裕ゆうといえる余裕がまるでなかったから。

　僕の沈ちん黙もくを答えと受け取ったのか、つばさはふるふると首を横に振ふった。

「ううん……覚えてないならいいの。あのときも橙矢、目を覚ましてすぐに、大丈夫だよって私に笑って……それで…………」

　つばさの声が徐じよ々じよに小さくなる。最後のほうはこの距きよ離りでも聞き取れなくて。

　その表情が、まるで──今すぐにでも泣き出してしまいそうに見えた。

「橙矢が話したくないことがあるのは知っている。あのとき──私のこと、助けてくれたときも、いつもの橙矢じゃないみたいだったけど、それも言いたくないならいいの」

　それが、路地裏のことを言っていると──わかってはいたのだけれど。

「ただ……一つだけ、お願い」

　なにも言えない僕の目の前で、つばさは泣くように微笑ほほえんだ。

「怪け我がだけはしないで──橙矢のこと、心配しそうになっちゃうから」

　──そのときになって、僕はようやく悟さとった。

　つばさに心配をかけたくなくて、バイト──武装研究員のことを隠かくしてきた。つばさは素そっ気けないけど世話焼きで、僕が残留体と命を奪うばい合っていると知ったら、絶対に心配するから──だから二年間、ずっとなにも言わずにきた。誤ご魔ま化かしてきた。

　その意味が、今になってようやくわかった。

　なにも心配させないで、なにも知らせないで、なにも言わせないで。

　そうやって笑いかけた二年間が、つばさをどんな気持ちにさせていたのか。

「……私、そろそろいくね」

　腐くされ縁えんの少女の微笑みをこんなにも──寂しそうにさせていたんだ。

　つばさが静かに席を立った。言わなくちゃ。靴くつ音おとが遠ざかっていく。謝らなくちゃ。病室の扉とびらが静かに開く音がした。起き上がらなくちゃ。

　今までずっと、つばさに黙だまっていたことを──話さなくちゃいけないのに。

「おやすみ……橙矢」

　そんな優しげな挨あい拶さつを残して。

　足音が完全に聞こえなくなるまで──僕は、なにも言えなかった。

　しゃっ……と、扉が自動的に閉まる音だけが、やけに響ひびいた。



　そんなやり取りをしたからかもしれない。

　その夜、ひどく懐なつかしい夢を見た。

　得てして夢には見たことのない、知らない光景が出てくるものだけれど、僕は、この光景に確かな見覚えがあったからこそ、これが夢だと気付けた。

　中学三年生の頃の──夢を見ている。

　僕は保健室のベッドで寝ねていた。保健医はたまたま外しているのか、そこそこ広めの保健室には僕一人しかいなかった。カーテンの隙間から差し込む夕日から、今が放課後だと推測できる。二つある窓は全開で、外から部活動に勤いそしむ声が聞こえてきていた。

　寝苦しい気持ちもあったから、多分、これは夏の頃の夢だ。

　がらっ、と保健室の扉が開いた。唐とう突とつな展開だなと思ってから──ふと、この展開に覚えがあると気づいた。荒こう唐とう無む稽けいな夢じゃぁない……過去にあった出来事のような。

　そして、その証しよう拠こと言わんばかりに──現れた人物は、中学生の頃のつばさだった。

「あ……起きたんだ」

　制服ではなく弓きゆう道どう着ぎ姿──今の高校のものと少し違ちがう。この頃のつばさはまだ髪かみを結んでなくて、顔立ちも当然ながら少し幼い。けれども変わっていないところもある。

　心配そうな顔で、僕を覗のぞき込んでくる──そんなところは変わっていない。

「大丈夫？　急に倒れたって聞いたから……」

　そういえば、この頃の僕は、まだ武装研究員になったばかりなこともあって、その膨ぼう大だいな運動量に慣れず、しょっちゅう日中の学園で倒れていた。こうやってつばさに見み舞まわれるのも一回や二回じゃなかった──かどうかは、思い出せないのだけど。

「橙矢、やっぱりバイト忙いそがしいの……？」

「そんなことないよ」

　夢の中の僕が答えた。客観的に聞くと、ひどく無機質な声だ。

　二年前の自分がなにを考えていたか──今の僕にはよくわからない。

「あっ……まだ起きちゃだめだって！」

　夢の中の僕がよろよろとベッドから起き上がろうとしていた。つばさが制止の声をかけるも、僕は手をついて上体ごと起こして──その手に温かな感かん触しよくが伝わる。

「ねえ、もう少し休んでよ？　ね？」

　つばさが自分の手を僕の手に重ねていた。どきん、と胸が跳はね上がる。夢の中の僕が感じたわけじゃぁない──夢を見ている僕が、何故か、緊きん張ちようしていた。

「……バイト、あるから」

　夢の中の僕はえらく無む味み乾かん燥そうに答えた。つばさの手を振り解ほどこうとすると──ぎゅっ、とさらに力を込められた。視界がつばさの顔に固定された。

　多分、夢の中の僕が──つばさをぼぅっと見つめているんだと思う。

「橙矢……お願い、ちょっと休んでよ」

　つばさがくしゃっと顔を歪ゆがめ、泣き笑った──その表情に胸がずきんとする。さっきまで、病室でつばさが浮かべていた笑顔と、過去のつばさの表情が……重なる。

「こんなに辛そうな橙矢……見たくないよ……」

　その声が、悲痛さに溢あふれたものだと今の僕にはわかる。けれども──

「辛くなんてないよ。大丈夫」

　夢の中の僕は短く答えて、その手を振り解いた。当時の僕にはまだわかっていない。

　濁だく竜りゆう事件──今から三年前、姉さんは大怪我を負った。一時は命すら危うくしたその怪我の原因は、表向きには残留体との戦いで負傷したからで、実際には僕のせいだった。

　この頃の僕は、姉さんを傷つけた罪悪感から逃にげるためだけに、引退した姉さんの代わりに武装研究員になるのだと──目標に取り憑つかれたように、生きていて。

「バイトがあるからもういくね」

　だからこそ、この夢の僕もまた、つばさの声なんて耳に入らず、保健室を後にしようとしていたんだと思う。まだふらつく足で立ち上がり、踵きびすを返して──

「……橙矢っ、待って！」

　誰だれかに腕うでを掴つかまれた。夢の中の僕が、つばさに目を向ける。腐れ縁の少女はしばらく、床ゆかに視線を漂ただよわせていたけれど、ぱっと勢い良く顔を上げた。

「私じゃ、頼りにならないかな？」

　そう言って、つばさは意を決したような顔で続ける。

「私、橙矢のこと支えたいの。橙矢にそんな辛そうな顔してほしくない。橙矢が無茶しないように……ううん、無茶しても大丈夫になれるように、傍そばで支えたい」

「……どうして？」

　僕はそう訊きき返す。不思議だった。夢の中の僕も──それに、夢を見ている僕も。

　長い付き合いだ。それでも、そこまで言ってくれる──理由がわからない。

　つばさが一つ、深く息を吸った。心を落ち着かせるような深呼吸。その息いき遣づかいはしんと静まる部屋にやたらと響き、部屋の空気が一気に緊張した気がした。

「……私、は」

　つばさは耳から首までも真っ赤にしている。身体からだはがちがちに固まっていて、傍はたから見ても緊張していると丸わかりだった。なにを……そんなに緊張している？

　それでも。つばさは、僕の目を──真っ直ぐに見つめて、言った。



「好きなの。橙矢のこと……好き。だから、支えたいの」



　どくん、と心臓が大きく跳ね上がった。

　鼓こ動どうが激しい。肺一いつ杯ぱいに空気がぎゅうぎゅう詰づめにされたみたいに、息が苦しい。これは夢だ──わかっている。わかっているからこそ、ここで目を醒さますことだけは避さけなくちゃいけない。こんなことをなにも覚えていないからこそ、見届けなくちゃいけない。

　この先。夢の中の僕が、過去の僕が、なんて言ったのか──

「……いいよ」

　僕は短く答えた。多分……笑みを、浮うかべていたんだと思う。

「僕は大だい丈じよう夫ぶだから。そんなに僕に構わなくてもいいよ、つばさ」

　そう答える当時の僕は──なんにも考えていなかった。つばさが膝ひざを震ふるわせる訳も。声を詰つまらせている訳も。僕に伝えたかったことも。

　うん、とつばさは泣くように微笑んでいた──その意味すらも。

「わかっ……た──っ、わた……し、もう、部活戻もどるね」

　つばさがしゃくりあげるように言った。そのまま、焦あせったような足取りで踵きびすを返して、保健室を出ていこうとする。僕とは一度も顔を合わせずに。

「……橙矢！」

　ふと、扉を開ける寸前、つばさが僕の名前を呼んだ。努つとめて大きくしたような声は、明るさの色に──まったく染まっていなかったのだと、今の僕には痛いくらいわかる。

「怪我……怪我だけはしないでね。心配になっちゃうから」

　それは──奇くしくも、どこか聞き覚えのある言葉で。

　じゃあね、とつばさはそれからも振り返ることなく、保健室を後にしていった。

「……うん」

　一人になった部屋で、僕は呟つぶやいた。それが夢の中の自分のものか、それともこの夢を見ている僕のものか、区別は正直、つかなかったのだけれど。

　一つだけ、確かなことがある。

　保健室の景色はひどく色いろ褪あせている。これは、当時の僕にとって、なんの価値もないと思っていた日々だ──だからこそ、夢の細部は曖あい昧まいで、輪りん郭かくもぼやけている。

　まるでこんな日常なんて、記き憶おくする気もないようで。

　あぁ……そうだ。こんな大切なことまで忘れていたんだ。

　夢に、過去に、後うしろ髪がみを引かれる思いで──僕はゆっくりと目を覚ました。



    

  
    
      　第四章　その微笑みは正論を語る　─Stare at the Muzzle─






「はよーっす、橙とう矢やっち。やっぱあの坂はきっついぜ──っとうぉぉぉどうした!?」

　早朝、ノボルの素すっ頓とん狂きような声が鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　南鶺せき鴒れい第二学園──いつもの教室で、いつも通りに、僕は席で頬ほお杖づえをついていた。病院から退院したのが昨日とは思えないくらい、ごくごく平へい凡ぼんな日常。その矢先、親友の登場と共に、微睡まどろみ気分を吹ふっ飛とばされたのだけど。

　僕は気け怠だるい気持ちで顔を上げた。

「…………どしたの、ノボル？」

「いやいやいや、お前こそどしたよ！　すげぇ目の隈くましてんぞ」

　パンダかよ、とノボルが絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの名前を挙げた。パンダ……確か、世界の崩ほう壊かい以前にはよく見られたらしいけど。実物を見たことない僕にはなんとも言えない。

　ただ、思った以上にノボルが心配しているみたいなので、僕は一応答えておく。

「……寝ね不ぶ足そくだよ。夜中、ちょっと考え事してて」

「考え事っつぅと……例の、誘ゆう拐かい未み遂すいか？」

　ノボルが少しだけ音量を落とした。まあ、傍はたから聞かれて困る内容ではある。隈の理由自体はそれじゃないのだけれど、ここは頷うなずいて話を合わせておく。

　妙みような話だよな、とノボルが難しそうな顔で腕を組んだ。

「緋あけ空ぞらっちを見つけた現場、誰もいなかったんだっけか。橙矢っちの話だと、確か二人……に、狙そ撃げき手しゆを加えた三人がいたって話だが」

「うん。その内二人の足か腕は壊こわしたから、そう簡単には動けなかったはずなんだけど」

「えぐいねぇ……まぁ、橙矢っちの駆動銃ランゲージは最近改造したばっかだし、初うい陣じんで役立ったならよかったぜ。連続誘拐なんてする連中に手加減することもねぇしな。となりゃ案外、動けない連中を、涙るい晶しよう管理局の仲間が回収したって線が濃のう厚こうなんじゃね？」

　涙晶管理局──誘拐犯が名乗る都市伝説の組織。でも、と僕は反はん駁ばくする。

「あそこにはリノンがいたはず……なんだよ」

　あの路上で意識を失う前、僕は確かにリノンの声を聞いた。一晩経たってもその確信は揺ゆるがない。ただ、直接その姿を見たわけじゃないから、末まつ尾びは不安定になるけども。

　うーん、と唸うなるノボルも、どことなく微び妙みようそうな顔だ。

「リノンっちなぁ。確かに、特例捜査局リーアの精せい鋭えいが、手負いの連中を取り逃にがすとは思えねぇか……もろもろの状じよう況きようからして、リノンっちが橙矢っちを助けたのは確かっぽいし」

　そこで、ノボルが意味ありげな視線を教室の一角に送る。空席だった。

　転入以来、あまり人が寄りつかず、また寄せ付けなかった──リノンの席。

「つっても、当の本人がいないんじゃ確かめようがねぇぜ」

「……まだ、連れん絡らくとかきてない？」

　一いち抹まつの期待を抱いだいてみるも、親友は残念そうに首を横に振ふった。

「昨日から音おと沙さ汰たなしだ。姐あね御ごんとこにもきてないっぽい。特例捜査局リーアの本部ですら、昨日から連絡取れてないらしいからな……面めん倒どうなことになってなきゃいいが」

　面倒なこと。その言葉が意味するところを、理解できないほど鈍にぶくはない。

　後は私が処理する──そう言い残して、リノンは地を蹴けっていた。それ以来、彼女からの連絡は絶たれている。戦せん闘とうの後の──消息不明だ。あのリノンがそう簡単に後おくれを取るとは思えないけど、相手の涙晶管理局の脅きよう威いもまた未知……となると。

「っつーより、橙矢っちはあれか、緋空っちと喧けん嘩かでもしたのか？」

　そんなことを言われて、僕は机に突つっ伏ぷしそうになった。というか鼻先をぶつけた。なんとか顔を上げてみると、そこにはあっけらかんとしたノボルの姿がある。

「ん、違ちがうのか？」

「……そ、そもそもなんでそう思ったの？」

「さっき廊ろう下かで、元気のねぇ緋空っちと、それを励はげますほのみちゃんを見かけてな。緋空っちって大たい抵てい、悩なやみ事ごとは橙矢っちに相談してるだろ？　でも今回は違うっぽい。んで、教室じゃ橙矢っちが同じような感じで沈しずんでるとくりゃな。あと、目がパンダだし」

　パンダは関係ないような……いや、関係あるか。リノンのことは心配だったとはいえ、正直、隈をつくった原因のほとんどは、少し前に見たとある夢にあった。

　────好きなの。橙矢のこと……好き。だから、支えたいの。

　中学三年の夏──あの保健室でつばさから言われた言葉は、夢から覚めても、日を跨またごうとも忘れることはなかった。あれは僕の夢──想像や妄もう想そうの類だと、一いつ蹴しゆうできない程に。

　あの保健室の一幕は、実際にあった。あって──過ぎたことなんだ。

「……なんで、あんなこと忘れてたんだろ」

「忘れたっつーと、約束かなにかか？」

　盛大なため息に返答があった。見ると、ノボルがくしゃくしゃと茶ちや髪ぱつを掻かいている。

「や、深く聞くつもりはねぇけどさ。なんとなく、橙矢っちの様子見てっと、時間が経ちすぎてて、約束のこと訊きくに訊けないって感じに見えたからよ」

　そう。ノボルの指し摘てきは、驚おどろくほど正確だった。

　保健室で言われたあの言葉。その意味がどういったものか、今の僕にはわからない。より正確に言えば、確かめる術すべがない。二年という歳月は長くて、その間、つばさが言ってくれた気持ちが──今でもまだ、僕に向いているという保証はどこにもない。

　二年前、つばさが僕のことをどう思っていたかなんて──今いま更さら、訊けはしない。

「直接訊いて確かめるしかないと思うぜ」

　ノボルがあっさりとした声で言った。思った以上に軽く、しっかりとした口調で。

「緋空っちがその約束のこと、今でも覚えているかどうかなんて、ぶっちゃけ緋空っちにしかわかんねぇだろ。人の考えなんて結局、言葉にしねぇと伝わんねぇというかね。そういう意味じゃ、緋空っちに直接訊いて、言葉で返してもらう他ねぇんじゃねぇか？」

　人のことだから簡単に言えるけどよ──と、ノボルは最後に付け加えた。それは多分、ノボルなりの照てれ隠かくしだったんだと思う。その横顔がどこか気き恥はずかしそうだった。

　ここらへんは、言葉がなくとも──表情で読み取れる。

「……真ま面じ目めなこと言うなんてノボルらしくねぇ、とか思ってるだろ橙矢っち？」

「いや、全然」

　ノボルがジト目で睨にらんでくるので、僕はちょっと苦笑してしまう。全然だ。

　軟なん派ぱでお調子者な──この親友らしい、発はつ破ぱをかけてくれたと思う。

「うん。今度、訊いてみるよ」

　僕はそれだけ答えて、窓の外に目をやる。

　冬の寒空は、今日も──澄すみ切った青色だった。



　そう言って、結局、つばさになにも確かめられないまま、昼休みになっていた。

　学園の校庭。僕は芝しば生ふに寝ね転ころびながら、まったく変わらない寒空を見上げる。冬のこの時期、好んで外で昼食を食べる生徒はいないらしく、辺りに人ひと気けはまるでない。外は冷えていて、僕も研究所の制服を上に羽織るくらい寒いけれど、これ以上なく静かだ。

　物思いに耽ふけるには最適──とはいえ、頭の中の考えは、一向にまとまらない。

「どんな顔して訊けばいいんだろう……」

　つばさとは教室でろくに話せていなかった。お互たがい、空気がぎくしゃくしてしまって、交わせた言葉は、次の授業どこだっけなど事務的なものばかりだ。結果、そのまま授業が進んで、僕は教室から逃にげるようにして、こんな校庭に一人いるのだけど。

「……リノンに顔向け出来ないな」

　正午を回った現在、リノンはまだ学園に顔を見せていない。涙晶管理局──都市伝説の名を冠かんする誘拐犯の集団を相手に、リノンが後れを取るとは思わないけど。

　今はどこでなにをしているのか──と。そういえば。脳裏にある疑問が浮うかんだ。

「……なんであそこだったんだろ」

　あそこ──路地を幾いく度ども曲がった先の、裏路地。人気が少なく容易には発見できない場所ではあるけれど、よくよく考えてみると、誘拐したつばさを運ぶ先としては妙だ。あそこは行き止まりの袋ふくろ小路こうじで、別の建物に繋つながるような入口も見当たらなかった。

　なんの変へん哲てつもない、ただの路地。そこにつばさを運びこんでなんの意味が──ん？

　不意に。背中に違い和わ感かんを覚えた。ぐらぐらと全身が揺さぶられるような──え、揺れている？　身を起こしてみると、芝生についた手からも微び弱じやくな震しん動どうが伝ってきた。

「……潜せん水すいするのは、まだ先のはずじゃ」

　海面に浮かぶ潜水都市において、地じ震しんの原因は一つしかない。都市が海中に潜水を始めること──でも、『鶺鴒』はつい先月潜もぐったばかりだ。世界に点在する潜水都市は全て、半年に一回の周期で潜水する──それは『鶺鴒』だって変わらない。

　揺れるには早すぎる。でも……他に都市が揺れることなんて。

「……下から揺れている？」

　僕は芝生にぴったりと横顔をくっつける。草がちくちくするのを堪こらえて、耳を澄ませてみると──微かすかに、音がした。風が唸るような音が遠くから聞こえてくる。

「……止まった？」

　程なくして揺れと音が止やんだ。芝生が風に吹ふかれる音しかない……と思ったら、また似たような揺れが始まる。加えて、今度はより大きな音が響ひびいてきた。ごぅ──と、嵐あらしが家を揺らすような。それもやがて数秒で聞こえなくなり、揺れもまた止む。

　二度の震しん動どうと遠鳴り──地下に、なにかあるのか？

「下水……じゃない、か。こんなところに地下鉄なんてあったかな……」

　何気なく口にした直後だった。

　ちりっと、頭の隅すみで思考が火花を散らした。不意打ちのように訪れたその輝かがやきは、目には見えない閃ひらめきと呼ばれる類のもの。一いつ瞬しゆんにして脳内に光が駆かけ巡めぐる。

　あのとき。つばさが誘拐されたかけたとき──涙晶管理局が選んだ逃とう亡ぼう先は、何故か行き止まりの路地だった。左右を背の高い建物に挟はさまれ、上を見上げれば空が切り取られている──そんな文字通りの袋小路。行き場なんてないと思い込んでいた。でも。

　それじゃぁ、下は？　どんな場所にでも──地下は広がっているじゃないか？

「っ……ってことは──」

　僕は周囲にさっと視線を巡らす。広がる芝生。等とう間かん隔かくで並ぶ植木。少し遠くにはグラウンドも見えるけれど、そう遠くじゃないはず……っ、あった！

　芝生に埋うもれるようにして隠れている──一つの、マンホールを見つけた。

「これ……下水とかのやつじゃないな……」

　近寄って確認してみると、街でよく見かけるそれとは細部が違う。錆さびが少し残っているも、蓋ふたに力を込めれば──ずらせた。そのまま力ずくでこじ開ける。

「よいっしょっ、と…………うわぁ」

　蓋を開けたマンホールの先には、真まっ暗くら闇やみが広がっていた。底の様子はまるで窺うかがえず、備え付けの梯はし子ごは劣れつ化かしているのか、触さわると粉っぽい錆が剥はがれた。

　長年、人の手入れは勿もち論ろん、出入りもされていないような……そんな印象。

「……ここ、か」

　ずっと、違和感は覚えていた。つばさを見つけた際──涙晶管理局の二人組は、つばさをわざわざ腕うでに抱かかえていた。考えてみれば妙みような話なのに。車といった移動手段を使わないで、行き止まりの路地に逃げ込むなんて。しかも、突とつ発ぱつ的な誘ゆう拐かいならまだしも、涙晶管理局のそれは連続誘拐──もう既すでに一〇を超こえる学生が消えている。

　でも、それが──袋小路の路地に逃げ込むことが、移動手段なのだとすれば。

　この地下を経由して──学生たちを誘拐していたのだとすれば。

　どうすればいいのか。自問自答の末──僕はマンホールの梯子に足をかけた。

　一段ずつ、暗闇に向かって降りていく。梯子はかなりボロくて、時折、足あし下もとが抜ぬけるんじゃないかと冷や冷やしつつも。携けい帯たいの発光を唯ゆい一いつの光としながら降りていると、画面に表示される時間を見てちょっとだけ罪悪感が湧わいた。

　授業、遅ち刻こく確定だなぁ──と、考えている末に。

「よっ……っと」

　僕は梯子を手放して、確かな感かん触しよくのする床ゆかに降り立った。

　そこは──かなり広い地下空間だった。高さは校舎の二階くらい、横よこ幅はばは生徒が何十人も並べそうで、奥は見通せないほどに長い。見れば、足下に分厚い金属の線が通っている。

「レール……ここ、線路か？」

　一瞬、『鶺鴒』中を巡る地下鉄かとも思ったけれど──違ちがう。それにしては天てん井じようがやけに高いし、線路の幅だって無む駄だに広い。とはいえ廃はい坑こうの一種……でもないはず。

　さっきの揺ゆれはここからだろうし。それにしてもこの線路、なんか見覚えが……あ。

「そっか。回かい廊ろうに似ているんだ……」

　声にすると、記き憶おくが次々と蘇よみがえってきた。そうだ。思い出した。

　僕ら武装研究員──研究所が、純白の花瞳エルダーアイリスで獲かく得とくした涙晶は、全て研究所から都市の各所に輸送される。その輸送方法が地下道の列車を使ったものだった。『鶺鴒』政府から直じき々じきに譲ゆずり受けた、大規模な運用システム──それが、この涙晶輸送路だ。

「でも、今は使われてないんじゃ……」

　先月の『夜明けの危機』──残ざん留りゆう体たいが都市に入り込んだ際、残留体の徹てつ底てい駆く除じよを理由に地下道や地下鉄の類は運行禁止となったはず。その状態は今でも変わっていない。

　おかげで交通に大きな影えい響きようが出ていると──前に、美み陽よさんが言っていた。

「……じゃあ、さっきの音はなんだったんだろ」

　輸送路は都市全土に張はり巡らされている。こうやって学園の敷しき地ち内からでも辿り着けるくらいだ。きっと、都市のどこからでも……どこからでも、入り込めて。

　例えば、街中にある入り組んだ──袋小路の路地からだって。

「…………まさか」

　あり得ない。呟つぶやいてしまった動どう揺ようの声を、掻かき消けすように首を横に振ふった。

　涙晶輸送路──こうやって入り込むことこそ出来たけれど、その存在は一いつ般ぱんには知られていない。都市の重要物資たる涙晶を第三者に奪うばわれないようにと、秘ひ匿とくされている。僕たち研究所や──それこそ、列車を提供してくれた『鶺鴒』政府でもないと。

「……政府でも……ない、と」

　使えないはず──逆を言えば、政府なら使える？

　禁止条例を出した政府そのものなら──この列車を運行できる？

「そんな……こと」

　二つを組み合わせれば。そうだ……僕は、実際にこの目で見ている。涙晶管理局がつばさを誘拐して不自然な場所に運んでいた、その光景を。思い返せば、敵は駆動銃ランゲージ──一般人にはまず扱あつかいきれない武器を携たずさえ、それを自在に行使していたんだ。

　そして、あのとき。僕に背を向けて駆けていって以来、消息が掴つかめないあの少女は。

　特例捜査局リーア──『鶺鴒』政府直ちよつ轄かつの、人間で。



「────ここでなにをしているの？」



　不意に響いた声は、僕に二つの感覚をもたらした。

　一つは、静せい寂じやくを破られた驚きよう愕がくで。どくん、と心臓が一いつ拍ぱく飛ばしで跳はねた。

　もう一つは、肌はだに突つき刺ささるような強きよう烈れつな思し惟いの線──すなわち、殺気で。

「っ──！」

　僕は背後を振り返ると同時、腰こし元もとから素早く駆動銃ランゲージを抜き、突きつけた。

　そこに立ち、僕と鏡合わせのように、小さな拳けん銃じゆうを構える──少女に向けて。

「一日ぶりね、風かざ峰みね君」

　特例捜査局リーアの少女──リノンが、透とう明めいな微び笑しようを浮かべていた。



　僕たちは互いに銃を突きつけ合ったまま、正対した。

「背中の具合はどう？　見る限り、『再生』して完治したのかしら」

　照準を合わせて、引き金に指をかけた状態でも──リノンは変わらない。裸ら眼がんの瞳は驚おどろくほど澄すみ切っていて、その口元には微かな笑みが刻まれていた。今は学園の制服ではなく、特例捜査局リーア──政府直轄組織の証あかしである、赤色の制服に身を包んでいる。

　そんな少女から決して目線を逸そらさずに──僕は慎しん重ちように口を開いた。

「……リノン。どうしてここに？」

「それはこちらの台詞せりふよ。風峰君こそ、涙晶輸送路になにか用事でも？」

　リノンがいとも簡単にこの線路の名を口にした。やっぱり知っている。

　確かめるしか、ない。すぅ──と、僕は一つ息を吸ってから、

「……この線路が、誘拐事件の移動手段として使われている可能性がある」

　核かく心しんを突いた。リノンの反応を待たずに、言葉を繋げていく。

「誘拐犯……涙晶管理局は、多分、この地下を移動して誘拐を行っていたんだと思う。一般には知られていない涙晶輸送路を使って、人目に触ふれないようにして。でもここは今、運行が凍とう結けつされているはずなんだ。許可がない限りは、誰だれにも使えないんだよ」

　つばさが誘拐されかけたとき、リノンは迷うことなくつばさの元へ──涙晶管理局が移動手段として使う、地下道に繋がる場所へと辿たどり着ついていた。不可解に思った僕の問いに対して、リノンは一言──特例捜査局リーアだから、と答えた。今ならその意味がわかる。

「許可を出す──大本の政府以外は、この涙晶輸送路は使えないはず」

　リノン、と僕は目の前の少女を呼ぶ。自然と、駆動銃ランゲージを握にぎる手が硬かたくなった。

「政府は……リノンは、この事件に関わっているの？」

「──そうね」

　そう言って、特例捜査局リーアの少女は少しだけ微笑んだような気がした。

「都市で連続する学生の失しつ踪そう──いいえ、誘拐事件と言うべきかしら。一連の事件は、全て『鶺鴒』政府の一部によって先導、実行されたものよ」

　がつん、と頭が衝しよう撃げきに揺れた。足下がふらつかないよう力を込める。自分たちの都市を治める政府が誘拐事件を起こした──予想していたくせに理解が追いつかない。

　リノンが唇くちびるに指先を当てた。面白がるように。

「付け加えるなら──私たち特例捜査局リーアが、その実行役」

　──本当に、足下がよろめいた。

　ぐっ、と下した唇くちびるを噛かんで、僕はリノンを真っ向から睨にらみつける。

「……リノンが、誘拐犯ってこと？」

「特例捜査局リーアの一人として活動していた、という意味ならそうね。本当はもう少し込み入っているのだけど、あえて否定する気もないから、今はそう考えてくれて結構よ」

　まるで世間話でもするかのような気楽さだった。先日まで僕と話していたような、マイペースな口調で話して、駆動銃ランゲージを軽く握り、その銃じゆう口こうを僕に向けている。

　不思議だ──こんな異質な状じよう況きようなのに、当のリノンだけは普ふ段だん通りなのだから。

「……リノン、一つ訊きいてもいいかな」

　どうぞ、と平へい淡たんな声が返ってきた。僕は駆動銃ランゲージの引き金に指をかける。

　返答次第だ。返答によっては──この指に力を込めると、自分に言い聞かせて。

「……どうして、政府は誘拐事件を？」

「知りたいの？」

　リノンがあっけらかんと訊き返してくる。それなら、と気負いのない声が続いた。

「力ずくで訊いてみるのはどうかしら？」

「……どういう意味？」

　僕は警けい戒かいを隠かくさずに緊きん張ちようした。全身が不自然に強こわ張ばるような緊張じゃぁない──いつでも動けるように準備をする、意識の切きり替かえとしての、それ。

　対して──リノンはまるで僕の反応を楽しむように微笑む。

「最後にもう一度、足しになるかどうか──試してあげる」

　その微笑みは、リノンと初めて出会ったときに見たものと同じで。

　とても、透明なほどに澄み切っていた。

「今度は……銃も使うから」

　きん、と。どこかで硝子ガラスの砕くだけるような音がした。きん、きん……また。足下？

　はっ──と気づいたときには、もう、リノンが四度目の引き金を絞しぼっている。

　僕は咄とつ嗟さに後ろへ跳とび下がった。刹せつ那な、きん──と揃そろえた音が響ひびく。目の前に突とつ如じよとして生じた、幾いく本もの『線』と『線』が──瞬まばたきの合間に、水すい晶しようの『檻おり』を形作った。

　それは丁度、僕がいた位置を丸々覆おおい尽つくすような──鳥かごのような檻で。

　その檻の隙すき間まから覗のぞくように、リノンが今一度、微笑んだ。

「惜おしい」

「っ……問答無用ってことっ!?」

　返答はなかった。代わりに、檻越ごしに認めたリノンの姿が──ふっと消える。

　リノンが檻の死角から飛び出した。その手にある駆動銃ランゲージの銃口は、当然のように僕へ狙ねらいを定さだめている。片手撃うち。きん、と足下で音が弾はじけた途と端たん、僕は地を蹴けった。

　続けて二、三度その引き金を絞る──リノンを目指して。

「──リノンっ！」

　叫さけび、地を舐なめるように駆かける。リノンが何度も引き金を引く──まるで乱発するような手て際ぎわは、けれども正確すぎる程に僕の進路を阻はばんだ。きん、きん、きん、きん──硝子の破は砕さい音が連れん鎖さする度たび、水晶の檻が制服の袖そでを掠かすめる。

　だだっ広い空間を、幾つもの檻が──奪い、喰くらっていく。

「──撃たないの？」

　不意の声が耳じ朶だを打ち、僕は転げるように跳んだ。檻が出来上がる気配を背に、素早く頭を起こしてみれば──眼前でリノンの足がしなる。咄嗟に腕うでを交差。どんっ──という反動をなんとか殺し、僕はすぐさま駆動銃ランゲージを構えた。リノンは動かない。

　一いつ瞬しゆんの間が生まれる。そう、と特例捜査局リーアの少女が短く呟いた。

「──撃てないのね」

「っ」

　言葉に詰つまった。照準を足下に落とし、躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞る。膨ぼう張ちようした熱量が一気に弾け、思考昇華パラダイムシフト──果たして、銃口から真っ白な花はな吹雪ふぶきが吹ふき荒あれた。線路が一瞬にして純白に埋うめ尽くされ、それは宙にまで舞まい上がり──僕とリノンの視界を遮さえぎる。

　時間にしたら、僅わずか数秒足らずのことだったけれど。

「っ……はぁ、はぁ……」

　それでも僕は、近くにあった身みの丈たけほどの檻の陰に身を隠せた。荒あらい息を整えながら、顔を下げると駆動銃ランゲージが目に入る。その銃口はまだ、物質創造の熱を帯びていた。

　単なる目め眩くらましだ。それは多分、向こうにもわかっている。

「──面白いことをするのね、風峰君」

　声が響いた。かさ、と意外と近くから花を踏ふむ音がする。

「純白の花はな片びら……かつて、風峰ハルが得意としていた思考昇華パラダイムシフトだったかしら？」

　水晶の檻に背を預けながら、心の中だけで正解と呟く。より正確に言えば、姉さんの花はな吹ふ雪ぶきは、一枚一枚に光熱を宿らせた、残留体を一いち撃げきで吹き飛ばすそれなのだけど。

「ねえ、風峰君。気づいているのでしょう？」

　リノンの声と足音が段々と近づいてくる。僕はそっと息を潜ひそめた。

「貴方あなたの思考昇華パラダイムシフトは、人に弱い──人を撃てない」

　ぎゅっ、と心臓を鷲わし掴づかみにされた気分だった。

「武ぶ装そう研究員の持つ思考昇華パラダイムシフトは、全て残留体を駆く除じよするためのもの。再生する余地も与あたえず、完かん璧ぺきに消し去るためのもの。その威い力りよくは人に向けて撃つには大きすぎる」

　ひとたび引き金を絞れば、傷つけるよりも先に──相手を殺してしまう。

　残留体には強く、人には弱い。知っている。それが、僕の思考昇華パラダイムシフトだ。

「今の風峰君はただ銃を握っているだけよ。人には引き金を引けない──そうね、風峰ほのみさんと一いつ緒しよにいる今は、残留体にも銃を向けにくいのかしら？」

「──っ！」

　はっと息を呑のんだ音は存外に響いた。慌あわてて口を噤つぐむも遅おそかったらしい。

「──見つけた」

　そんな声と共に、頭上で鋭するどい音が割れる。転がるようにその場を離はなれると、一瞬の間を置いて──がしゃんっ、と背後から甲かん高だかい音がした。振ふり返るまでもない。

　くす、と笑みを零こぼし──現れたリノンを前にした以上は。

「意外と、簡単な手に引ひっ掛かかるのね」

「……悪かったね」

　答えつつ、僕はじりっと爪つま先さきで床ゆかを焦こがす。かたかたと足を震ふるわせる揺ゆれは、やがて上半身を伝わり、指先にまで届いた。緊張だとしたら情けない──けど……これは。

　はっとする。リノンが一瞬、怪け訝げんそうな顔をするも、僕と同じような表情を浮うかべた。

　かたかた……と、徐じよ々じよに揺れを大きくする──線路のレールに気づいて。

「──リノンっ」

　咄嗟の警告を残し、僕は体勢を顧かえりみず跳んだ。視界の隅すみでリノンが反対側へ身を翻ひるがえす。

　直後、ごぅ──と、すぐ傍そばを鋼鉄の塊かたまりが奔はしった。

　轟ごう音おんが鼓こ膜まくを叩たたく。それに混じり、線路上にある幾つもの檻が、木こっ端ぱ微み塵じんに砕ける音がした。水晶の粉がふわっと宙を舞い……その神こう々ごうしさに、我に返れた。

　たった数秒足らずの間を、終えて。列車が通過し──視界が開けた途端、

　──考えることは、同じか。

　僕とリノンは、互たがいに銃を構えていた。僕は指先に力を込め──られない。

　リノンが指先を滑すべらせる。そう、遠目で視認した直後、きんっ……と、硝子の砕けるような音が一ひと際きわ、揃って響く。音源を確かめるまでもなかった。もう遅い。

　水晶の檻が足下を囲い、せり上がり──僕を閉じ込めた。

「……やっぱり、撃てないのね」

　そんな声が、足音と共に近づいてきた。

　風峰君──と、僕を呼んだリノンの声こわ色いろは、少しだけ残念そうに聞こえた。

「今の一瞬、貴方なら私より先に、引き金を引くこともできたはずよ。いいえ、引くべきだった──人を撃てない以上、身動きだけは封ふうじられるべきではなかった」

「……そうだね」

　的確すぎる指し摘てきに、苦笑を浮かべる他ない。事実、水晶の檻は僅かな隙間もなく、僕を二重三重に囲んでいる。『檻』という特性上、逃にげ場ばが残されているとも思えない。

　その証しよう拠こに──リノンは既すでに、銃口を下げている、けれども。

「でも、さ」

　僕は苦笑を浮かべたまま、駆動銃ランゲージの銃口を真上に向けた。リノンがはっとする。

　人は撃てなくても──そう、例えば、物なんかは壊こわせるから。

「あえて引かなかったって言うのも、ありなんじゃないかな？」

　僕は今一度、指先に力を入れて、引き絞った。

　光が噴ふく。思考の産物──想像は一瞬にして膨ぼう大だいな熱量と化すと、その姿を現実に存在可能な物質へと変えた。すなわち、見る者を魅み了りようする──純白の花吹雪へと。

　その花弁の一枚一枚に光熱を与えた──圧あつ倒とう的てきな熱量の嵐あらしが、吹き荒れた。

　ごぅっ──と、花吹雪が唸うなりを上げるも、檻の天てん井じようは当然のように炎ほのおを弾はじく。対象を無力化するための檻だ。計算し尽くされた鳥かごは、容易には崩くずれない──それでも。



    

  
    
      　絶えず、灼やき、舐め、削けずり、壊せば──あるいは。

　暴力的なまでの花吹雪が、やがて水晶色の天井を灼き尽くし。その炎は勢いを殺すことなく、まるで侵しん食しよくするかのように、檻全体へと広がって。

　傍はたから見れば、炎のカーテンにでも見えるのかもしれない、と。

　がしゃんっ、という甲高い音を立て──水晶の檻は、果たして粉々に砕け散った。

「きゃっ……」

　意外と可愛らしい声が聞こえた。崩ほう壊かいの風圧に煽あおられ、リノンが銃じゆうを取り落とす。それでもさすがに反応は早く、すぐさま体勢を整え──られない。させない。

　距きよ離りを殺して、僕はリノンを押おし倒たおすようにして組くみ伏ふせた。その鼻先に銃口を突つきつける。リノンの瞳ひとみが大きく見開かれる──のも束の間、表情が微び笑しように変わった。



「────合格」



　それは、初めて会ったときに言われた言葉とは、まるで反対のものだった。

　どう答えていいかわからないでいると、リノンが面白がるように髪かみを揺らす。

「驚おどろいた。あんな力押しで突とつ破ぱしてくる人は初めて」

「……こんな機会でもなければ、そもそもすることもなかったんだけどね」

「意外。風峰君が皮肉を言うなんて」

　そう言うリノンは相変わらずである。少し脱だつ力りよくしつつも、僕は心を決める。

　特例捜査局リーアの少女から──駆動銃ランゲージの銃じゆう口こうを逸そらさずに。

「これで答えてくれる？　どうして、政府が誘ゆう拐かい事件なんて起こしたのか」

「ええ。力ずくで押さえつけられているから」

　なんとも人聞きの悪いことを言いつつ、リノンは僕の目を覗き込んだ。

　透とう明めいな瞳に──僕の緊張した顔が映りこむ。

「むしろ、風峰君には話しておきたい。貴方ならきっと……足しになるから」

　足し。幾いく度どか耳にしたその言葉の意図が読めず、口を開いた──直後だったと思う。

　どおんっ……と、擬ぎ音おん通りの轟音が響いた。身体からだが揺さぶられる……いや、足下の線路が揺れている。音が響いているのか、天井からぱらぱらと細さざれ石が零れてきた。

　しばらくすると、波が引くようにして──揺れと音が収まる。鼓膜がまだ痛い。

「止まった……？　リノン、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫よ。風峰君はこんなときでも心配してくれるのね」

　リノンが少しだけ驚いている気がするも、見たところ怪け我がはない。

「今の、上の方からだったけど……結構、大きくなかった？」

「……ええ、予定より少し早いかしら」

　ぽつりと。リノンは短く呟つぶやくと、天井をじっと見み据すえた。

「外に出てみましょう。なにが起こっているかわかるはずよ」

「……知っているの？」

　なにがとは言わない。多分、この特例捜査局リーアの少女が知っていることは、多い。

　安心して、とリノンは僕の質問には答えないまま、

「逃げたりはしないから。なんなら手を繋つないでも構わない」

「……それじゃ梯はし子ごが登れなくない？」

　そもそも、リノンが逃げるとは思っていないのだけど。僕はリノンを引っ張り起こす──と、彼女の制服がはだけていることに気づいた。多分、押し倒したときにそうなったのだろうけれど──その胸むな元もとが、咄とつ嗟さに目を逸らすくらいには、見えていて。

「ご、ごめんっ」

「？　ああ……変なところで慌てるのね、風峰君は」

　リノンは平然とした様子で制服を整える。ふと、その手元が動きを止めた。

「……胸元のはだけた私と、それを逃がさないようにと手を繋ぐ風峰君……」

「あ、怪あやしいこと言わないでよ……」

　こんな状じよう況きようでもリノンはリノンだった。さっさと地上への梯子を登ることにする。

　かつかつ……と、開けっ放しのマンホールから這はい出ると。辺りに人ひと気けはなかった。もうとっくに授業の時間なのだから不思議はないのだけれど、それにしてはやけに空気が騒さわがしい。校舎を見上げてみれば、生徒たちが窓から一いつ斉せいに身を乗り出していた。

　自然、僕も彼らの視線を追って──息を、呑のむ。

　遥はるか遠方。都心部の中で一際、天に近い建物から、黒こく煙えんが勢いよく伸のびている。火の気けがあると一目でわかる──それ以前に、その建造物は巨きよ大だいさ故ゆえによく目立っていた。

　特立研究機構。ある意味、都市の中ちゆう枢すうにもっとも近い施し設せつから──煙けむりが出ている。

「……始まったみたいね」

　いつの間にか、リノンが横に立っていた。問い掛ける必要はなかった。

「『鶺鴒』政府による──特立研究機構への強きよう襲しゆうよ」

　特例捜査局リーアの少女は、いつもと変わらない口調で言った。



「元々私は、特例捜査局リーアの内ない偵ていを行っていたの」

　それが、地下に戻もどったリノンの第一声だった。

　大おお騒さわぎの学園を抜ぬけて、再びの涙晶輸送路である。

　ただし周囲の景色は先程とは違ちがう。代わり映ばえのしない線路は、高速で後ろへ流れていき。がたごと、と足下は規則正しく揺れ、自分たちが移動しているのだと感じられる。

　それこそ、風を切るようにして移動する──列車の一室に、僕たちはいる。

　先の線路を少し下った先にあった、放置気味の古びた列車を勝手に──もとい、一時的に拝借したものだ。涙晶を輸送している列車だけあって、車両の中は座席などはなく管理室然としていて、カプセルベッドのような保管設備を見つけたときはさすがに驚いた。

　ちなみに、列車を動かしたのは「使ったことあるから」と言ったリノンである。

「内偵っつーっと……あれか、いわゆるスパイ的な？」

　僕たち──の一人である、ノボルが片かた眉まゆを上げた。その横にはほのみの姿もある。地下に戻る前、ノボルから携けい帯たいに「おおぃ、研究所から火ぃ上がってんぞ！」と連れん絡らくを受けたのがきっかけだった。それから、事情を説明した上で二人にも同行してもらっている。

「ええ。同じ組織内の部署を調査することが、諜ちよう報ほう活動と呼べるのであれば」

　そう言って、リノンは壁に背を預けて続けた。

「今回の連続誘拐を画策したのは、政府における主力派──普ふ段だん、貴方たちが目にするような有力者たちよ。それをよしとしない政府の『良心』のような少数派が、主力派の動きを不ふ審しんに思って探りを入れた──その結果が私だと考えてくれればいい」

「んー……同じ政府の人たちで戦っているの？」

　ほのみが眉まゆ尻じりを下げて困こん惑わくしている。リノンは否定しなかった。

「『鶺鴒』政府も決して一枚岩ではないから。保守的な少数派もいれば、思考昇華パラダイムシフト適性試験という体ていのいい誘拐装置を使って、学生の連続失しつ踪そうを演出する主力派もいる」

「……じゃあ、リノンは初めから知ってたの？」

　リノンの視線が僕の頬ほおに移る。僕は少しだけ言葉を選んでから、

「適性試験が……最初から、都市中の学生を攫さらうためのものだって」

「知ってはいたけど手は出せなかった──そんなところ。言ったでしょう、政府は一枚岩ではないと。主力派が事件の中ちゆう核かくを担になっている以上、簡単には手を出せなかったから」

「下手に突っついたら消されかねない……とか？」

　冗じよう談だんのつもりで言ったら、リノンには真ま面じ目めな顔で頷うなずかれてしまった。陰いん謀ぼうもの、という単語が冷ひや汗あせと共に浮かんできて──僕はふと、頭に引っかかりを覚える。

「……涙晶管理局は？　誘拐犯じゃなかったの？」

「それはただのデコイよ」

　そこでリノンが、何故か、少しだけ苛いら立だったような表情を垣かい間ま見みせた。

「適性試験という場において、学生が連続で失踪した──順当に考えていけば、疑いの目はまず試験を企き画かくした『鶺鴒』政府に向くことになる。だから、架か空くうの組織を仕立て上げて、涙晶管理局という名前に疑ぎ惑わくを押しつけたのでしょう」

　まったく迷めい惑わくな話──と、リノンが短く呟いた。まあ、確かに。おかげで僕たちは見けん当とう違ちがいの相手を捜さがし回っていたことになる……いや、そもそもの話。

「でもよ、事件を調査してたのって特例捜査局リーアだろ？」

　僕と同じ疑問に行き当たったのか、ノボルが眉み間けんにしわを寄せていた。

「政府の起こした事件を、政府の組織が調査しちゃぁ世話ねぇ気が……」

「ええ、ただの自作自演」

　身も蓋ふたもない答えがリノンから短く返ってきた。

「政府は、失踪者の情報を周囲から隠いん蔽ぺいしていた。気づけなくても不思議はないの。風峰君にはさっき伝えたけど、誘拐の実行犯は特例捜査局リーアだから──政府の命令を受けて動く彼らが、自分たちで起こした事件を調べても、真相が出てくるはずもない」

「んー……なんだかずるいっ」

　ほのみが低く唸っている。特例捜査局リーアが起こした事件を、特例捜査局リーアが調査する──そんな茶番も茶番に付き合わされて、この一週間足らず調査をしていたのだと思うと。

「……つまり、最初から全部、向こうの掌てのひらの上だったってことだよね」

「そうでもない」

　僕が落らく胆たんの息を零す横で、リノンははっきりと首を横に振ふった。

「政府の掌の上だからこそ、貴方あなたたちに合同調査を依い頼らいしたの。私たち少数派がねじ込んだ精せい一いつ杯ぱいの手として、外部に協力を求めた。その相手が──」

「……僕たち、研究所ってこと？」

　言葉を引ひき継つぐと、しんとした沈ちん黙もくが降りた。リノンが無言で首しゆ肯こうする。政府というあまりに大きな組織が企くわだてた、学生の連続誘拐。それを防ごうと、特例捜査局リーアという敵てき陣じん真まっ只ただ中なかで行動していた、一人の少女。少しずつ状じよう況きようが読めてきた。

　リノン──目の前の少女は、この状況下における数少ない味方ということになる。

「……あれ。でも、さっき僕と戦わなかったっけ？」

　戦っておいてあれもなにもないのだけれど。ええ、とリノンは一つ頷いてから、

「風峰君の力を見み極きわめたかったから」

　なんとも簡素な響ひびきの答えを返してきた。……ええと。なんだろう、銃を突きつけ合ったり檻おりに閉じ込められたりと、結構大変だった覚えがあるんだけど。

「そんなふて腐くされた顔をしないで、風峰君」

　真顔でそんなことを言われた後、ふっとリノンに微笑ほほえまれた。

「おかげで、風峰君が足しになるとわかったから。政府に占せん拠きよされた──特立研究機構を奪だつ還かんする貴重な戦力になると」

「……未だに信じられないけどね」

　────『鶺鴒』政府による──特立研究機構への強襲よ。

　リノンの言葉は初め、実感がまるで湧わかなかった。実際に火の手が上がる研究所を見たところで、それが政府の仕し業わざであると知ったのは、リノンの情報があったからだ。

「まぁ、もろもろの状況からして信じざるを得ねぇがな」

　見れば、ノボルが難しい顔で手元の、持参してきたらしいネスティを操作する。

「研究所から煙が上がった頃ころから、姐あね御ごとの連絡が取れなくなってる。どうも研究所の通信ラインそのものが死んでるっぽいな。多分、妨害ジヤミングかなにかされてんだろうが……研究所の周辺も『事故のため立ち入り禁止』っつって封ふう鎖さされちまってるみてぇだし」

「交通規制なんて序の口よ。事故と偽ぎ装そうして建物ごと爆ばく破はしてもおかしくはない」

　びくっ、とほのみが肩かたを強こわ張ばらせるも、リノンの平へい淡たんな口調は続く。

「元々、今回の強襲は想定外のことだった。私も決行を知ったのは昨日……それも、誘拐を妨害して、特例捜査局リーアを追われた後のことだったから、対応が遅おくれた」

「追われた……？　だから、昨日から連絡つかなかったの？」

　僕の指し摘てきは当たっていたらしい。ええ、とリノンが気負いなく頷いた。

「私と風峰君がつばさの誘拐現場を目もく撃げきしたことで、政府は連続誘拐に気づかれたのだと思ったんでしょうね。だから、計画を前まえ倒だおしにして研究所の占拠に奔はしった」

「……計画、って？」

　不ふ穏おんな言葉を拾って返すと、リノンは僕のほうを見ないまま、

「それついては──直接、訊きいたほうが早い」

　そのとき、ぎぃという音を立てて、景色が止まった。

　足下が一際大きく、揺ゆれる。不ふ慮りよの事態じゃぁない──自動制せい御ぎよされた列車は、目的地に着いたために停止したのだろう。リノンが車両の扉とびらを開けて、外に降り立つ。僕たちも続けて降りると、そこには代わり映えのしない線路と──行き止まりがあった。

「……研究所の地下ってこうなってたんだ」

　大規模なターミナルが視界に広がる。そこには、涙晶管理局──否、特例捜査局リーアが誘拐に使ったと思われる列車が数本に、脇わきには幾いくつもの格納庫が見てとれた。さらに目を奥に向ければ、研究所の地下に繋がる扉がある。都合の良いことに開けっ放しだ。

　おそらく──特例捜査局リーアが侵しん入にゆうした状態、そのままに。

「──確認しましょう」

　特立研究機構。その地下部への入口を前にして、リノンが言った。

「これから、私たちで政府に占拠された特立研究機構を奪還する。襲しゆう撃げきがあってから既すでに一時間が経たっているから、施設内はほぼ占拠されていると見ていい」

「……研究所には武装研究員もいるのに？」

　訊き返してから失言したと気づいた。リノンの双そう眸ぼうがすっと細められる。

「風峰君も知っているでしょう？　武装研究員は、残留体には強くとも人には弱い。人をなんなく殺せる者がいるのなら別にしろ……まず咄とつ嗟さには対応できないでしょうね。ましてや、襲撃の実行役は特例捜査局リーア──制圧にはさして時間がかからないはずよ」

　そう言って、リノンはノボルとほのみに目をやった。

「八はち王おう寺じ君と風峰さんは、ここで待っていて──そんな不服そうな目をしないで。二人についてこられると足手まといが増えるだけだから」

「……はっきり言ってくれるぜ」

　言葉ほど不服そうにはせず、ノボルがそっと肩をすくめた。

「ま、整備が本分の調律師が出張ってもしゃぁねぇのは自覚済みだ。いいぜ、なにかあったとき、ここから橙矢っちの携帯に連絡入れさせてもらうとするよ」

「……あたしも待ってなくちゃだめ？」

　珍めずらしく食い下がったのはほのみだ。その表情は意を決したように硬かたい。

　対するリノンもまた、珍しく言葉を選ぶような間を置いた。

「……そうね。風峰さんなら戦力にはなるかもしれないけれど」

「駄だ目めだよ。ほのみには駆動銃ランゲージは扱あつかえない」

　僕は会話を断ち切るように言い切った。ほのみがなにか言いたそうにするも、その先を言わせるわけにはいかない。残留体の性質を受け継ぐほのみなら、確かに思考昇華パラダイムシフトは出来るだろうけれど──それとこれとは話が別だ。あまりに危険すぎる。

「時間もないんでしょ？　いこう、リノン」

「──風峰君」

　踏ふみ出した僕の一歩は、リノンの呼よび掛かけによって遮さえぎられた。なにか言い返されるかと思ったけれども、特例捜査局リーアの少女は僕を何な故ぜか上目で見つめている。

「私のこと……まだ信用できる？」

　一いつ瞬しゆん、言葉の意味を図りかねた。けれどもすぐに悟さとる。思わず苦笑が漏もれた。

　そういえば、前にも似たような質問をされたことがあったっけ。

「……二回銃じゆうを突つきつけられたくらいじゃ、信用なくしたりなんかしないよ」

　果たして、この答えは正解だったのか否か。

　ぱちぱち、とリノンは何度か目を瞬またたかせてから、

「……風峰君って変な人」

　口元に微かすかな笑みを刻み──静かに宣言した。

「いきましょう。特立研究機構を取とり戻もどしに」



　研究所は気味が悪いくらいに静かだった。

　硬い靴くつ音おとを響かせて、僕とリノンは慎しん重ちように通路を進む。胸元に駆動銃ランゲージを構えながら、普ふ段だんは何気なく歩く通路を警けい戒かいしていると、否いやが応でも異質な空気を自覚してしまう。

「……誰だれもいないね」

　僕は先を行くリノンに声を投げた。小声でも十分に声が通る。

「この辺りは実験室が多いから、いつもは誰かしらいるんだけど」

「おそらく、特例捜査局リーアが既に処理したんでしょう」

　処理──その言葉にどきんとするも、リノンは前を見たまま付け加えた。

「心配しなくとも、特例捜査局リーアに人は殺せない──私たちの駆動銃ランゲージには、セーフティが装着されているもの。対象を無力化して捕とらえることが常だから、セーフティを外したところで、人を殺すような思考昇華パラダイムシフトは撃うてない」

「あ……それもそっか」

　思考昇華パラダイムシフトには基本、各々の定型がある。僕であれば剣砕きマンゴーシユと花はな吹雪ふぶきがそれで、リノンは多分、水すい晶しようの檻を常じよう套とうとしているはずだ。想像し慣れた思考ほど物質化が容易たやすい、というのが理由で、それは特例捜査局リーアの連中にとっても変わらない。

　使い慣れていない思考昇華パラダイムシフトを撃とうとすれば──たちまち、暴発する。

「でも、だったらなんで無人なんだろ……」

「案外、各々の持ち場にでも閉じ込められているのかもしれない」

　通路には幾つもの扉が等とう間かん隔かくで並んでいる。それでもリノンは歩みを止めない。

「今は特例捜査局リーアの主力部隊を叩たたくのが先決よ。彼らが私たちと同じように、地下からの侵入を図ったのだとすれば、ひとまずは上を目指して進めばいいから」

「……了りよう解かい」

　通路の側そく壁へきにある表示──『地下十一階』を横目に、僕たちは階段を上っていく。昇しよう降こう機の類は特例捜査局リーアに勘かんづかれる、とはリノンのもっともな弁だ。

　ただ、それは──決して徒歩が安全である証明ではなかった。

　十一階から十階への階段を上りきり、通路に出ようとした──その直前。

「──伏ふせて」

　ぐいっ、とリノンに首根っこを掴つかまれ、後ろに引き倒たおされる。階段の段差に身体からだをぶつけつつ、なんだと反射的に顔を上げると──すぐ目の前を目ま映ばゆい光が通り過ぎた。網もう膜まくに一瞬だけ焼き付いた、それ。見覚えも、ついでに身に覚えもあった。

　雷らい撃げき。かつて、背中に受けたことのある──対人思考昇華パラダイムシフト。

「──抵てい抗こうはするな！」

　不意に。通路の向こうから声が飛んできた。こちらからは死角になって見えない。けれども──僕の傍かたわらで息を潜ひそめる、リノンには聞き覚えがあったらしい。

「……特例捜査局リーアよ」

　リノンが小さく呟つぶやいた。そっと通路の奥を窺うかがうと、

「三人。それに軽装備。巡じゆん回かい組でしょうね」

　色々と瞬しゆん時じに見み抜ぬいていた。僕は今まで以上に声を潜めて、

「……巡回組って？」

「この施し設せつは既に我々が制圧した。姿を見せろ！」

　特例捜査局リーアの怒ど声せいがタイミング良く響ひびき渡わたった。……なるほど、こういうことか。

　僕は壁かべに背を張はり付つけて、手元の駆動銃ランゲージを握にぎり直す。一応、訊いておこう。

「……出てこいって言ってるけど？」

「服が焦こげるだけよ」

　リノンの答えは単純で明快だ。だと思った。威い力りよくが制限されているとはいえ、出会い頭に雷撃をお見み舞まいしてくる相手である。自然とこちらの選せん択たく肢しも絞しぼられてくる。

「……突とつ破ぱするしかない、よね」

「ええ。いける、風峰君？」

　その問いには、駆動銃ランゲージを掲げることで答えた。

　残留体には強く、人には弱い──僕の思考昇華パラダイムシフト。

「僕が連中の駆動銃ランゲージをなんとかする──あと、お願い！」

　果たして、意図は通じたのだろうか。

　こくん、とリノンが頷うなずくのを見て、僕は通路に躍おどり出た。

　通路の奥に視認する、三人の──敵。六つの目から一いつ斉せいに注目を浴びる中、僕は右の駆動銃ランゲージの照準を宙に合わせた。その場の誰よりも速く引き金を絞る。

　光の収束──膨ぼう張ちようの末。一枚の花弁が銃口から零こぼれ落ち──放たれる。

　純白の花吹雪が通路に雪な崩だれ込こみ、視界という視界を白く染め上げた。通路の奥から焦あせったような叫さけびが漏れるも、それすらも圧あつ倒とう的てきな物量に呑のみ込まれる。

　目め眩くらまし、ただの時じ間かん稼かせぎだ──それでも。

「──派手にやる」

　僕の背後から飛び出してきたリノンが、引き金を絞るだけの時間は稼げた。

　きん、と鋭するどい音が弾はじける。硝子ガラスを砕くだくようなそれは、無数の花片を鬱うつ陶とうしそうに手で払はらう──三人の特例捜査局リーアの足あし下もとから鳴った。きん、きん、きん、きん、きん──と。

　六度目の音が木こ霊だました直後、三つの鳥かごが三人の特例捜査局リーアを捕とらえた。

　からから──と、彼らの駆動銃ランゲージが床ゆかを滑すべって、僕たちの足下で止まる。

　それらを蹴け飛とばして、リノンは水晶の檻おりに歩み寄った。僕も続く。特例捜査局リーアの三人は焦しよう燥そうに駆かられたように檻を鳴らすも、僕たちに気づくと憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめる。

「……クリスベル、お前か……！」

「ええ、私よ」

　名指しで呼ばれ、リノンが事も無げに頷いた。どうやら知り合いらしいけれど──それもそうだ。なにも出来ず檻の中に囚とらわれた──彼らは、リノンにとって同どう僚りように当たる。

「やはり裏切っていたか……何な故ぜそちら側に回った！」

「答えて納得する？　そもそも、線引きされるのは好きじゃないの」

　それだけ言って、リノンは檻越ごしの彼らに銃口を突きつけた。

「答えて。作戦の指揮官はどこ？」

「……それこそ言うと思うか？」

　檻越しに嘲ちよう笑しようが返ってくる。すぅ、とリノンが双眸を細め、

「こちらには時間がないの。必要なら躊ちゆう躇ちよはしない」

　その手にある駆動銃ランゲージのセーフティを解除した。相手を無力化して捕らえるための、弱体化機能──それを外した意味を悟って、僕は慌あわててリノンに呼び掛ける。

　慣れない思考昇華パラダイムシフトは出来ない。その法則が、リノンには当てはまらない気がして。

「リノン、そこまでは……」

「──ええ、する必要はありませんよー」

　間延びした声が響いた。聞き覚えのあるそれ。はっと背後を振ふり返かえると──見覚えのある緩ゆるやかなウェーブを描えがく、黒くろ髪かみが目に飛び込んできた。

　それと、緩く微笑ほほえむ──僕の、姉さんの姿。

「…………姉さん？　え。なんで」

「んふふ、ここに橙矢ちゃんがいるからです」

　呆ぼう然ぜんとする僕をよそに、姉さんの答えは答えになっていない。傍らのリノンが、銃を構えたまま、目線だけで姉さんを窺っている。その瞳ひとみに映るのは、微かな驚きよう愕がくと──緊きん張ちよう？

「驚おどろくのはこちらのほうだよ」

　リノンの感情を確かめる前に、新たな声と姿がこの場に現れた。こつこつ、と姉さんの背後から靴音を鳴らして──我らが室長の美陽さんが、そこに。

　ふふ、と美陽さんが口角を吊つり上げた。

「敵の隙すきを突いて逃にげ出してみれば、道中、何故か学園にいるはずの君たちとばったり遭そう遇ぐう──いや、邂かい逅こうしたのだからね」

　いやはやびっくりだよ──美陽さんはそう言うけれど、僕のほうこそびっくりである。我らが室長が長なが物ものの狙そ撃げき銃じゆうを背負っているから、多分──

「なんとなく事情は察せますけど……逃げてきたんですか？」

「うん、まあね。そちらも──そうやって、特例捜査局リーアの捜そう査さ官かんを無力化しているところを見ると、自分たち以上に状じよう況きようを把は握あくしているのかな」

　美陽さんがちらと視線を投げた先には、通路を埋うめ尽つくす無数の花片に、悔くやしげに臍ほぞを噛かむ三人の特例捜査局リーア。その頭には白い花弁がついている。やりすぎた感は……ある。

　僕と美陽さんはお互たがいに苦笑を漏もらした。

「……まあ、こっちも色々ありまして」

「そのようだね。では、状況の擦すり合わせも不要かな」

「──いえ、一つ質問が」

　傍らのリノンが不意に話を遮さえぎった。つい、とその目が僕を通り過ぎ、美陽さんを抜ぬけ──一人、ほんわかした雰ふん囲い気きを醸かもし出す姉さんに固定される。姉さんも我らが室長も、リノンが味方だとは察しているだろうに──対するリノンの視線は、どことなく硬かたかった。

「かつての筆頭武装研究員──『舞まい姫ひめ』が、何故ここに？」

「あら、懐なつかしい名前ですね」

　武装研究員時代の渾あだ名なを呼ばれて、姉さんが恥はずかしそうに頬ほおを緩めた。

「先日の事件について少し、美陽ちゃんからご相談を受けていました。その最中に、研究所が襲おそわれるなんてびっくりでしたけど」

「……それは、なんというか」

　運が悪すぎる。事件の話をしている間に事件に巻き込まれるとは。

　推測そのものが間ま違ちがっていたんだ、と美陽さんは悔しそうに言った。

「適性試験で狙ねらわれたのは合格者ではなく、不合格となった学生──政府は、特例捜査局リーアは初めから、こちらに偽いつわりの情報を流していたのだろうね。気づくのが遅おそすぎた……まさか直接、研究所ここを叩きにくるとは。すみません、ハル先せん輩ぱいを巻き込んでしまって」

「いえいえー、気にしないでください。こうして無事に逃げてこられたんですから」

　姉さんが言葉通り、ほんわかと微笑む。それを受けてリノンは納得したのか……姉さんとじっと見つめ合う。透すき通った瞳に、微笑する姉さんが映りこみ──そのまま、視線が逸それる気配はなくて。

　なんとなく、落ち着かない。僕は思い出しついでに話を変えた。

「で、姉さん。さっき、必要ないって言ってたけど」

　リノンが特例捜査局リーアに銃口を突つきつけたとき。この強きよう襲しゆう作戦の指揮官はどこか──そう聞き出そうとしたリノンに対して、姉さんは必要ないと言っていたけれども。

「指揮官の居場所なら既すでに掴めています」

　とんでもないことを口にしてきた。事情を知っているのか、美陽さんは不敵に微笑み。リノンはさっきから無言で姉さんを見つめている。となれば、残るは僕だけだ。

「……居場所、わかるの？」

「はい、ここに来る途と中ちゆう、ちゃんと調べてきたんですよ～」

　姉さんは秘密を打ち明けるような嬉うれしそうな顔で、人差し指で上を示した。上……上の階？　そうも思ったけれども、意味するところは違ちがったらしい。

　んふふ、と姉さんはいつも通りの緩い笑みを浮うかべた。

「研究所の中ちゆう枢すう──管かん制せい塔とうです」



　管制塔。

　研究所の設備や通信を一手に管理、制せい御ぎよする場所だ。外観は文字通りの塔で、研究所の中ではもっとも目立つ建物でもある。その役割もまた中枢的なもので、だからこそ、特例捜査局リーアの連中は初めに管制塔を占せん拠きよしたのだと思う。

　研究所は広い。現職員である僕ですら、どこになにがあるのかを全て把握できていない──片かたっ端ぱしから襲しゆう撃げきしていたら冗じよう談だん抜ぬきで日が暮れる。けれども、研究所の実験室やセキュリティを全て一いつ括かつ制せい御ぎよする──管制塔を押さえれば話は別だ。

　研究所の掌しよう握あく。その狙いを裏付けるように──僕たちが管制塔の中枢フロアに辿たどり着つく前に、特例捜査局リーアの連中と幾いく度ども交戦する羽目となった。羽目になったけれども。

「──珍めずらしい顔ぶれですね」

　いざ、中枢フロアに足を踏ふみ入れたら、たった一人の男に出で迎むかえられた。

　その部屋は薄うす暗ぐらかった。何台も並ぶコンピュータと、その前に並ぶ空席。職員は一人も見当たらず、一ひと際きわ大きいモニターが、幾いくつも句切った枠わくの中に、研究所の隅すみ々ずみを映しだしていた。監かん視しシステム──そこには、今のこの部屋の光景すら映っていて。

　モニタリング器材の輝かがやきを背に受けて、男──ユリアヌス捜査官は相好を崩くずした。

「風峰研究員に天之河室長、それに『舞姫』風峰ハル……」

　ユリアヌスさん──いや、ユリアヌスは、最後の一人を呼ぶのに間を置いてから、

「……そして、リノン君。昨日から連絡が取れませんでしたが、元気そうですね」

「ええ、長官が出した私の捕ほ縛ばく命令も、大したことはありませんでしたから」

　リノンの口ぶりは内容とは裏腹に平へい淡たんだ。長官……そう、リノンは呼んだ。今までは、てっきりただの捜査官かと思っていたけれど、この分だと──

「それはなによりです。こうして会えて嬉しいですよ、リノン君」

　そこで微笑むユリアヌスは、特例捜査局リーアの長──襲撃作戦の指揮官ということになる。

「──ユリアヌス・シルベスタ捜査官」

　相手との距きよ離りを維い持じしたまま、美陽さんが言った。

「貴方あなたが、この特立研究機構を強襲した指揮官──それで間違いないね」

「はい。相そう違いありません」

　対するユリアヌスは落ち着きを崩さないまま、

「先の連続失しつ踪そう──失礼、連続誘ゆう拐かいの実行役として、つい昨日まで指揮を執とっていました」

「……随ずい分ぶん、あっさりと認めるね」

「この状況では隠かくすほうが不自然ではありませんか？」

　そう言って、ユリアヌスはくつくつと肩かたを揺ゆらした。面白がるように。初めて会ったときとはまるで印象が違う。でも、演技をしているようには見えない。むしろ──

「合同調査のときから、ずっと隠し通してたんですね」

　僕は駆動銃ランゲージの銃じゆう口こうをユリアヌスに突きつけた。それでもレンズ越ごしの相手は動じない。

「風峰研究員には撃うてませんよ。武装研究員は人を撃てない」

「……でも、こうやって話を聞き出すことくらいはできる」

　半分は嘘うそだ。ユリアヌスの腰こし元もとにあるホルスター──そこに収まる駆動銃ランゲージさえ奪うばえば、話を聞きながら隙を窺うかがう必要はなくなる。ただ、もう半分は事実でもある。

　ユリアヌスは自然体のようでいて──驚くほど、隙を見せない。

「政府が誘拐事件を起こして、なにをしようとしていたかくらいは」

「聞き出しますか？　それにしては物ぶつ騒そうですね……なにか気に障さわることをしましたか？」

　言葉の意味がわからなかった。ユリアヌスは優しげに微笑んでいて、冗じよう談だんや嘘を言っている気配はない。ごく真ま面じ目めに、心の底から──

「国には不要でしかない学生に、わざわざ奇き跡せきを分け与あたえていたのですよ」

　狂くるっている。そう、本能的に悟さとった。ユリアヌスは誇ほこらしげに続ける。

「思考昇華パラダイムシフトを使えない人間は大勢います。その中から、特別才能がない学生を選び、私たちの手で奇跡を与えた──国家に必要な人間として生まれ変わらせました。そのために、涙晶輸送路まで使って、用意した専用の施し設せつまで運びこむのには骨が折れましたが」

　────はやく、うまくならないと。

　思い出すのは、意識の混こん濁だくした日ひ守もり司つかさだ。彼女は脳になんらかの操作を受け、強制的に思考昇華パラダイムシフトの素質を開花させられていた。ずっと不思議だったんだ。脳に影えい響きようを及およぼすほどの施せ術じゆつ──そんなことを出来る相手が、いったい都市にどれだけいるのか。

　どれだけ、どころの話じゃない──都市そのものが、相手だとしたら。

「……そうやって、日守司のことも？」

　絞しぼり出すように声を出すと、ユリアヌスは一瞬、不思議そうな顔をしてから、

「日守……ああ、施設を脱だつ走そうした少女ですか。ええ、彼女は一段と出来が悪かった──適性試験の際も、過度な緊張に身体からだを硬くしていましたね。それが施術後の意識にも影響を及ぼしたようですが……それでも、彼女は素質を得たはずですよ？」

　なにか問題でも──そう、まったく疑問を抱いだいていない様子だった。

　露ろ悪あく的な振ふる舞まいじゃぁない。自分が正しいと確信している、歪ゆがみのない雰囲気。

「……受け付けない理論だね」

　美陽さんが背中の狙撃銃を揺らした。仕草だけで業ごうを煮にやしているとわかる。

「本人の意思なくして行いは意味を成さないよ。そこまでしてなにがしたかった？」

「したかった──ではなく、するのですよ」

　ユリアヌスはまるで取っておきの手品を披ひ露ろうするように破顔した。

「才能のない学生を集め、育て、鍛きたえ、完成させる。それは都市の新たな力となる。純白の花瞳エルダーアイリスを攻こう略りやくするに足る、強力な武力──我々は、特立研究機構となるのですよ」

　──今度こそ、開あいた口が塞ふさがらなかった。

「……研究所を、乗っ取るつもりですか？」

　停てい滞たいした空気を変えたのは、この状況でも落ち着きを崩さない姉さんだった。

　一線から退しりぞき、駆動銃ランゲージを持たずして──それでも姉さんは、ユリアヌスと相対する。

「こうして今、研究所を襲撃したのも……その一いつ環かんですね」

「──さすがは『舞姫』」

　ユリアヌスが賞賛の声こわ音ねを響ひびかせた。

「その通りですよ。本来であれば、このような強きよう硬こうな手段に出るつもりはなかったのですが……我々が『武力』を完成させる前に、事件の真相に近づかれてしまいましたからね。特立研究機構とは、政府らしく政治的に顔を合わせるつもりでしたが」

「やむなし……とでも言うつもりかい？」

　美陽さんの睨にらみにも、ユリアヌスはまったく動じず、

「いえ、いずれは特立研究機構の設備ごと吸収する手て筈はずでしたから。遅かれ早かれこうしていましたよ。貴方たちには──この『鶺鴒』は任せられない」

　そこで初めて、微び笑しよう以外の感情を見せた。

　熱に浮かされたような──攻こう撃げき的な、獰どう猛もうな笑みを。

「今の『鶺鴒』は弱い。武装研究員の総力がすなわち都市の力となる今、特立研究機構はあまりに脆ぜい弱じやくです。先の『夜明けの危機』がその証明──残留体の一いつ斉せい侵しん攻こうを許し、この都市を壊かい滅めつ寸前にまで落とし込まれた」

「……それは」

　先月の事件で、確かに『鶺鴒』は大きな打だ撃げきを受けた。街中には今でもその爪つめ痕あとが残っているし、あの一件で出た死傷者の数だって決して少なくはない。

　そして、その被ひ害がいをなにより大きく受けたのは──『鶺鴒』政府だ。

「もう任せておけないのですよ。私たちが、我々が貴方がたの代わりに残留体を討うち滅ほろぼしてみせます──安心してください。そのための学生、そのための適性試験ですから。残留体という都市の脅きよう威いは全て、我々が一いつ掃そうしてみせます！」

　ユリアヌスの熱が異様なほどこもっていく。知っている。ある感情を──上書きするためだけに、狂きよう気きに身を落とす。これには覚えがある。同じだ。



    

  
    
      　かつて、姉さんを傷つけた恐きよう怖ふから逃のがれようと──無茶を繰くり返した、僕と。

「……怖こわいんですね」

　不意に、姉さんが静かに言った。どことなく悲しそうな表情で。

「残留体にまた襲おそわれるのが怖いんですね。残留体に対たい抗こうできるのは、武装研究員だけ……この研究所だけですから。だから、ここを奪おうとしてるんじゃありませんか？」

　正体がわからないものは、怖い。

　相手がなにかを知らなければ、どうやって対処したらいいかわからない。自分の感情に戸と惑まどうことも、先の見えない未来に怯おびえることも、現実的な脅威である残留体に恐おそれを抱くことも──全部、根っこの感情は同じだ。

　未知。それの対処法は、逃にげるか、立ち向かうか、あるいは──

「──残留体は害悪だ！」

　ユリアヌスがふっと表情を荒あらげ、吠ほえた。

「連中は研究する価値すらない！　ただ涙晶を生やすだけの生物──我々の生きる糧かてである存在に、何な故ぜ命を脅おびやかされる必要がある！　そんな必要はない……我々が強くなればいいっ。お前たちよりも強力な、残留体を殺して殺し尽つくす武力を持てばいい！」

「……黙だまれ」

　引き金にかかる指を、押し止とどめるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　僕はレンズ越しにユリアヌスをきつく睨みつける。

「残留体が害悪？　誰だれがそんなこと決めた」

　脳裏に、ほのみの笑顔が浮かぶ。明るく優しくて、時折天然で、自らが残留体であるか人であるかを悩なやんでいる、少女の笑顔がちらつく。

「残留体は人と対等な存在だ。僕たちは涙晶を奪うために残留体を殺している──怖いから、仕方ないから銃じゆうを向けているわけじゃない」

　そうじゃなきゃ──僕は、残留体にも、ほのみにも顔向けできない。

「そういうことだよ、シルベスタ捜そう査さ官かん」

　美陽さんが背中の狙そ撃げき銃じゆうを脇わきに構え、ユリアヌスに突つきつけた。

「自分たちは残留体に勝つため、彼らを研究している。対等な生命として認識した上で、自身の尊厳をかけて戦っているのさ。恐きよう怖ふ心しん故ゆえに、残留体を理解しようともしない──貴方たち政府に、この研究所を渡わたすわけにはいかないよ」

　それははっきりとした宣告だった。ユリアヌスの眉み間けんが感情に震ふるえる。

「……理解できていない……あれは化け物だぞ……」

　その声は怒いかりに染まっていた。激情に任せて行動を取ってくるか──そう、身構えていると、すっとリノンが横から歩み出た。そのまま、一言。

「長官。一つ、質問が」

　ユリアヌスの表情が怪け訝げんそうなものに変わった。膨ふくれ上がっていた怒ど気きがしぼむ。

　マイペース──リノンの続く言動もまた、そうだった。

「何故、誘拐に及ぶ際、涙晶管理局という名前を偽ぎ装そうに使ったのですか？」

「……そんなことですか」

　ユリアヌスが呆あきれたように口元を吊つり上げた。口調が戻もどっている。

「都合が良かったからですよ。ありもしない都市伝説の名前は使い勝手が良かった──それに、涙晶輸送路を使った計画でしたからね。丁度良いでしょう」

「……そうですか」

　心なしか、リノンの声が冷たく聞こえ──次の瞬しゆん間かんには、リノンが地を蹴けっていた。ユリアヌスの眼前──驚きよう愕がくに染まる彼の顔面を、リノンの拳こぶしが正確に捉とらえる。どんっ、という音を立てて、ユリアヌスが背中からモニタリング器材に突っ込んだ。

　──驚愕の合間はどれくらいだったのか、リノンがユリアヌスを見下ろす。

「最後の最後で失望しました。さようなら、これで貴方の計画も頓とん挫ざですね」

　そう言って、駆動銃ランゲージを構えた。その照準の先は外れることなく、ユリアヌス。

「り、リノン、ちょっと待って！」

「──私が、」

　ふと、ユリアヌスがよろよろと身を起こした。リノンの拳は相当強きよう烈れつだったのか、まともに立てないらしく、モニタリングの台に手を突いている。

　それでも──ユリアヌスは口元を歪め、その指先で、

「……なんの用意も、してないと思いますか？」

　ぴっ──と、手元の器材に触ふれた……そう、気づいたときには既すでに遅おそかった。

　大型モニターが薄うすく光る。一六等分された画面が表示され、その一つ一つが──実験室を映し出していた。あれは……培ばい養よう器？　中に眠ねむるのは──残留体？

　がしゃんっ、とモニターから音が鳴った直後、培養器の蓋ふたが勢いよく外れ。



　一六の画面に映る、残留体が──一いつ斉せいに咆ほう哮こうを上げた。



「っ──ユリアヌスっ」

　真っ先に反応したのは僕だった。ユリアヌスが低く笑い、

「……実験室のロックを解除しました。これで……ここは、残留体の巣そう窟くつとなる」

　皆の注目を受けて歓かん喜きするかのように、大きく両手を広げると、

「身をもって知るといい……あれを生かし、研究することの愚おろかさを」

　──残留体の恐怖を、知るがいい。そう、呟つぶやいた。

「馬ば鹿かなことをっ……」

　苦々しげに呟き、美陽さんがモニタリング器材に触れた。焦あせった手つきで操作するその横では、姉さんがいつになく厳きびしい表情で画面と向き合い、指でキーを叩たたいている。

「……だめです。全個体、もう制せい御ぎよを離はなれています」

　姉さんが短く言うと──遅おくれて、部屋中に警報が鳴なり響いた。非常アナウンスは流れない。それを告げる職員すら、この制圧された研究所にはいない。

　きん──と、そのとき、警報の音に逆らうよう、硝子ガラスが砕くだけるような音がした。

　見れば、リノンが引き金を絞しぼり──水すい晶しようの檻おりが、ユリアヌスを覆おおったところだった。檻の中の彼は、言うことを言って気を失ったのかぐったりとしている。

「……やってくれた」

　それだけ呟いてから、リノンが未だモニターを操作する美陽さんに訊たずねる。

「天之河室長、状じよう況きようは？」

「……極めて切せつ迫ぱくしているよ」

　ふぅ、と顔を上げた美陽さんは、緊きん張ちよう感かんを滲にじませつつも冷静だった。

「全一六体の実験個体である残留体が脱だつ走そうした。モニタリングする限りでは、活動状態のまま行動している。そのうち、通常個体が一五──《羽はね憑つき》が一体だ」

「《羽憑き》までいるんですかっ？」

　思わず声が漏もれてしまい、語ご尾びを荒げないように押さえた。《羽憑き》──残留体の中でも強力な生命力と、その証あかしとして巨きよ大だいな羽を持つ個体。

　その危険性は我らが室長もよく知っているはず。美陽さんは思案するように顎あごに指先を当てていた。警報が鳴り響く中、目をじっと閉じ……唇くちびるがそっと開く。

「──残留体を一掃しよう」

　告げられた答えは、予測済みのものだった。

　特別派は遣けん調査室の室長たる美陽さんは、これ以上なく厳しい顔で続ける。

「時間がないから手短にいくよ。これからここにいる武装研究員で残留体を駆く除じよする。対象は一六と多勢だ。特例捜査局リーアの襲しゆう撃げきを受けた直後でもある──動ける武装研究員は少ないと思うけれど、現場で見つけ次第、協力して駆除に当たって欲しい」

「では、私はここで全体の連れん絡らくを担当しますね」

　戦えない身体からだの姉さんが、早速、モニタリングの席に座ると、器材を手て際ぎわよく操作していく。その対応の速さに目を瞠みはる──一線を退いたとはいえ、『舞まい姫ひめ』は健在だ。

　二人は、と美陽さんが僕とリノンに目を向けた。

「だいだいやじるしも残留体の駆除に向かってくれるかい？　クリスベル捜査官は……」

「残留体戦せん闘とうの経験はありませんが、足止めくらいなら」

「済まないね。君は本来、研究所の人間ではないけれど──この状況を突とつ破ぱしないことには生き死にに関わる。協力して事に当たって欲しい」

　そこまで言われて、僕はようやくある可能性に気づいた。はっとする。

「研究所の職員は!?」

「それなら問題ないよ。ここに来る前に確認してきた。どうも、地下シェルターに閉じ込められているらしいね。特例捜査局リーアの仕し業わざだろうけれど──この状況には幸いした。しばらくは持もち堪こたえてくれるはずだよ」

「そう……です、か……──」

　ちりっ、と頭の隅すみで思考が巡めぐった。閃ひらめきとは違ちがう……予感のような、直感。それも嫌いやな類のものだと、やけに速い鼓こ動どうが教えてくれている。

　なんだ？　地下シェルターに逃げ込んだのなら──安全、なんじゃ。

　────……あたしも待ってなくちゃだめ？

「っ、ほのみたち！」

　僕はモニターと向かい合う姉さんに叫さけんだ。

「姉さんっ、今、地下……一一階あたりに残留体っているっ？」

「一一階ですか？　はい、確認します……」

　ややあって、息を呑のむような声が聞こえた。姉さんが厳しい顔で僕に振ふり返る。

「一体──例の《羽憑き》がすぐ上層の地下一〇階にいます」

「っ、美陽さん！」

　名を呼んだだけで意図は伝わったらしい。美陽さんが素早く頷うなずいた。

「わかった。君は直行して。自分は各階の残留体を一掃してからいく」

　返答だけ聞いて、僕はすぐさま管制室から飛び出した。後ろから足音が続く。

　すぐ横に並んだ少女は、駆かける足を止めずに言った。

「足止めくらいなら手伝えるから」

「……お願いっ」

　短く答えて──僕は地下への階段を急いだ。

　間に合ってくれ。そう、祈いのるように呟いて。



    

  
    
      　第五章　背中越ごしの温もり　─Don't be Afraid─






「ほのみっ、ノボルっ！」

　駆けつけた地下道への入口は、木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいされていた。

　ひどい有様だった。涙るい晶しよう輸送用の列車は全て、薙なぎ倒たおされたように転がっていて、うち幾いくつかは既すでに火が回っている。格納庫は半分以上が大破していて、そこに繋つながる線路はひしゃげたように曲がっていた。膝ひざが、崩くずれかける。

「……ほ、のみ？」

「よく見て、風かざ峰みね君」

　リノンが声と共にある方角を示した。格納庫の一室──シャッターの陰かげに身を潜ひそめている、二つの人ひと影かげが見える。認めた瞬間、僕は駆かけだしていた。向こうの一人が、こちらに気づく。もう一人もこっちを見た。走ってくる。緋ひ色いろの髪かみがふわっと揺ゆれて──

「──とうやくんっ」

　胸の中に飛び込んできた。僕は慌あわてて足を踏ふん張ばってから、その顔を覗のぞき込んだ。

「ほのみ、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　んっ──と、頬ほおに煤すすを残したほのみが、力強く頷うなずいた。

　僕を見つめる瞳ひとみが少し、赤い──多分、煙けむりの影えい響きようじゃぁないんだろう。

「とうやくん、怪け我がしてない？」

「それ、こっちの台詞せりふだって」

　僕は苦笑しつつほのみの頭を撫なでた。その後ろからノボルが慌てて駆け寄よってくる。

「橙とう矢やっちっ、無事か!?」

「うん、なんとかね。ノボルたちこそ、よくこんな有様で……」

　辺りを見み渡わたせば、破壊しつくされたターミナルだ。どう考えても尋じん常じようじゃないけれど──この状じよう況きよう下かにおいては、その理由も自おのずと絞しぼられてくる。

「八はち王おう寺じ君、ここに残ざん留りゆう体たいが？」

　リノンが大破した列車を見み遣やる。おぉ、とノボルがはっとしたように応じた。

「ついさっきな。警報が鳴ってたから、まぁ大体の予測はつくが……いや、今はいっか。んなことより、このまま放っておくとやべぇぞ」

　ターミナルは既に火が回っている。ここから早く離れたほうがいいと、そういう意味かと思っていたのだけれど。ノボルの表情は予想以上に厳しかった。

「さっきの《羽はね憑つき》、向こうに真っ直ぐ抜ぬけていきやがった」

　向こう──涙晶輸送路の奥を眺ながめて、すぅっと胸に冷たいものが落ちた。真っ黒に続くあの線路の先は、僕たちが通ってきた──都心部に繋がっている。

　残留体の性質は獰どう猛もうだ。もしも、地下から地上に抜け出したりでもすれば──

「……っ、追わないと！」

「で、でもどうやって？」

　ほのみが慌てる理由は痛いほど理解できた。周囲にあるのは、炎えん上じようした列車とひしゃげた線路──どれもまともに動きようがない。思わず歯は噛がみする。

「──案外、それが狙ねらいだったのかもしれない」

　リノンが静かに呟いた。その目線は地下道の奥──《羽憑き》の去った方向に。

「残留体がここを通るだけなら、わざわざ列車や格納庫まで破壊する必要はないもの。自分を追ってくる手段を潰つぶした──そうしても不思議はない」

「……相手は《羽憑き》だからってこと？」

　残留体は強力になるにつれ、思考形態が複雑に発達する。《羽憑き》は残留体の中でも上位の存在──逃とう走そう経路を塞ふさぐだけの頭が回っても、確かに不思議はないのだけど。

「……もう、追う手段が」

「あるっちゃぁあるみたいだぜ！」

　ノボルの声が遠くから聞こえた。見回してみれば、半はん壊かいした格納庫の傍そばに姿がある。こっちきてみ──そう呼ばれていってみると、意外なものが目に飛び込んできた。

　前方に一輪、後方にも一輪が付いた──それ。かなり大きい。黒を基調とした外観は、煤などで汚よごれているものの、目立った傷や破損は見当たらない。

　バイク──かと思ったけれども、正確には違う。

「これ……ハードサイクル？」

「あぁ、純白の花瞳エルダーアイリスの探たん索さく用だな。かなり前の型番だから、大方使われなくなって放置されてたんだろ。橙矢っち、これなら乗ったことあるんじゃねぇか？」

　純白の花瞳エルダーアイリスの探索は長期に及およぶこともある。塔とうの内部が足で歩き回るには広すぎることもあって、こういった移動手段を用いることがよくある──つまり。

「……すぐにでも動かせる？」

「多分な。動力源が腐くさっちまってるが──」

　ノボルが車体を確かめている間に、僕はハードサイクルの座席に滑すべり込んだ。使われなくなったとはいえ、今まで数々の人間を乗せてきたそこは、不思議としっくり馴な染じむ。

「うっし、これなら動きそうだな……橙矢っち、ほれっ」

　ノボルが急になにか投げてきた。ぱしっという音と共に掴つかむ。うぃぃん……と、見慣れた卵形の球体が、二本指のアームでピースの形をつくっていた。え。

「ノボル、これヘルメットじゃなくてネスティ！」

「知っとるがな。じゃなくって、そいつを中央の窪くぼみに填はめてみ。へこんでるところあんだろ？　そこが動力源なんだが、ネストシリーズの初期型なら代用利きくはずなんだよ」

「……窪み？」

　言われた通りに、それっぽいところにネスティを収めると……すっぽり填はまる。きゅうぃん、と卵形の球体が青色に輝かがやき──突とつ然ぜん、車体が揺れ始めた。げ。

「こ、故障っ……？」

「エンジンかかっただけだっつの。橙矢っちって結構、機械弱いよな」

　そう言われつつ、アクセルを吹ふかしてみると……どぉんっ、と轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。げ。今度こそ、本当に故障かと思ったら──背後に嫌な気配を感じた。覚えがある。

　研究所への入口。強引に破壊されたそこから──ぬっ、と残留体が姿を現した。

　それも、そこそこ羽の大きい、二体。

「っ……こんなときに！」

　悪態が自然と口を衝つき、座席を離はなれようとしたら──すっ、と人影が、制するようにハードサイクルの前に立った。背中が火の手に煽あおられ、真っ赤に輝く。

　赤色の──特例捜査局リーアの制服。

「いって、風峰君」

　そう言って、リノンが駆動銃ランゲージを構えた。まるでもなにもなく、僕と残留体の間に立ち塞がるようにして。口を開こうとしたら、リノンの横顔が少しだけ、こちらに傾かたむく。

「私じゃ《羽憑き》は倒せないから」

「っ、でも残留体が相手だって……！」

「足止めくらいはできる。そう言ったでしょう」

　人には強く残留体には弱い──それが、リノンの思考昇華パラダイムシフトのはずなのに。

「あれは──私が処理する」

　リノンは残留体に駆けていくことで問答を終わらせた。咄とつ嗟さに止めようとして──僕は首を振って、目の前のハンドルを握にぎる。とんっ、という衝しよう撃げきが背中にあった。

「……ほのみっ？」

　見れば、ほのみが僕の胴どうにきゅっと腕うでを回していた。顔を寄せてくる。

　意思と覚かく悟ごを滲にじませた──意を決した表情で。

「あたしもいくっ」

「っ、だめだって！　ここに残ってれば安──」

「もう、待ってるだけはやだから！」

　がつん、と頭を殴なぐられたような衝撃を受けた。危険なところにはいかせたくない──危ないから。それは僕の本心だ。でも、ほのみの本心もまた、別にあるのだとすれば。

　連れていきつつ──守ればいいのだとすれば。

「──わかったっ」

　僕は一度、ぐっとハンドルを力強く握って、

「しっかりつかまってて！」

　ほのみの存在を背中に感じながら、アクセルを目め一いつ杯ぱい踏ふんだ。

　きん、きん──と、硝子ガラスの砕くだけるような音を、背後に聞きながら。



　重厚な排はい気き音が轟とどろき渡わたる。

　ハンドルをきつく握りしめ、僕は線路のすぐ脇わきを疾しつ駆くしていた。

「ねえ、とうやくんっ。追いつけそうっ？」

　ほのみが声を張り上げた。風を切る音がうるさくて、大声でも擦かすれて聞こえる。

「多分っ。この速度ならすぐにでも追いつけると思う──」

『聞こえっか、橙矢っち！』

　突然、すぐ傍から声が響いて、僕は危うくハンドルを滑らせかけた。車輪が跳はねる。ひゃぁっ、と背後から驚おどろいたような悲鳴が上がる。あぁ、ごめんほのみ！

「って……今、ノボルの声が」

『あぁ悪わりぃ、驚かせちまったか』

　今度こそはっきり聞こえた。音源はすぐ近くだ──なんとなく、車体の中央に填った卵形のそれから流れている気がする。ネスティ。僕は声を強くする。

「ノボル？　ノボルが喋しやべってるのっ？」

『おぉよ、正しよう真しん正しよう銘めいのノボルさんだぜ。今、携けい帯たいからネスティにかけてる』

　ネスティが携帯代わりにされていた。いや、まぁすごいんだろうけど……。

『そっちどんな感じだ？　まだ、《羽憑き》は見つけてねぇか？』

「うん、まだなにも！　そっちは？」

『リノンっちが丁度、残留体を二体まとめて檻おりにぶちこんだところだな。もうそろそろ、上の階の残留体も倒しにいくかもしんね』

　どうやら上手くいったらしい。胸むねを撫で下ろしていると、ちょっと待ってろとの声がネスティから飛んできた。それっきり雑音になり──しばらくしてノボルの声が戻もどる。

『──うっし、捉つかまえたぜ。今、ネスティを介かいしてそっちの位置を特定した。もう大分進んでんな……橙矢っち、意外とスピード狂きようか？』

「急いでるからだよ！　っていうかネスティすごいね……」

『オレの自信作だからな。んなことより、そっから先はしばらく一本道だ。今の速度でいきゃぁ、どんなに足の速はえぇ残留体でも、どっかで追いつける──』

「っ、見えた！」

　ノボルの口上を断って、僕は遠くの『それ』を認めた。

　黒い点が徐じよ々じよに大きくなる。大きな涙晶の羽。人のような形の──《羽憑き》だ。

　四よつん這ばいで地を駆かけている。相当な力ちから業わざで動いているのか、近づけば近づくほど踏み鳴らす音が大きくなり、その揺ゆれで車輪が不規則に跳ねた。

「っ……はた迷めい惑わくなっ」

『かなりの大型か？　後追いじゃ不利も不利だからな……なんとかして動きを止めるしかねぇぞ。橙矢っち、向こうに気づかれんなよ！』

　そう忠告してもらった、直後だった。

　猛もう然ぜんと駆ける《羽憑き》が──その足を止めず、首だけでこちらを振ふり向むいた。顔は真っ白な、仮面のような物体で覆おおわれている。その姿は異様の一言で、背中からほのみの悲鳴が上がる中、僕は咄嗟の反応に遅おくれた。

《羽憑き》が後うしろ脚あしを強く蹴けり上げ──線路の破片らしき物体が飛来してきたのに。

「っ──！」

　ハンドルを切って車体を滑らせる──と、耳先を金属片が掠かすめた。心臓がぎゅっと縮み上がるも、顔を前に戻せば、幾いくつもの瓦が礫れきが既すでに弾だん幕まくを張っている。

　当たっても再生できる──そう考えてから、背中の温もりを思い出した。

「こっの──！」

　小刻みにハンドルを切って、蛇だ行こうするように車体が踊る。飛礫つぶてがフロントフレームを掠め、金属片が肩かたを抉えぐり、鉄てつ塊かいが頭の──すぐ横を飛んでいった。

『──橙矢っち、その先は分ぶん岐きだっ、左は直行、右は行き止まり！』

　了りよう解かい、と声にして返す余力は、既になかったのだけれど。

　分岐路が迫せまり──《羽憑き》が大きく飛とび跳ねた。重心をずらし、巨きよ大だいな体たい躯くが向かった先は……右方。僕は一際、アクセルを強く踏ふみ込んだ。右に折れる。

　行き止まり──果たして、その情報は正しかった。

《羽憑き》がまごつくように足を緩ゆるめる──今いま更さら行き止まりに気づいた相手は、はっとして後を追う僕に振り向き、逡しゆん巡じゆんするような素そ振ぶりを見せた。僕はハンドルから右手を離して、腰こし元もとのホルスターに触ふれると、中身の銃じゆう把はを握った後、突つき出すようにして構える。

　やがて、《羽憑き》がゆっくりと足を止め──どんっ、と。

　真上へ──跳とんだ!?

　目だけで追う。《羽憑き》は跳ちよう躍やくした勢いそのまま、衝しよう突とつするようにして──天てん井じようを突き破やぶった。破れた穴からは、地上の光と──無数の瓦礫が降り注いで。

「──っ!?」

　力の限りブレーキを踏みつつ、僕は銃じゆう口こうを真上へ向けた。がらがらと音を立てて降り注ぐ、大小様々な岩がん盤ばん──それらに狙ねらいを定さだめ、引き金を絞しぼる。

　ふわっ、と銃口から花はな片びらが散り……花はな吹雪ふぶきが吹き荒あれた。

　純白のそれとはものが違ちがう──一枚一枚に光熱を宿した、熱量の塊かたまり。圧あつ倒とう的てきな火力は、落下する岩盤を丸ごと呑のみ込み、一いつ瞬しゆんの末に焼しよう却きやくして──消却する。それでも。

　がんっ、と初めから地面に転がっていた岩石には気づけなかった。

　車輪が浮うく。フレームが唸うなるように軋きしみ、ハンドルから手が離れて──車体が転てん倒とうした。

「っ──っ！」

　咄嗟に背の少女を抱だきかかえ、宙に放り出された。滞たい空くう……衝撃。景色が何度も何度も回転し、平へい衡こう感かん覚かくと痛覚までをも忘れた頃ころ、ようやく僕の身体からだは止まってくれた。

　初めに取り戻した感かん触しよくは、胸の中で身を固くする少女の温もりだった。

「……ほの、み……」

「ん……？　っ、とうやくんっ？」

　ほのみがぱっと目を見開いた。見つめられる。その瞳ひとみの縁ふちに水すい滴てきが溜たまっていくのを見て、頭を撫なでるだけの余力はなかったので、苦笑だけでも浮かべておいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ……もう、再生し始めてるから」

『──おい、橙矢っち……どうなったっ、おい──』

　遠くでノボルの声がしていた。よろよろと身体を起こす。心配するほのみをよそに、周囲に目を向けてみれば──煙けむりを上げたハードサイクルが遠くに転がっていた。

　ふらつく足取りで歩み寄る。中央にいるネスティは、まだ青く点てん滅めつしていた。

「ノボル……聞こえる？」

『っ──ふぅ、ひやひやさせんなっつの。すげぇ音してたぞ今！』

　ネスティ越ごしに安あん堵どのため息が聞こえた。

「ごめん。ハードサイクル、壊こわしちゃったかもしれない」

『んなことどうだっていいって。ほのみちゃんも無事なんだろ。滑すべったのか？』

「うん。《羽憑き》が天井を破って飛んじゃって」

　は、という声が途と切ぎれた。ノボルも驚いているらしい。

『天井って──っ、おいやべぇぞ！　その上、オレたちの学園だ！』

「……え？」

　反射的に、遥はるか頭上を仰あおぎ見る。ここからじゃ青い空しか見えない──ただ、どこか遠くで……悲鳴のような声が連れん鎖さしている気がして。胸がすぅっと鋭するどく冷えた。

　あそこには、沢たく山さんの生徒が────つばさが、いる。

「っ──上にっ」

　いかなくちゃいけない。でも周りを見み渡わたしたところで梯はし子ごの類は見当たらない。どこにも、なにも。天井の開いた大穴は、ぽっかりと空を見せているのに──届かない。

　あんなにも遠く──でも見える場所に、つばさがいるのに。

「あんなところにっ……」

「いけるよ」

　とうやくん──と、声が届き。見れば、ほのみが優しげに微笑ほほえんでいた。

　僕の傍そばに寄より添そうようにして、天井を──切り取られた空を、見上げて。

「ううん、いかせてみせる……あたしも、とうやくんの役に立ってみせる」

　だから、と僕に見せたその笑顔は、どこか晴れ晴れとしていた。

「あたしのこと、見ててくれる？」

「……ほのみ？」

　問い掛かける声に返答はなかった。ただ、ほのみがきゅっと僕の指先を握にぎって。静かに……瞼まぶたを、閉じると。その緋ひ色いろの髪かみが風に揺れて。それらをかき分けるようにして。



　ふわっ──と、涙なみだ色の光が羽のように伸のびた。



　羽のような光が、空からの日差しを受けて、きらきらと輝かがやいている。光の雫しずくを散らしながら、少しずつ、少しずつ光量を増していって──ぱっ、と跡あと形かたもなく消えると。

「……えいっ」

　ほのみが空に手を伸ばした、その指先から──涙色の光が、一気に放たれた。

　光は宙に伸びると、綺き麗れいな螺ら旋せんを描えがいていく。ぐるぐると滑るように回っていき──その終着点は、天井に開いた大穴の縁。地下と地上を結ぶ、光の筋。

　それは、日差しを受けて輝く──地上にまで続く、長い階段だった。

「ん……よく出来た、かな？」

　ほのみが満足そうに頷うなずいていた。その頭からはもう、羽のような光は伸びていない。

　ぼうっと。僕は惚ほうけたまま、ほのみに訊たずねた。

「……ほのみ、今のって」

「んっ。あたしの初、思考昇華パラダイムシフトですっ」

　ほのみが笑みを咲さかせた。そうだ。思い出す。ほのみの頭の中には、僅わずかだけれども──《羽憑き》だった頃の、涙晶の羽が残っているんだ。僕の再生と同じように、残留体の力と同じように──人には出来ない、駆動銃ランゲージを使わない思考昇華パラダイムシフトが出来る。

　それが、ほのみにとってどんな意味を持つのか──ずっと気になっていたけれど。

　とうやくん、と僕を呼んだほのみは、とても嬉うれしそうにしていた。

「あたしね、今まで自分が残留体なのか人なのか、ずぅっとわからなかったけど……今はね、こういうことが出来てよかったなって思うよっ」

　それが、ほのみの本心なんだと──笑顔から、悟さとれた。

「……そっか」

　僕はほのみの髪をくしゃくしゃと撫でる。ほのみはしばらくくすぐったそうにするも、思い出したように転倒したハードサイクルへ駆け寄った。ごそごそとなにやら漁あさる音。

「んと、ねっちゃんだけもってけばいいかな……？」

　そのまま、ネスティを胸に抱かかえて、とたとたと僕の元に戻もどってくると、



    

  
    
      「これでいいかな？　いこっ」

　手を差し出してきた。小さな、けれども意志のある立派な手。

　もう、危ないからという理由だけで──遠ざけては失礼な、その手を。

「……ありがとう、ほのみ」

　出来る限りの、目め一いつ杯ぱいの感謝を込めて。

　僕はほのみの手を取り──光の階段に、足をかけた。



　大穴を抜ぬけた先は、校舎の真ん前だった。

　落らく盤ばんの影えい響きようか、足あし下もとの地面は蜘く蛛もの巣す状にひび割れている。有様はひどく、建物が倒とう壊かいしないのが不思議なくらい──その疑問を消し飛ばすように、断続的な悲鳴や怒ど号ごう、絶ぜつ叫きようといったあらゆる叫さけびが……生徒たちの逃にげ惑まどう姿と一いつ緒しよに、飛び込んできて。

　今まさに、校舎の壁を殴なぐり壊した、《羽憑き》の姿も──目に映った。

『────』

　腕うでを振ふり抜いた《羽憑き》が、緩かん慢まんな動きで首を真下に向ける。目の類はない、仮面のような面おもてが、すぐ足下の──腰こしを抜かして呆ぼう然ぜんとする、女子生徒に固定された。

　ゆっくり。巨きよ大だいな腕が、ゆっくりと振りかぶられ……鋭く、唸る、

「──吹ふっ飛とべ！」

　よりも早く、僕は生徒の前に飛び込んで、駆動銃ランゲージの引き金を絞った。

　ほぼ真上に向けた銃口が、光を噴ふく。目を灼やく、閃せん光こう──花吹雪が《羽憑き》の腕を呑み込み、一瞬の後、真っ白な水蒸気に変えた。むっとした熱風が前まえ髪がみを揺ゆらす。

『──、────！』

　絶叫に似た轟とどろきを残して、《羽憑き》が後ろに跳びすさった。膝ひざを折り曲げて地を蹴ける。それだけ見れば、えらく人間らしい動作だ──でも、その身が既き存そんの生態系からは大きく外れていると、僕はこの身をもって知っている。

　大きく、距きよ離りを取った《羽憑き》の──肩かたの、付け根。

　どろどろしたものが流れ落ちるそこから、涙色の光が奔はしる。目ま映ばゆい光量はたちまち、人間でいうところの肩から肘ひじ、腕から指の先にまで伸び──傷一つない肉体を形作った。

　再生能力。その場に残り、留まる肉体を持つ──人間とは一線を画した、特性。

　故ゆえに仕留め損そこねた。僕は銃口を跳はね上げ、再び照準を合わせる。巨きよ躯くは一瞬、強い敵意を発すると、どんっと地を鳴らして──校舎の外に駆かけ抜けていった。え。

「逃げた……!?」

　思わず声が漏もれる。いや、状じよう況きようからすれば、逃がしたのだろうけれど──残留体が、逃げた？　たとえ傷を負っても、敵と見定めた相手は真っ先に排はい除じよするはずの、相手が？

　おかしい──けれど、今は。僕はそこで尻しり餅もちをつく女子生徒に振り返った。

「大丈夫？　怪け我がとかしてない？」

「え、う、うん……」

　こくこくと頷きが返ってきた。放心しているのか、僕を見上げたまま固まっている。膝がまだ震ふるえているみたいだから、まだ自力では立てないのだろうけど──

「とうやくんっ」

　見れば、ほのみが慌あわてて駆け寄ってきた。僕は少し考えてから、

「ほのみ。この人のこと、頼たのめるかな？」

　一人にはしておけない。動けない女子生徒を見て、ほのみは意味をくみ取ってくれたのか、一つ頷いてくれるも──ふと、その表情が心配そうに曇くもった。

「……とうやくんは？」

「あれを追う。まだ遠くにはいってないはずだから」

　短く言うと、ほのみが眉まゆ尻じりを下げる。僕はその頭にぽんと手を置いた。

　これからしようとしていることを──誤ご魔ま化かさずに、伝えるために。

「あの《羽憑き》を、駆く除じよしてくる」

　──ほのみの同どう胞ほうかもしれない存在を、消し飛ばすのだと。

　ほのみは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような顔をした後──けれども、微笑んでくれた。

「ん、わかった。気をつけてね」

　────気にしないで。そう、付け加えられて。

　僕は力強く頷いてから、残留体の去っていた方向に踵きびすを返す。

「か、風峰くん……？」

　も、不意に名前を呼ばれ、足を止めた。女子生徒がよろよろと立ち上がっている。ほのみが慌てて肩を貸すも、女子生徒は、何故か──戸と惑まどったような表情を浮うかべていて。

「今の……あれ、なんとかするの？」

　──あぁ、そういうことか。

　名前を呼ばれたけれど、僕はこの女子生徒を知らない。正確には覚えていない。僕のことを知っている以上、同学年か、あるいはクラスメートですらあるかもしれないのに。

　覚えていない──あまりに長い間、僕が学園から目を逸そらしていたから。

　そんな相手だ。そんな僕から、自分たちの学園に降りかかる、その脅きよう威いを払はらうと言われても──そもそもこの状況だ、なにを言っても信じてもらえないかもしれないけど。

「うん、なんとかしてくる」

　僕は努つとめて、安心させるための笑みを浮かべた。

　楽しい、と。最近はそう思えてきた、この学園の──一人である生徒に向けて。

「だから、ほのみと一緒に逃げて。学園の外に出れば、安全だから」

　女子生徒が目を丸くしてぽかんとした。その様子に僕はほんの少しだけ苦笑して──けれども背を向けたそのときには、自然と顔が引ひき締しまった。駆け出す。

　今まで散々、放っておいてきて。なにをしようともしなかったけど。

　せめて、今──この学園を守るくらいのことはしたいから。

「……どっちにいった？」

《羽憑き》の去った方向に追うと、運動場のすぐ傍そばに辿たどり着ついた。右手には体育倉庫、プール、左手には体育館、弓きゆう道どう場じよう。幸いなことに、生徒の姿は見えないけれども──それ故に、足が止まる。あれほど大型の残留体だ。姿を見れば、誰だれかしらが悲鳴を上げるはず。

　それこそ、姿を隠かくしでもしない限り、すぐに見つかる……は、ず。

　ぴりっ、とした痺しびれが首筋を走った。僕は本能的に面おもてを上げ──いた。

『────』

　校舎の側そく壁へき。真上。四よつん這ばいで張り付くようにして、僕をじっと見下ろすそれ。息を潜ひそめるようにして、仮面のような面を持つ──《羽憑き》に。僕は銃じゆう口こうを跳ね上げる。

　──なにも、してこない？

　奇き妙みような違い和わ感かんを覚えるも、すぐさま捨て、指で引き金を絞しぼった。

　思考昇華パラダイムシフト──光熱の花はな吹雪ふぶきが、鈍どん重じゆうな巨きよ体たいを呑のみ込み、輪りん郭かくすら真っ白に塗ぬり潰つぶす。その中で、涙なみだ色の光が輝かがやいた……ような、気がした直後だった。

　ぱっ、と。花吹雪が舞まい散ちり、その向こうから──《羽憑き》が姿を現した。

　今にも溶とけ出しそうな、真っ赤に輝く……全身鎧よろいに、身を覆おおわせて。

「っ……な」

　声を継つげない一瞬が、僕の身を宙に舞わせた。《羽憑き》が跳とび、その腕が僕の身体からだの右半身を殴おう打だした──そこまでは視認が追いつき、いつの間にか景色が回転している。痛い。砂じや利りに頬ほおを削けずられて、自分が地に転がっているのだと感じた。悟った。理解できた。

　その三段階を経へて、ようやく──倒たおれたままでは危ないと、実感する。

「っ……っ、ぁっ」

　鈍にぶい痛みを堪こらえて、僕はすぐ傍の建物の陰かげに身を隠した。随ずい分ぶん、吹っ飛ばされたらしい──《羽憑き》の姿は近くには見えない。ただ、異様な気配……直感を除けば、大きな物体が動くとき特有の、空気が蠢うごめくような風を頬に覚えた。多分、そう遠くない。

　傷口の『再生』を思い描えがきつつも──正直、頭は爆ばく発はつ寸前までこんがらがる。

「……なんで、花吹雪が……」

　効かなかった。銃口は確かに火を放ち──《羽憑き》の巨体を呑み込んだ。それは確かだ。なのに……どうしてだ？　絶対的な火力で押おし潰したはずなのに。花吹雪が必殺とは言わないし、言えない──事実、初見は腕の一本しか奪うばえず、それも再生された。

　でも、今度は。じゃあ、今の一いち撃げきは──どうして、効かなかった？

「っ！」

　ふと、腰こし元もとが不自然に震えた。ぶー……という微かすかな振しん動どう音。ズボンのポケットに手を突つっ込こめば、携けい帯たいが着信を告げていた。緊きん張ちようが解ける……も、すぐに引き締まる。

　画面上の、着信表示は──特立研究機構、第一通信。通話ボタンを押した。

「……もしもし？」

『橙矢ちゃん、聞こえますか？』

　聞き慣れた声が耳元に届いた。ただ、いつもより緊張が二割増しの。

「姉さん？」

『はい、私です。研究所の通信が復旧したので連れん絡らくしています。そちらの状況を……』

　電話口で息を呑む声が聞こえた。やや間を置いてから、

『……橙矢ちゃん、負傷しましたか？』

「え、なんで」

『呼吸が少し速いです。でも、重傷ではないようですね。安心しました。橙矢ちゃんの位置は……あら、学園？　《羽憑き》が涙晶輸送路を突とつ破ぱしましたか？　交戦もしたようですが、駆除には至っていないみたいですね──あ、ごめんなさいぺらぺらと』

「……いや、報告する手間が省けたよ」

　さすがは『舞まい姫ひめ』というかなんというか。こんな状況でも苦笑が漏れた。

「結構、面めん倒どうな《羽憑き》が相手なんだ……こっちの花吹雪が効かなくて」

『──本当ですか？』

　姉さんの声が一層、緊張の度合いを増した。元々、花吹雪は姉さんの得意としていた思考昇華パラダイムシフトだ──その威い力りよくは姉さん自身がよく理解している。

『……やっぱり、そうでしたか』

　けれども、続く姉さんの言葉は驚きには満ちていなかった。

「姉さん、どういうこと？」

『……橙矢ちゃんが今戦っている《羽憑き》は、先月の事件で唯ゆい一いつ、捕ほ獲かくされた個体なんです。登録名は道どう化け師し。記録を見る限り、ある特とく殊しゆな性質を持っているようで』

　どくん、と妙みような胸むな騒さわぎがした。道化師。先月の……事件。

『夜明けの危機』──とある《羽憑き》が多くの残留体を率い、都市を襲しゆう撃げきした一件。集団性を持たないと言われる残留体が、潜せん伏ぷくに奇き襲しゆう、精せい巧こうな作戦までをも展開した──都市の歴史上、類を見ない残留体の知能的な襲撃。あの《羽憑き》が……事件の生き残り？

「……その、特殊な性質って？」

『極めて高度な学習能力です』

　姉さんの答えは、はっきりとした簡潔なものだった。

『情報を蓄ちく積せきして、経験に基づく判断を下す──道化師は、通常の残留体とは違ちがい、意識的な行動が取れるみたいです。状況に合わせて行動できる、自我に近い思考形態を持っていると確認されています』

「……それって、あの」

　脳裏に緋ひ色いろの髪かみが浮かんだ。鋭するどい双そう眸ぼう。ほのみと瓜うり二ふたつの顔立ちをした──

「……堕だ天てん使し、みたいな？」

『いえ、残留体を指揮するほどではないみたいですね。むしろ、性質そのものは透ス過テ個ル体スに近いかもしれません。相手の行動……この場合、攻こう撃げきに適応してきますから』

　攻撃に──適応、する。その言葉にはっとした。そういえば。

「……花吹雪を撃うった後、あの《羽憑き》の身体に、鎧みたいなものが見えた」

『それです。橙矢ちゃん、道化師に花吹雪は何回撃ちましたか？』

「二、回。最初は、腕うでしか消せなかったけど」

『……その初撃で見切られちゃいましたね。これは私の想像ですけど、道化師は初め、橙矢ちゃんの花吹雪を受けた際、それを学習して──対たい抗こうするために……そうですね、極きよく端たんに熱に強いような物質を、思考昇華パラダイムシフトしたんだと思います』

「それが……あの鎧ってこと？」

　思い返せば、花吹雪に呑まれた《羽憑き》──道化師の鎧は、真っ赤に輝いていた。外気に触ふれた端はしから水蒸気を吹ふき上げ、大量の熱を蓄たくわえたみたいに。あれが、僕の花吹雪に対抗するため創られた防具なのだとすれば。

　道化師。相手に合わせ、おどけたように対応する──《羽憑き》か。

『橙矢ちゃん、応おう援えんが来るまで逃にげてください』

　はっきりとした声が携帯越ごしに響ひびいた。

『花吹雪は橙矢ちゃんの決定打です。封ふうじられた以上、戦せん闘とうの続行は危険すぎます。今、美み陽よちゃんをそちらに向かわせますから、それまでは──』

「──ごめん、姉さん」

　僕は携帯を静かにポケットに戻もどし、素早く立ち上がった。腰元から声はまだ続いているけれど、もうそちらに意識を向けている余よ裕ゆうはない。ずしん、と音が聞こえた。

　逃げるなんて悠ゆう長ちようなことは、言っていられない。

　地が揺ゆれる音を続かせて──ぬっ、と建物の陰かげから、道化師が姿を現したのだから。

「……こっちだっ！」

　声を張り上げる。道化師が首を真横に曲げた。仮面のような面が、僕を捉とらえる──それを確認してから、僕は《羽憑き》に背を向けて走り出した。足音が追ってくる。

　あれは僕を狙ねらっている。待まち伏ぶせまでされたほどだ──僕が逃げれば逃げるだけ、僕を捜さがしてくるはず。その過程で、他の生徒が巻まき添ぞえを食いでもしたら話にならない。

　なるべく──人の少ない場所に後ろのあれを引きつけないと！

「はぁっ、はぁっ、はっ……！」

　荒あらく吐はいた息の後を、地を叩たたくような轟ごう音おんが迫せまってくる。幸い、ここは校舎からは遠いし、今は放課後を迎むかえた直後だ。大型の体育館を迂う回かいして、弓道場を抜ぬければ──

「……橙矢っ？」

　聞き慣れた声が、した。

　眼球がその姿を追う。真横。最近、新築されたばかりの建物。弓道場の入口。一まとめにした栗くり色いろの髪。漆うるしの胸当て。弓道着を身につけた──僕の、腐くされ縁えんが。

　放課後いち早く、部活動に精を出している──次期部長候補の、少女が。

　つばさが、目を丸くしてそこに立っていた。

　寒気が首を後ろに巡めぐらせた。もうすぐそこまで迫っていた《羽憑き》が、その仮面を僅わずかに傾かたむかせ──くいっ、と弓道場の入口に目をやった。足を止めた。

　呆ぼう然ぜんとした様子で立ち尽つくす、つばさを──捉えた。

「──羽憑きぃっ！」

　叫さけび。道化師の注意が再び、僕に向く──その顔面に、照準を合わせた。引き金を絞れば、間かん髪はつ入れず、圧あつ倒とう的てきな熱量が銃口から伸のびて《羽憑き》の全身を灼やく。

　爪つま先さきから頭まで──完全に、灼き尽くす。はずなのに。

『────！』

　光が晴れれば。全身の鎧を赤く燃え上がらせ、道化師が狂くるったように吠ほえた。その腕が軽く宙を薙なぐ。視界の隅すみに黒い影かげが見えた次には、景色が二、三度横転した。悶もん絶ぜつするほどの激痛が身を襲おそい、指先一つ動かない。頭の冷静な部分が『再生』を開始した。

　冷たい。背にあたる土の温度が、制服越しでも冷たく感じる──

「……やっ！」

　耳元で誰かに叫ばれた。目の焦しよう点てんが合わない。二、三度左右に揺れると、ピントがようやく戻る。ぼやけた視界が徐じよ々じよに鮮せん明めいになり……見慣れた顔を映し出した。

「……橙矢っ、橙矢ぁっ！」

　泣いている。つばさの目から水すい滴てきが零こぼれ、僕の頬に当たった。ひんやりと冷たく、けれどもそれを心地ここちよいと思えないくらいには、頭は正常に動いていて。

　頬を動かして、笑みの形をつくった。つばさがはっと息を呑む。大だい丈じよう夫ぶ。

「……だい、じょ、ぶ……ぁ、やく……」

　逃げて、と言おうとして──つばさに黒い影が落ちた。はっ、と栗色の髪が後ろを振ふり返かえると、すぐさま身を翻ひるがえす。……よかった…………逃げて、くれた……──

「──橙矢から、離はなれてっ！」

　不意に。鼓こ膜まくに音が届いた。近い。すぐ傍そば……視界の隅に革かわ靴ぐつが映る。目を上げれば、女子生徒の姿が見えた。両りよう腕うでを突っ張ぱっている。両手でなにかを握にぎっている。黒い。

　それは、黒くて、ひどく無機質な印象を与あたえる──僕の、駆動銃ランゲージで。

　その銃口は真っ直ぐ、そこにいる道化師に向けられていた。

「離れて……離れてっ」

　つばさが下した唇くちびるを噛かみ締しめ、指先を引き金にかけた。震ふるえている。手だけじゃない──腕から足まで、恐きよう怖ふで小刻みに揺れている。緊張して、錯さく乱らんして、思考を乱している。



    

  
    
      　すぅっ、と。胸に冷たいものが落ちた。重なる。

「私が……私がっ」

　昔──僕が姉さんを助けようとしたとき。傍にある駆動銃ランゲージを拾って、姉さんの真ま似ねをするように構えた、あのとき。目の前の残留体はあまりに強力で、なんとかすることしか頭になくて、思考昇華パラダイムシフトの基き礎そすら理解せずに引き金を絞しぼった、僕と。

　暴発を引き起こした、僕と──つばさの姿が、重なる。

「橙矢を……助けるんだからぁ！」

　叫び、つばさが引き金を──引いた。

　ぱぁぁぁっ……と、銃じゆう口こうから強きよう烈れつな光が漏もれた。不規則な光の放射──膨ぼう大だいな熱量が形を持て余し、核かくとなる思考が暴れ回る。それは、紛まぎれもない暴発現象で。僕は。

「……つばさっ──！」

　ぱっ、と。涙なみだ色の光が弾はじけ、飛び────飛び。

　それだけ、だった。

「…………ぇ？」

　瞬まばたく。景色と瞼まぶたの裏が何度も入いれ替かわるも──目の前の光景は変わらない。道化師はその場で僕らを見下ろして、つばさは銃を構えたまま──構えた、まま。

　引き金を絞って。腕を突つっ張って。そこに立ち尽くした……ままだった。

　その銃口を突きつけられた、道化師もまた──固まったように、動かない。

「……なんだ……これ」

　まるで固まったように。つばさも《羽憑き》もぴくりとも動かない。景色ごと時間が止まってしまったような。でも、風はそよぐ。なにより、僕は動ける。

　そうだ──動ける。再生がある程度、終わった僕なら……っ、動けるっ。

「……つばさっ」

　力を込めて立ち上がり、つばさの肩かたを叩いた。少し揺れるだけで反応はない。目を開けたままそこに立っている。腕を軽く押してみると、簡単に下がった。固まっているわけじゃない……まるで、ぼぅっと突っ立っているみたいな。いや、確認は後回しだ。

　ごめん、と内心で謝ってから。僕はつばさの腰こしと、膝ひざの裏に手を回して、持ち上げる。治りかけの傷がじくじくと痛むも、女の子一人くらい運べなくて──どうするのだと。

　僕はつばさを抱かかえたまま、その場を後にした。



　それから、二〇秒と経たないうちに。

「……ん」

　身じろぐような声が耳元で聞こえた。栗色の髪が頬ほおをくすぐる。

「……んぅ……ん……え……っ、ひゃぁぁっ」

　突とつ然ぜん、つばさが腕の中で暴れ出した。うわっちょっとっ。

「つ、つばさそんな暴れないでっ」

「な、なんで橙矢がっ……わ、私のこと持ってるのっ？　なんでっ？　こ、これお姫ひめ様さまだっこ……ひゃぁっ、ど、どこ触さわってんの！」

「つ、つばさが動くからだよ！」

　どうにも相当混乱しているらしい。どこかに降ろそうと──したところで、耳元に嫌いやな音が届いた。ずしん、と地を鳴らすような……足音。

「っ……つばさ、静かに」

　耳元で囁ささやくと、ぴくっとつばさが動きを止めた。その頬が赤くなる……横で、僕はそっと耳を澄すませる。……ずしん、とまた聞こえる。近い。首を巡らせれば──よし。

　すぐそこの二階建ての体育館。僕は開けっ放しのその入口に素早く身を潜くぐらせた。

　扉とびらを閉めようとして、止める。相手は道化師──学習能力のある《羽憑き》だ。下手に痕こん跡せきを残して気づかれたらたまらない。扉は開いたままにし、せめて少しでも見つからないよう、館内奥のステージ下まで歩いたところで、つばさを床ゆかに降ろした。

「……ふぅ。これで、ひとまずは大丈夫だと思うから」

　振り向けば、つばさが膝ひざを崩くずした状態で、僕を見上げていた。その表情は先程とは違ちがい、感情が抜け落ちたように、呆然としている。うん……？

　ゆっくりと。つばさの瞳ひとみが、見開かれ──じわじわと縁ふちに水滴を溜ためた。え。

「え、ちょっとっ？」

「……っ、……橙矢、生きてた……っ」

　つばさがしゃくりあげるのを見て、僕は慌あわてるのを止めた。

「……ごめん、心配かけて」

　僕はつばさの傍に座り込む。うなだれたその頭に手を載のせ、ゆっくりと撫なでる。つばさがますます俯うつむいてしまうも、その唇くちびるからは感情が零れ始めていた。

「……橙矢がっ、ほんと、死んじゃうかと思ってっ……」

「うん。ごめん」

「私、どうしたらいいか……っ、わかんなくてっ……」

「うん。僕は生きているから。大丈夫だよ」

　言葉を染みこませるようにして、髪かみを撫で続ける。つばさのしゃっくりはしばらく響いたもの、頬に残る涙の跡あとが乾かわく頃ころには、鼻をすんと鳴らしながらも落ち着いていた。

「……ごめん。変なとこ、見せて」

　つばさがまだ赤い目を伏ふせて、小さく呟つぶやく。僕は撫でる手を離してから、

「いいよ、全然。僕のほうこそ、嫌なもの見せちゃって」

　ひどい光景だったと思う。残留体にいきなり殴なぐり飛ばされるなんて、逆の立場だったらと思うとその先の想像ができなくなる。しかもそれをいきなり見せられたら。

「……橙矢。あれ、なんなの？」

　つばさがおずおずと訊きいてくる。やっぱり、残留体の襲しゆう撃げきには気づいていなかったか。

「……残留体、って知ってるよね？」

　僕はつばさの混乱を落ち着けるように言った。ゆっくりとした首しゆ肯こうが返ってくる。

「前に、街を襲ってきたのと同じ……？」

「うん。さっきの《羽憑き》……あれは、研究所で実験していたのが逃にげ出した個体なんだ。本当は、学園なんかに来る前に仕留めるつもりだったんだけど……」

「仕留める……って、橙矢が？」

　つばさの目が丸くなるも、すぐに眉まゆを曇くもらせた。心配するように。道化師に銃口を向ける僕を見ているんだ。その発想に考えがいくのは不思議なことじゃぁない。

　もう、頃ころ合あいだ。隠かくしておく必要も、気も、既にない。

「──武ぶ装そう研究員って覚えている？」

　語り出しは、そんな質問から始めてみた。

「前に、花屋を始める前まで、姉さんがやってた研究所の仕事。残留体……さっきみたいなやつと戦って、その羽にある涙晶を奪うばう職業。この……」

　つばさの手から回収した、駆動銃ランゲージに目線を落とした。つばさの目もそれに落ちる。

「駆動銃ランゲージ。この武器を使って、戦う仕事のこと」

「……橙矢が、そうなの？」

　つばさの表情は不安そうな色に染まっている。うん、と僕は真っ直ぐ頷うなずいた。

　これ以上、もう──つばさを心配させないように。

「二年前から、武装研究員として働いている。一応、バイトっていう扱あつかいで」

「……そう、なんだ」

　そう言って、つばさがゆっくりと息を吐はいた。その顔が俯く。前まえ髪がみが目元を隠しているけれど──肩は微かすかにだけど震えていて。

「……ごめん。今まで黙だまってて。隠してて、ごめん」

　きっと心配するだろうから──そんな考えがどれだけ残ざん酷こくだったか、今ならわかる。

　隠しても隠さなくても、残留体と戦っていることを知ったら、つばさは絶対に心配していたんだ。辛つらそうに眉尻を下げて、不安そうに僕を見つめて──そんな顔をして欲しくないから、ずっと黙って隠していた。それが、どれだけ傲ごう慢まんだったか。

　心配させたくないから──その言葉が初めから、つばさの僕を気き遣づかう気持ちすら、踏ふみにじっていたのだと。

「……ううん」

　つばさが微かに首を振った。顔を上げる。その目め尻じりには水が溜まっていながらも、

「橙矢が昔、どうしてあんなに辛そうにしてたのか……少しだけ、わかった気がする」

　柔やわらかく、微笑ほほえんでくれていた。

「……つばさ。お願いがあるんだ」

　込み上げる感情を口元で抑おさえ切れず、僕は震える声でそう言った。

　この腐くされ縁えんの少女を──唐とう突とつに、失うのが怖こわくなって。

「さっきみたいに、僕の駆動銃ランゲージをもう使ったりしないで」

　つばさがバツの悪そうな顔をする。ちょっとだけその唇が尖とがっていた。

「で、でも……あのときは私も必死で」

「だめなんだ」

　力強く言い切ってから、つばさがぴくっと肩を震わせたので、慌てて苦笑する。

　そうじゃなくって。ただ、つばさには使って欲しくないだけなんだ。

「……昔、僕はあの銃を暴発させて、姉さんを傷つけたから」

　つばさが微かに息を呑のんだ。……知っているはずもない。姉さんが退職した理由は、表向きには残留体との戦いで負傷したことになっているのだから。

　それでも、俯くつばさは──姉さんの怪け我が自体は、知っている。

「……橙矢のこと、助けたくて」

「うん、わかっている。でも危険なものなんだ」

　そう、素人しろうとが引き金を引いたら、まず間ま違ちがいなく──暴発……す、る？

「……つばさ。引き金、引いたよね？」

　確認してみる。つばさはおずおずと首を縦に振ふって、

「う、うん……引いた、けど……え？」

　怪け訝げんそうに首を捻ひねった。なにかを思い出すように眉を寄せている。

「引いたら、橙矢の腕うでの中で……え、あれ？」

「……覚えてないの？」

　引き金を絞った直後、つばさと……道化師は固まったように動きを止めた。その間、つばさはなにをしても反応がなくて、少ししたら唐突に腕の中で暴れ始めた。そうだ。そういえば、道化師の足音が聞こえたのも丁度、つばさが慌てた頃だった。

　そしてその三〇秒近く──つばさはなにも覚えてないと言っている。

　それは、まるで──一いつ瞬しゆんだけ時間を盗ぬすまれるような、奇き妙みような言い分で。

「……つばさは成功して、た？」

　暴発だと思っていた。でも、物質創造だとすれば。ただのエネルギー拡散現象に見えなかったあれが、成功した思考昇華パラダイムシフトで──目に見えない、物質を撃うち出したのだとすれば。

　────鉛えん筆ぴつ、鉛筆の芯しん、橙矢にいいところ見せなくちゃ。

　思い出す。適性試験のときに覚えた、妙みような空白と──頭に直接響ひびくような、つばさの声。

　そう、まるでつばさの思考が──考えが、頭に入ってくるようで。

「……思考そのものの、創造？」

　考えを口にした、そのときだった。

　どぉんっ……と、床が大きく揺ゆれる。床だけじゃぁない、壁かべや天てん井じよう──体育館全体が振り子のように揺れている。止まったと思った次には、遠くのほうから轟ごう音おんが鳴った。

　まるで、建物を強く叩たたきつけたような──

「しらみ潰つぶしに捜さがす気か……」

「い、今の、残留体？」

　つばさも気づいたらしい。僕は一つ頷いてから立ち上がる。

「橙矢？　どこいくの？」

「つばさはここにいて。絶対、外には出ないで」

　言いつつ、制服の懐ふところから予備の涙晶カートリッジを取り出す。あくまで保険用だから性能は期待できないけれど──ないよりはマシだ。銃じゆう把はの底に滑すべらせる。

　かちっ、と弾だん倉そうの交こう換かんが済んだところで、僕は踵きびすを返す。

「──橙矢っ」

　名前を呼ばれた。袖そでを掴つかまれたと思ったら、つばさが厳しい顔で覗のぞき込んでくる。

「あの残留体と、戦う気なの？」

「……そうだよ」

　素直に答えた。もう、隠す必要はないのだから。

「今からあの《羽憑き》を倒たおす。つばさは危ないからここにいて」

「嘘うそ」

　不意に。はっきりとした声こわ音ねで告げられた。

「橙矢、残留体を倒すって言ったけど……本当は、倒せないんじゃないの？」

「──そんなこと、ないよ」

　咄とつ嗟さに動どう揺ようを隠すのに精せい一いつ杯ぱいで、声が少しだけ震ふるえてしまった。

「ううん、そんなことある」

　そしてそれを、腐れ縁の少女はなんなく看破してくる。

「さっき、橙矢が銃から出した、あれ……花はな吹雪ふぶきみたいなの、私も見たことある。小さい頃、橙矢と一いつ緒しよに研究所に遊びにいって、ハル姉が見せてくれたのとそっくりだった。あれが橙矢の、思考昇華パラダイムシフト……なんでしょ？　でも、あの残留体には効いてなかった」

「……効いてたよ」

「効いてない。私だってそれくらいわかるよ。あんなすごいのが……ハル姉の得意技みたいなのが全然効いてなかった。あの残留体、本当はすっごく強いんじゃないの？」

　どうしてこうも──この少女は、見み抜ぬいてくるんだ。

「……強いことは強いよ。でも、花吹雪以外にも対たい抗こう策はあるから」

「じゃあ、ここで見せて。あるなら見せられるよね？」

　つばさらしくもない挑ちよう発はつ的な理り屈くつだった。それほど自信があると言わんばかりに。

　ねえ、とつばさは強い眼まな差ざしで僕を射い貫ぬき、言い訳という退路を断ってきた。

「私が、橙矢の嘘、わからないと思う？」

「……大だい丈じよう夫ぶだから」

　もうそれしか言葉が残っていない。つばさは一つ、息を短く吸うと、

「私にも手伝えること、ない？」

　──まるで、一瞬だけ時間を盗むような。

「っ、ないよっ」

　つばさを振り払はらうように言っていた。でも実際には、腕は振り払えてなくて、つばさの目線から顔も逸そらせずにいる。そしてその口が紡つむぐ言葉からも。

「ねえ、橙矢。橙矢は、私がさっきなにをしたのか知っているんだよね。私のやった……思考昇華パラダイムシフトが、なんなのか。もしかしたら、残留体に効くんじゃないの？」

「違ちがうよ。そんなことない。考えすぎだって」

「誤ご魔ま化かさないで。橙矢がそうやって苛いら立だつときはなにか隠している」

「っ、隠してなんか！」

　語ご尾びが荒あらくなってから気づく。そのまま、苛立っているような口調だった。

　つばさは僕から目を逸らさない。だからせめてもの抵てい抗こうに、僕は俯うつむいた。

「…………多分、つばさの思考昇華パラダイムシフトは、思考そのものを撃ち出している」

　隠し事を白状する気分だと思ってから──隠していたんだと思い直した。

　言いたくはない。でもこれ以上、つばさの視線からも逃のがれられない。

「思考……というより、神経信号の類。それを、目に見えない波……みたいなものとして撃ち出している気がするんだ。思考昇華パラダイムシフト自体は成功しているから、涙晶も減る」

　なにより──図星だったのは、思考を撃ち出すことの効力だ。

「あくまで推測だけど……物質化した思考は、相手に接せつ触しよくしたとき、脳に直接作用するんだと思う。撃ち出された神経信号が身体からだに流れる神経信号とぶつかり合って、その一瞬、脳からの命令を受け取れなくなる……タイムラグ、って言えばいいのかな」

　それが、おそらく──空白の三〇秒間の、正体。

　つばさが《羽憑き》と対たい峙じしたあのとき。銃じゆう口こうからは物質化された神経信号が放たれ、道化師とつばさに接触──お互たがい、脳が処理不能を起こして硬こう直ちよく状態に陥おちいったと考えれば。

　脳からの命令を受け取れない──文字通り、時間を盗まれたように感じるはず。

「……つまり、その間は残留体が無防備になるってこと？」

　つばさは的確なまでに結論を言い当てた。その先まで口にする。

「そこまでわかってるんだったら……」

「──だめだ」

　僕ははっきりと拒きよ絶ぜつの声を返した。つばさがむっと唇くちびるを尖らせる。

「どうして？　橙矢の思考昇華パラダイムシフトが効かないんだったら、私が」

「とにかく《羽憑き》は僕が倒す。つばさはここにいればいいから」

　それだけ言って、僕はつばさの腕を振り解ほどいた。つばさの顔を見ないまま、銃把を握にぎりしめ、踵を返して──ぱっ、と。さっきよりも強く、今度は手が掴まれた。

「橙矢、こっち見て」

　つばさの声が背中を叩く。僕は振り返らない。振り返れない。

　ただ──腐れ縁の少女の視線と言葉を、受け続ける。

「私の思考昇華パラダイムシフト、効くんでしょう？　だったら誤魔化さないで」

　少しだけ、息を溜ためるような間があってから、

「──私のこと、頼たよってよ」

　────私じゃ、頼りにならないかな？

　不意に。懐なつかしい記き憶おくが蘇よみがえって、呼吸が苦しくなる。保健室。あのときのつばさの泣きそうな顔が頭に浮うかび、それが背中越ごしの少女の表情を容易に想像させて。

「……怖こわいんだ」

　僕は絞しぼり出すように言っていた。心の奥底に沈しずめて、隠かくして、忘れていた本ほん音ねを。

　もうこれ以上──つばさに、踏ふみ込んで欲しくなくて。

「つばさが……残留体と戦うのが、怖いんだよ。つばさの思考昇華パラダイムシフトが効いても、残留体を倒せるかどうかはわからない。駆動銃ランゲージがまた暴発しないとも限らない。一瞬の判断を間違えば死ぬかもしれない。つばさにはそんなことして欲しくないんだよ」

　だから本当は、背で沈ちん黙もくする腐くされ縁えんに、武装研究員のことも教えたくなかった。学園で生活するつばさには、研究所の世界に踏み込んで欲しくなかった。

　命がけの戦いなんて、怖いものを知って──その先にいる、僕を。

「……つばさに怖がられるのが、怖いんだ」

　声が情けないくらい震えていて、僕は下唇をぐっと噛かみ締しめた。

　残留体と戦うバイトは、一いつ般ぱんの範はん疇ちゆうからは逸いつ脱だつしている。大多数の印象は負の感情寄りで、残留体を怖おそれる心がそのまま、武装研究員への畏い怖ふに繋つながることも少なくない。

　学園という日常で生きるつばさが──僕を怖がっても、なにも不思議はない。

　怖がって嫌きらいになって──離はなれていっても、なにもおかしなことはない。

「だからもう……これ以上、僕には」

　──関わらないで。そう……言おうと、したのに。



　ぎゅっ、と背中に抱だきつく感かん触しよくがあった。



「……そっか。橙矢がずっと内ない緒しよにしてた理由って、そうだったんだ」

　吐と息いきが制服越しに背中を温めた。腕うでが胴どうに回される感覚。

「やっと、わかった……もう、なんで早く言ってくれなかったの？」

　つばさの表情は相変わらず見えない。けれども今、微笑ほほえまれた気がした。

　鼓こ動どうが激しい。心臓の音が聞こえないか心配になる。つばさの声がくぐもって届く。

「ね、橙矢。一つだけ、絶対に正しいって思えること、言うね」

　背中に当たる柔やわらかい温もりが、より押しつけられた気がした。

「私は橙矢のこと、もっと知りたい……その途と中ちゆうでなにかあっても、そう思う気持ちが消えることはないよ。これだけは、絶対に正しいって思える」

　つばさの温もりを感じながら、声を聞きながら──ようやく、僕は悟さとる。

「橙矢の弱いところも、強いところも、私は全部知りたいから」

　そう言ってくれる腐れ縁の少女は、ずっと僕に近いところにいた。

　小中高と一緒で。武装研究員になる前は、部活動も一緒で。もしかしたら姉さんよりも一緒にいる時間が長い、そんな相手だから──変わった自分を見られるのが怖かった。

　武装研究員として戦い、残留体の命を消し飛ばす──今の僕を。受け入れてくれるかどうか、理解してくれるかどうか、わからなくて。今までずっと隠してきたけれど。

　ねえ、と僕を呼ぶつばさが、それを知ってなお、

「橙矢。私のこと、そっちに引き込んで。私の思考昇華パラダイムシフトが役立つなら、一緒に戦わせて。橙矢と一緒なら、残留体だって全然怖くないから」

　そんな風に気き丈じような声で──そう、言ってくれるのであれば。

　僕はゆっくりと後ろを振ふり返る。胸むな元もとにいるつばさと目が合った。

　知りたいと。僕に関わってくれる──この、腐れ縁の少女に向けて。

「……絶対に、怪け我がはさせないから。つばさのこと、頼ってもいいかな？」

　せめてもの信しん頼らいを返そうと、笑みを浮かべる他はなくて。

　未知を怖がる必要は、もう──どこにもないのだと知った。

「任せて。橙矢のこと、助けてみせるから」

　そう言って、つばさが柔らかく微笑んだ、そのときだった。

　どぉんっ──と。

　擬ぎ音おん通りの轟ごう音おんを撒まき散ちらして、僕たちのすぐ横にある壁かべが大きく食い破られた。風圧がつむじ風のように身を叩たたく。ぽっかり空いた穴から光が差し込み、粉ふん塵じんの舞まう向こうから──のっそりとした人ひと影かげが現れるまで、それはほんの一いつ瞬しゆんの出来事で。

　外の光を背に受け──乱入者の輪りん郭かくが明らかになれば。

『────！』

　人間に似て人には程遠い《羽憑き》道化師が、狂くるおしく咆ほう哮こうした。



　咄とつ嗟さに取れた行動は、少なかった。

「──つばさ、下がってっ！」

　腐れ縁の少女を背に隠し、駆動銃ランゲージの引き金を絞る。銃口から噴ふいた光は、物質という形を取り、一ひと振ふりの剣砕きマンゴーシユへと姿を変えた。その柄つかを掴つかみ取とり、構える暇ひまもなく振るい抜ぬき──かきんっ、と軽い金属音が鳴り。気が付けば。

　道化師が籠こ手てに覆おおわれた拳こぶしを突つき出し、僕の剣砕きマンゴーシユがそれを受け止めた。ぎりっ、と僅わずかに拮きつ抗こうした後、お互いの武器が拒絶し合うように弾はじかれる。

「っ、つばさっ」

　前を向いて道化師を牽けん制せいしたまま、僕は後ろに駆動銃ランゲージを放り投げた。慌あわてたようなつばさの声がするも、落下音がしないところを見ると、受け止めてくれたらしい。

「橙矢、これっ」

「それ持って、後ろのほうにいて！」

　花はな吹雪ふぶきが封ふうじられた僕には必要ないから。そう、内心で付け加えてから、僕は床ゆかを蹴けった。言葉にする暇はない──眼前の道化師は既すでに腕を振り上げている。

「っ！」

　籠手に覆われた拳が宙を裂さき──すっ、と僕の頬ほおを撫なでる。咄嗟に回かい避ひできた自分に驚おどろきつつも、視界の隅すみに続く黒い影かげが映れば、腕は自然と跳はね上がった。

　剣砕きマンゴーシユの刃はが、鈍にび色いろの拳を受け止め──弾き、破は壊かいした。

『─、──、─！』

　道化師が苦く悶もんの声を上げ、腕を押さえるも──僕自身、驚きよう愕がくに思考が止まる。壊こわせた……？　花吹雪ですら溶とかせない、強固な鎧よろいが、籠手が──っ、いや、そうか。熱に対する強力な耐たい性せい。それは決して、その物質自体の強度を保証するものじゃぁない。つまり。

　花吹雪は効かない。でも、純じゆん粋すいな質量の力なら──あるいは！

「っと！」

　考える暇もなく、ぶるんっ──と、道化師が腕を唸うならせた。しゃがみ込んで回避するも──次が間かん髪はつ入れずに襲おそい掛かかってくる。右、左、左、下から上──まるで、人間の繰くり出すような正確さで、拳が四方八方から飛ぶ。左、右、上、上、上上上──っ。

「っぁ……！」

　がんっ、という衝しよう撃げきが側頭部を捉とらえたときにはもう、朦もう朧ろうとする視界の隅で、黒い影が見えた。なんだ、こいつ──さっきよりか、動きが、速くなっているような。

　──学習……能力？　相手の動きを見て、理解して、己の行動を決定する。その意味を思い出した矢先、道化師の拳が──ぴたり、と。僕の眼前で。

「……止、まった？」

「──橙矢っ！」

　ふと、鋭するどい声が頭に降ってきた。見上げれば、二階──バルコニーの通路に、駆動銃ランゲージを構えるつばさの姿があった。その銃口は位置からして……僕、ではなく。

　道化師に向けられていて──その意味するところを、悟った。

「タイムラグ……！　つばさっ、ありが」

「と、橙矢っ、後ろ！」

　腐れ縁の警告が耳に届いた途と端たん、寒気にも似た殺気を背に覚え、僕は後ろを振り返ることなく、前に転がり込んだ。その判断は果たして正解だったのか、ぶわぁっ、とした風圧が背中を薙なぐも、勢いそのまま体勢を整えて、振り返ってみれば──既に。

『────』

　道化師はだらりと両りよう腕うでを下げ、ゆっくりと僕に近づいてきている。

「……学習、能力ね」

　思わず下唇を噛んだ。およそ三〇秒。それが、タイムラグ──つばさの思考昇華パラダイムシフトが創り出す空白の時間だったはずだ。なのに、道化師は今……多分、一〇秒とかからずに、硬こう直ちよくを解いてみせた。明らかに回復が早くなっている──本当、とんでもない。

　一度、受けた攻こう撃げきにはすぐに耐性をつくってみせる──ワクチンにも似た、学習能力。

「──つばさ！」

　道化師から視線を離さないまま、二階のつばさに向けて叫さけび。

　短期決戦だ。時間が経たてば経つほど、不利になるというのなら──

「合図したら、一発撃うって──！」

　意図が通じたのか確認する暇も惜おしみ、僕は再び、靴くつ底ぞこで床を蹴り上げた。

　今はもう、構えることすらしない──《羽憑き》に向かって。

『────！』

　道化師が唸った直後、ひゅんっ──と、黒い影が僕の肩かた先さきを焦こがした。確かな熱に顔が歪ゆがむのも束の間、足あし下もとが薙がれる。一瞬の滞たい空くう、回転に次ぐ転てん倒とう──した勢いのまま、膝ひざを押し曲げ、跳とんだ。道化師が一瞬、僕を見失ったように逡しゆん巡じゆんする間に──その足下に身を滑すべらせた。剣砕きマンゴーシユを唸らせ、一いつ閃せん。

　ぱきんっ──と、道化師の膝、鎧の繋ぎ目めが綺き麗れいに割れた。

　道化師が軸じくを失ったかのように、その身を床に沈しずめた。絶ぜつ叫きように似た雑音が響ひびく中、僕は二階に視線を飛ばす。バルコニー──つばさは、果たして目だけで意図をくみ取ってくれた。黒の銃じゆう口こうが持ち上がり、引き金が絞しぼられると。

　光の筋が、一閃──道化師に差し込み、その巨きよ躯くが硬直した。タイムラグ──一瞬に生じた空白の時間、僕は剣砕きマンゴーシユを逆手に構え、道化師の頭部に突き刺さした。

　熱には強く、衝撃には弱い──そんな兜かぶとが、罅ひびを奔はしらせた途端、ばらばらに砕くだけ散る。

　その中にあるのは、剥むき出だしの頭部と──再生能力の根源たる、涙晶の羽だけだ。

「──橙矢っ」

　二階。声と共に黒い物体が投げられた。くるくると回転する──大型拳けん銃じゆう、駆動銃ランゲージを手に掴む。最後まで意図をくみ取ってくれた腐れ縁に目で礼を言って。

　僕は駆動銃ランゲージを構えて、その銃口を沈黙する道化師に向けた。

「……これで」

　銃じゆう把はを握にぎりしめ。引き金を引き絞る──否いな、絞ろうとした。

『──ォ──』

　妙みような『声』さえ、聞こえなければ。

　音源は目の前。床に伏ふした《羽憑き》は、微かすかに痙けい攣れんを始めていた。

『……──ォ──ゥ……──』

　道化師のタイムラグが途と切ぎれた──本来であれば、真っ先に引き金を引かなくちゃいけない場面なのに。一瞬でも気を抜けば、床を舐なめるのはこちらのほうなのに。

『……ォ……──ォ……ゥ……』

　どうしても、息を呑のんでしまう──その声に。

　道化師は弱々しく顔を上げ、その仮面のような面で僕を見つめながら──言った。

『……──……コ、ロ……────ス……ノ……？』

「っ!?」

　ぎゅっ、と心臓が鷲わし掴づかみにされた気がした。そんなはずはない。そう、否定する声が胸から上がり、けれども今までの経験が、その答えを否定し返した。

『──コ……──ロ……ス、ノ……──』

　人と違ちがう肉体を持ち、人と違う考えを持つ、残留体は──人の言葉を、口にしている。

　目の前にいる、《羽憑き》は──今、喋しやべっている。

『…………──ド……ウ、シ、テ？』

　──学習能力。不意にその言葉が頭に浮うかんだ。

　相手の情報を吸収し、経験に基づく判断を下す。花吹雪に対たい抗こうする防具を創り、タイムラグの影えい響きようを緩かん和わし、戦いの中で急速に成長する──その、力が。

　僕たちが喋っていた言葉すら──学習したのだと、すれば。

　それが、残留体における──進化なのだと、すれば。

　ほんの一瞬だけ、心が揺ゆれたことを認めて。

　それでも僕は、駆動銃ランゲージの照準を、未だに言葉を紡つむぐ道化師に合わせた。

「──お前がこの学園を襲う以上、僕はお前を撃つ」

　人に似た姿を持ち、人に似た言葉を介かいして、人に似た思考を宿す。それらはあるいは、どれも『似て』いるのではなく、本当は全て『同じ』なのかもしれないけれど。

　僕の脳裏には、確かに──緋ひ色いろの髪かみをした少女の笑顔が浮かんだけれど。

「……謝りはしない」

　たとえ、目の前にいる残留体が、まるで助けを請こうような言葉を話していても。

　その仮面のような面が、僕になにかを訴うつたえているように見えたとしても。

　人と、残留体は──等しく、対等の存在だから。

「──消え失せろ」

　それだけ、言い残して。

　僕は、引き金を────絞った。
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「とうやくん、どうしたの？」

　不意の声が耳元に届いた。

　いつもの特とく査さ。窓の外を見ていると、ふと、ほのみが僕の顔を覗のぞき込んでくる。

「なにか面白いもの、あった？」

「いや、特にはなにも。いつもと代わり映ばえしないよ」

　都市を一望できる景色は、中々に壮そう観かんとはいえ、もう見慣れたものだ。不思議そうな顔をするほのみには申し訳ないけれど、僕は苦笑を浮かべる。

「ちょっとぼーっとしてただけだから」

「なんだ、まだ疲つかれ抜ぬけきってねぇのか？」

　ソファに腰こし掛かけるノボルが、ネスティの表面を布で磨みがいていた。

「まぁ、事件の後始末とか忙いそがしかったしな。オレも若じやつ干かん……ふぁぁ、寝ね不ぶ足そく気味だぜ」

「うん。皆みんな、よく頑がん張ばってくれたね」

　室長チェアに背を預け、美み陽よさんが微笑ほほえみつつ、室長デスクに肘ひじを突ついた。

「政府による襲しゆう撃げき事件が収束して一週間、今日までよく事後処理を頑張ってくれた。明日あしたから週末だから、ゆっくりと身体からだを休めて欲しい」

　はい、うぃーす、はいっ、との三者三様の声が響く。それを受けて、我らが室長は満足そうに頷うなずいてから、ふと、思い出したように眉まゆを上げた。

「そうだ、今日は他にも良い報しらせがあってね。政府の施し設せつに収容されていた、誘ゆう拐かいされた学生が、昨日までに全員、目を覚ましたようだよ」

「あ、本当ですか？」

「今朝、病院から連れん絡らくがあってね。例の、思考昇華パラダイムシフトの素質開花によって、少なからず意識状態に問題があるそうだけれど、全員、リハビリを続ければ回復できるらしい」

「よかったぁ……」

　自分のことのように嬉うれしそうな顔をするのはほのみだ。うん──日ひ守もり司つかさとはあれっきり顔を合わせていないけれど、彼女もまた、いずれは元気になるという証しよう拠こだし。

「つっても、ホント面めん倒どうな事件だったよな……」

　うーん……と、ノボルが両手を組んで、大きく背を伸のばした。

「まっさか、政府──この都市そのもんが誘拐事件なんぞ起こすとはな。未然に防げたから御おんの字つっても、これから多方面に色々と影響出そうな予感バリバリだぜ」

「出そうな……というよりは、既すでに出ているね」

　立場上、それこそ色々な情報を知る美陽さんが指先で顎あごを撫なでる。

「本来『鶺せき鴒れい』を治めるはずの政府が、市民に危害を加えたんだ──彼らの主張がどうであれ、その事実が都市中に知れ渡わたった今、現政府は崩ほう壊かいの一歩手前だよ。検挙する側が検挙される──都市の基き盤ばんが文字通り、揺ゆらいでいるのだから」

「……にしては、そんなに深刻そうじゃないですね？」

　美陽さんの口調は内容とは違って穏おだやかだ。うん、という返事も落ち着いている。

「今回、政府の全てが事件に荷か担たんした訳ではないからね。クリスベル捜そう査さ官かん──いや、リノノンが言うところの、少数派が現在、必死に立て直しを図っている」

　リノノン。いつの間にか、美陽さんがリノンに渾名あだなをつけているのはさておき。

　それに、と我らが室長は興味深そうに目を細めた。

「上層部の話によれば──自分たち研究所も政府の復興に手を貸すらしいよ」

「……あん？　研究所がっすか？」

　ノボルがきょとんした顔をする。多分、僕も同じような感じだったと思う。

　んっ、とほのみが一人、元気良く挙手をした。

「仲良くすることはいいことっ」

「至し言げんだね。その通り。研究所と政府は長年、立場や権力、方針の違いから対立を繰くり返してきたけれど、非常時に手を取り合うだけの余地は残されていたのだと思うよ」

　まあ、確かに──都市が崩壊寸前の今、いがみ合っている場合じゃぁない、か。お互たがいが睨にらみ合う場所すら、下手をしたら比ひ喩ゆではなく海に沈むかもしれないし。

「……でも、そうなると、ユリアヌスのやったことって」

　結局、『鶺鴒』を追い込むだけだった気がする──とは、口に出来なかった。理り屈くつは正直、受け入れがたいものだったけれど、都市を変えようとするその志こころざしは、多分。

「……結果は手段の積み重ねだからね」

　どことなく寂さびしそうに微笑む美陽さんも、僕と同じ気持ちなのかなと思う。

「どんな手段を使ったとしても、いずれその結果は自分に返ってくる。それが正しいものであるか否か、判断するにはその都度、過程を振ふり返るしかないのさ」

「……なんつーか、身につまされる話っすね」

　ノボルがぼんやりと呟つぶやいた。それっきり、室内にしんとした沈ちん黙もくが降りる。空調の音が低く響き、観葉植物の葉がゆらゆらと規則的に揺れている。

「……んっ、ちゃんと考えてれば大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　ほのみが一ひと際きわ、明るい声を出した。妙な空気が霧む散さんする。僕は思わず苦笑して、緋ひ色いろの髪かみを撫でた。相変わらず、ほのみはほのみだ──自然に結論を出してしまう。

　そうだ。ちゃんと考えていれば──きっと、ユリアヌスみたいにはならない。

「それに、みんな忘れているよ？　今日は……」

　そう言って、ほのみが上じよう機き嫌げんそうに髪を揺らしたとき。

　しゃ──と、部屋の扉とびらが滑すべる音がした。来客──見れば、そこには。

「……取込中、だった？」

　遠えん慮りよがちに小首を傾かしげる、つばさの姿があった。

　どこかそわそわしている──その理由は多分、身を包む衣装故ゆえだと思う。見慣れた──けれども、腐くされ縁えんの少女が着ているところは初めて見る、白を基調とした制服。

　特立研究機構──研究所の制服の裾すそを掴つかみながら、つばさがおずおずと訊たずねてくる。

「あの、貰もらった制服、着き替がえ終わったんだけど……」

「とても似合っているね、つばさん。さ、入って入って」

　美陽さんに手招きされ、失礼します──と、つばさが特査に足を踏ふみ入いれた。腐れ縁の少女と特査という組み合わせが新しん鮮せんで、思わずつばさの姿を見つめていると。

「……変、かな？」



    

  
    
      　ソファに座ったつばさが、そっと僕の横顔を窺うかがってきた。その上うわ目め遣づかいに、何な故ぜか──見つめていた事実が急に恥はずかしくなってきて、僕は慌あわてて、

「いや、まったく。すごく似合っているよ。うん、可愛い」

　余計なことまで口走ってしまったと悟さとった。つばさがかぁっと顔を赤くする。

「…………ぁ、ありがと」

「え、あ、うん」

　どう反応していいかわからず、ぽりぽりと頬ほおを掻かくと──ふと、三つの異なる視線を感じた。うち、二つは同種。室長と親友がなんとなく生温かい目をしていて、隣となりのほのみはどこかふて腐れたように僕を見上げている。心なしか、その頬が膨ふくれているような。

　ええと……なんだろう、この気まずさは。

「え、と。でも、驚おどろいたよ。つばさが特査に入りたいだなんて」

　空気の入れ換かえ──もとい、話題の入れ替かえである。

　僕が話を振ると、つばさははっとしたように、まだ少し赤い顔を上下させた。

「う、ん。先週の事件で、うちの弓道場も壊こわれちゃったし」

　部活動が出来なくなった──その原因に少なからず絡からんでいる僕としては、申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいなのだけれど、当のつばさは意外と気落ちしていない。むしろ。

「橙とう矢やも、もう反対はしないでよね？」

　そんな風に僕に釘くぎを刺さすくらいには、意い気き揚よう々ようとしている。僕は小さく頷いた。

　武ぶ装そう研究員──残ざん留りゆう体たいを駆く除じよするその肩かた書がきには、言わずもがなの危険が付きまとう。特査入りを宣言したつばさも例外ではなく、僕もはじめは反対していたのだけれども。

「先週の事件で、私も色々……その、知ったから」

　今はもうなにも言わない。当人──つばさは、その瞳ひとみに決意の光を湛たたえていて、

「私、あのとき……橙矢と一いつ緒しよに戦ったとき、橙矢がいつもこんなことしているんだってすごく驚いて、でもすごいなって思ったの。命がけで戦って、都市のために涙るい晶しようを手に入れて……武装研究員がそういう職業だって、初めてちゃんとわかって」

　体育館で見せたような、柔やわらかい微笑を浮うかべた。

「そしたら、すごいなって……私もあんな風になりたいなって、憧あこがれた」

「──その意気やよし、かな？」

　ふふ、と美陽さんが嬉しそうにきゅっと唇くちびるの端を吊つり上げた。

「特査の室長として歓かん迎げいするよ。つばさんはまだ初心者だからね、初めは駆動銃ランゲージの……そうだね、例のセーフティ技術を使って訓練していこうか。あと、自分としてはつばさんとのスキンシップも重ねたいから、是ぜ非ひともあちらの分室で色々と……ふふふ」

「はっ、はいっ。よろしくお願いします！」

　つばさが生き真ま面じ目めに頭を下げていた。緊きん張ちよう故か、美陽さんの妖あやしい笑いに続く、後半の内容は聞いていなかったらしい。……なんとなく、今後の二人の関係性が見えたような。

　ま、と傍かたわらのノボルが軽く片手を挙げた。口元から白い歯が光る。

「これで同級生兼けん同どう僚りようってわけだ。よろしく頼たのむぜ、緋あけ空ぞらっち」

「んっ、一緒に頑張ろうねっ、つばさちゃんっ」

　ほのみたちがわいわいはしゃぎ出す──その横で、僕はそっとつばさの顔を窺う。すると丁度、つばさと視線がかち合った。その瞳が不思議そうな色に染まる。え、と。

「……美陽さん、ちょっと飲み物買ってきます」

　それだけ言って、僕は何気なさを装って部屋を後にする。

　多分、いや、もしかしたら──これで、通じてくれるかなと。

「……橙矢？」

　果たして、通路に出て待っていると、程なくしてつばさが出てきた。

　その表情はどことなく、やっぱりという顔である。

「私のこと、呼んだ？」

「あ……うん。というか、自分で目配せしておいてなんだけど、よくわかったね」

　ちょっと驚くも、腐れ縁の少女は不思議そうに首を傾げるだけである。

「あれくらい、橙矢が相手ならわかるけど」

　どくん──と、その発言に触ふれ、心臓が跳はね上がった。いつもより、速い。

　多分、あの夢を──あの過去を、思い出してからだと思う。

「……つばさに、ちょっと話したいことがあってさ」

　僕はおずおずと口火を切った。

「昔……中学生の頃ころ。三年生の夏くらい。つばさ、保健室で、僕に……言ってくれたことあったよね？」

　つばさが怪け訝げんそうな顔をする。記き憶おくを遡さかのぼるように目線が宙に浮き──ぴたり、と。

　腐れ縁の少女の肩かたが硬こう直ちよくして、その顔が俯うつむいた。耳が徐じよ々じよに……赤くなっていく。いつのことか理解したらしい。その反応を見て、僕はなおのこと一層、心しん拍ぱくが激しくなるも、

「──ごめんっ、あれ、忘れてたんだ！」

　僕は己の踏ん切りをつける思いで、頭を勢いよく下げた。

　かつての、夢──つばさに告げられた想いに、僕はまるで取り合わなかった。それが当時のつばさを傷つけたのだと、昔の僕にはわからなくて今の僕にはわかる。

「…………わ」

　頭を上げてみると、つばさが顔を真っ赤にしたまま、口をぱくぱくさせていて。

「──わ、忘れてたぁっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声が鼓こ膜まくを震ふるわせた。そのまま僕に詰つめ寄よってくる。あわあわした顔で。

「わ、忘れてたって……あれを!?　あの、私がその、すっごい勇気出して言ったあれを……橙矢っ、忘れてたの!?」

「ご、ごめんっ。あの頃、本当に周りが見えてなくて……本当、ごめん！」

「忘れてたって……え？　ってことは…………断られてないってこと……？」

　そこで急に、つばさが口を噤つぐんだ。考え込むように俯いている。

「ごめん……本当、つばさにひどいことした……」

「──じゃ、じゃあ、目閉じて」

　不意に。上うわ擦ずったような声が耳じ朶だを叩たたいた。

　つばさが頬を赤く染めたまま、睨み付けるように僕を見上げている。

「それなら、少しの間、目を閉じてて──だめ？」

「……わかった」

　言われた通り、瞼まぶたを降ろす。つばさの言う言葉に逆らう気なんて毛頭ない。

　真まっ暗くら闇やみ。誰だれかにそっと近づかれる感覚があった。腰こし元もとをごそごそと漁あさられ……ホルスターから駆動銃ランゲージを取られたときは、さすがに目を開けそうになったけれど。

　考え直すまでもない。僕は正直、撃うたれたって文句は言えない立場だ。

　ぴた、と額に冷たい感かん触しよくが伝わる。硬かたい……無機質な、銃じゆう口こう、だと思う。

「……橙矢、私ね」

　言葉が告げられ。僕はぎゅっと目を瞑つぶった、直後のことだったと思う。



　どこか、聞き覚えのある声が。確かに、頭の中で反はん響きようした……気がして。



「……もう、いいよ」

　そう言われて、ゆっくりと瞼を持ち上げてみれば──真っ赤な顔をしたつばさと、ごく至し近きん距きよ離りで目が合った。鼻先が触れ合いそうなくらい、近い距離。

　自覚する。僕は今、頬が──異様に火ほ照てっている。

「…………つばさ、今」

「なに？　私は別に、なにも言ってないけど？」

　つばさがぷいと明後日あさつての方向を向く。その声こわ音ねは珍めずらしく悪戯いたずらっぽかった。

　僕は、つばさがなにかを言ったとは──まだ、訊ねていないけれども。

「げ、幻げん聴ちようでも聞こえたんじゃない？　それか、風の悪戯とか……」

　ぼそぼそとした声で呟つぶやくつばさは、心底、楽しそうに見えて。

「……うん。そうだね。なにか、聞こえたかもしれない」

　思わず、そう返してしまうくらいに、胸の奥が温かくなった。

　つばさがきょとんするのも一いつ瞬しゆん、慌てたように指で髪先を弄いじると、ふんと顔をそっぽに向けた。その横顔はほんのりと赤い。多分、僕の頬も同じくらい赤くて。

　ああ──そういえば。まだ、言ってなかったっけ。

　つばさ、と僕は腐れ縁の少女の名前を呼んだ。

「……これから、よろしく」

　果たして──それだけで、意味は通じてくれたんだと思う。

　つばさは少しだけ虚きよを突つかれてから、すぐに涼すずしげに微笑ほほえんでくれて。

「こっちこそ、よろしくね」

　橙矢、と付け足された声は、どこか弾はずんでいた。
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　その夜のことだった。

　つばさの特とく査さ歓かん迎げい会かいが行われ、日の入りと共に終しゆう了りようした頃。各々が名な残ごり惜おしい熱を感じながらも、立ち去る中──僕はほのみに断りを入れてから一人、研究所に残った。用事があると適当な言い訳を用意し、皆みんなが居なくなった途と端たん、踵きびすを返す。

　向かう先は、研究所でも屈くつ指しの人気のなさを誇ほこる──真冬の屋上だ。

「っ、さぶ……」

　容よう赦しやのない風に吹ふかれ、肩を抱だきつつも、足は決して止めない。そこそこ広い屋上を、迷いなく進み──手て摺すりに身を寄せる、人ひと影かげの元まで歩いた。

　小こ柄がらな少女。赤色の制服。若わか紫むらさき色の髪かみが風に揺ゆれている。こちらに振ふり返かえった。

「……遅おそかったのね、風かざ峰みね君」

　くす──と、リノンが、透すき通った笑みを零こぼす。

「二〇分も待ちぼうけたから、てっきりすっぽかされたのかと思った」

「……ごめん。歓迎会の後片付けが長引いて」

　僕は制服の懐ふところから──事前に用意していたおしるこの缶かんを取り出す。ちょっと冷めたそれを手て渡わたすと、リノンの頬ほおが感情を抑おさえきれないようにぴくと揺れた。

「……くれるの？」

「遅おくれたお詫わびに。こんな寒いところで待たせちゃったから」

　遠えん慮りよする必要なし、と判断したのか、リノンは缶のプルトップを引き開け、口をつけると、一気に飲み干した。喉のどに詰まりそうな勢いだけれど。ぷは、と吐と息いきを漏もらすと、

「……ごちそうさま。これで遅れた分は帳消しにする」

　お気に召めしたらしい。リノンは手の中で空あき缶を弄もてあそびながら、

「それで、どうして私を急に呼び出したの？」

　唐とう突とつに、本題へ入ってきた。

「『今日の夜七時に、研究所で一番高い屋上に来て欲しい』──相手が相手なら勘かん違ちがいしそうなメールを、いきなり当日の昼間に送られた身としては、呼び出しの理由がとても気になるのだけど？」

「……どうしても、聞きたいことがあってさ」

　とはいえ、僕としてもすぐに本題に入る気でいたから、手間が省けたのだけど。

　ふぅん、とリノンは言葉とは裏腹に無感情に呟いた。

「夜中に呼び出して聞くような内容──どんなことかしら？」

　その問いを、誤ご魔ま化かしはしない。多分、この少女はそういった誤魔化しを嫌きらう。

　すぅ、と一つ息を吸ってから、僕は口を開いた──それと同時に、右手で、

「こういうことだよ」



　背中に隠かくした駆動銃ランゲージを掴つかみ、その銃じゆう口こうをリノンに突きつけた。



「……こういうこと？」

　リノンはまるで動じていなかった。それもそのはず──僕が駆動銃ランゲージを構えた瞬しゆん間かん、彼女もまたその小型拳けん銃じゆうの照準を、僕の頭部に合わせていたのだから。

　それに加えて、楽しげな微笑ほほえみまで浮うかべて。

「今回は……私のほうが少し、遅かったかしら？」

　マイペース。この目の前の少女は、こんな状況でも相変わらずだ。

　一応、先に銃を突きつけたはずの僕が──雰ふん囲い気きに、呑のまれている。

　銃口を逸そらさないまま、レンズ越ごしにリノンの姿を認める。若紫色の髪は風にそよぎ、透き通った夜空を湛たたえるかのような瞳ひとみは、真っ直ぐに僕を見つめている。

　逃にげを許さないような、視線──でも、それは僕も同じだ。訊たずねる。

「リノン。君は……何者？」

　ぱちぱち、とリノンは何回か瞬まばたきを繰くり返してから、

「どういう意味かしら？」

　唇くちびるの端はしをきゅっと吊つり上げた。この状じよう況きようそのものを楽しんでいるかのように。

「私が何者なのか……哲てつ学がく的な質問では、ない？　だとすれば、私はリノン・クリスベル──政府内の一派の命令を受けて、特例捜査局リーアに工作員として潜もぐりこんだ者よ」

「そうだね。それは合っている」

　でも、と僕は駆動銃ランゲージの引き金に指をかけた。

「──本当に、それだけ？」

　初めて。全ての質問に律りち儀ぎな答えを返していた、リノンが──口を噤つぐんだ。

　悟さとる。僕の想像が、きっと、的外れではないのだと。

「……妙なんだよ」

　僕は記憶の底を探りながら、微かすかな違い和わ感かんを言葉にした。

「あの路地裏……つばさが特例捜査局リーアの連中に誘ゆう拐かいされかけたときのこと。あのとき、リノンは倒たおれた僕に代わって、特例捜査局リーアに立ち向かっていったけど」

　リノンの実力なら、あの場にいた特例捜査局リーアなんて簡単に叩き伏ふせられただろう。学生の誘拐を妨ぼう害がいしたことで、リノンは特例捜査局リーアから追われる身となっても。

　そもそも、リノンは特例捜査局リーアの側についていなかった……はずなのに。

「どうして、あの場にいた特例捜査局リーアの三人を──見逃したの？」

　それが、ずっと気になっていた。

　リノンは特例捜査局リーアの内ない偵ていを行っていたと言う。彼らの計画を阻はばむよう、送り込まれた──決定的な隙すきを窺うかがい、特例捜査局リーアを内部から崩ほう壊かいさせようと行動していた。

　だとしたら、あの場は──なによりの好機だったはずだ。

「あの特例捜査局リーアたちは、まともに動けない状態だった。彼らを捕つかまえて、研究所に伝えれば──少なくともその時点で、特例捜査局リーアの……政府の狙ねらいは判明していたはず。それどころか、計画を阻むことだって出来たかもしれない」

　ましてや──事件の決定的な契けい機きとなった、あれを。

「研究所の襲しゆう撃げきだって起こらなかった。特例捜査局リーアの三人を見逃さなければ……いや、救急車が到とう着ちやくするタイミングから見て、わざわざ彼らをどこかに隠した」

　政府の計画は知られることなく、研究所は無防備のまま、襲撃を受けた。

　そして、その結果──政府は、失敗した。

「……リノン、君は」

　全ての点と点を繋つなげ、線と線を結べば──ある一つの、可能性が浮かび上がる。研究所と政府。両者の情報を握にぎりながら、適度に開示し、隠いん蔽ぺいした──リノンの目的。

　そうとしか考えられない。駆動銃ランゲージを構えたまま、僕は言った。

「政府の襲撃を……あえて起こさせた」

「──そうね」

　不意に。波は紋もんを押し広げるようにして、リノンが口を開いた。

「あの姉にしてこの弟あり、と言うべきかしら。あるいは、風峰キョウダイだから？」

　くす、と僕の反応を見て面白がっているかのように、

「大正解……と言いたいところだけど、半分だけ正解よ」

「……半、分？」

　答えは期待していなかった。というより、リノンが本当に正解を認めてしまい、頭ではわかっていてもその状況についていけず、ただ言葉を機械的に繰り返しただけだった。

　それでも──ええ、と。リノンは事もなげに頷うなずき、淡あわく微笑んだ。

「政府による襲撃の誘発……そして、その確実な失敗。それが、私の目的」

　強い風が、足あし下もとを吹き荒あれる。季節遅れの木こ枯がらし──それは、僕とリノンの間を隔へだてるように通り抜ぬけると、宙に舞まい、空に吸い込まれていった。

　その間、僕とリノンの視線と、銃口は──決して逸れることはなくて。

「……答えて、リノン」

　研究所を襲おそわせ──政府の計画を失敗させる。その二つの要素を合わせ持つ者は、特例捜査局リーアでもなく、ましてや武ぶ装そう研究員でもない。

「君は────誰だれだ？」

　引き金に指をかけて。レンズを覗のぞき込んだ──その、先。

「……ご挨あい拶さつといきましょう」

　リノンは優ゆう雅がな一礼を見せた。

　それはまるで──国家の主あるじが、下しも々じもの者に向けてするような。



「涙るい晶しよう管理局が一人──リノン・クリスベルよ」



　以後、お見知りおきを。

　そう言って、リノンは透とう明めいなまでに綺き麗れいな微び笑しようを浮かべた。

「……涙晶、管理局？」

　────言葉が出ない時間は、果たしてどれくらいだっただろうか。

　ようやく絞しぼり出せた一言は、ただリノンの言葉をなぞっただけだった。声が上手く出ない……口元が微かに震ふるえている。膝ひざも笑っている。指先にまで伝でん播ぱしたそれは、駆動銃ランゲージをカタカタと鳴らし、僕の脳内に巡めぐる思考すらも乱した。

「……それは、ただの都市伝説じゃ」

「あら、風峰君までそう言うの？」

　リノンは心外だと言わんばかりに首を横に振った。

「こうして直じき々じきにご挨拶したのに……少しがっかり」

　涙晶管理局──世界中の涙晶を管理し、平等に分配するための組織。陰いん謀ぼうものにまで数えられるほどの、荒こう唐とう無む稽けいな都市伝説の組織には、常に『架か空くうの』の冠かんむりがつく。

　あくまで噂うわさ話ばなし。与よ太た話、作り話──そのはずだったのに。

　僕の目の前には、学生で特例捜査局リーアを内偵していた少女が──確かに、いる。

「……君の、目的は？」

　気が付けば口が動いていた。リノンは嬉うれしそうに口元を緩ゆるめると、

「その質問──直接されたのは二度目よ」

　ええ、と歌でも謳うたうかのように、滑なめらかな口調で言った。

「私の目的は『鶺せき鴒れい』を強くすること。そのためには政府……いえ、旧政府を排はい除じよする必要があった。特立研究機構は都市の要かなめを担にないつつも、政府という足あし枷かせのせいで十二分に力を発揮できていなかったから。それも『舞まい姫ひめ』がいる頃ころは、まだよかったのだけど」

　どくん、と心臓が不自然に跳はねた。

　リノンの口から出た、姉の渾あだ名なは──ひどく、聞き覚えのないものに感じる。

「でも、それも三年前まで──『舞姫』が姿を消して以降、『鶺鴒』は弱体化の一いつ途とを辿たどった。その積み重ねが三年。政府は『鶺鴒』の成長を阻そ害がいする存在となっていた」

「…………だから、政府を？」

「枯かれた枝を剪せん定ていしただけよ。今回の一件を経へて、『鶺鴒』は生まれ変わる──特立研究機構が都市のあらゆる主体となることで、『鶺鴒』は力を蓄たくわえていく」

　────上層部の話によれば──自分たち研究所も政府の復興に手を貸すらしいよ。

　研究所が壊こわれかけの政府を助け、再生する──そしてそのまま、中ちゆう核かくに居座る？

「『鶺鴒』にはもっと涙晶を蓄えて……強くなってもらわなくてはいけないから」

　リノンは囁ささやくように言って、ふっと夜空を見上げた。

　一五〇年前、大陸は海に沈しずんだけれど──空だけは変わらない。

「……これから、どうするの？」

　その疑問は僕の口を自然と衝ついていた。

　リノンがついと僕に視線を戻もどす。僕はそれを真っ向から受け止めて、

「政府の襲撃はもう終わって、狙い通り、研究所が『鶺鴒』の中心になって……政府が潰つぶれるってことは多分、特例捜査局リーアも」

「……そうね。また、別の都市に移るかもしれない」

　リノンが言った言葉は、存外に重く頭に響ひびいた。また。別の都市。

　若わか紫むらさき色の隙すき間まから垣かい間ま見みえる、その双そう眸ぼうは──いつも通りの、無感情に見えて、

「……研究所に来れば？」

　でも、今だけはそう見えなくて──僕はそんなことを言っていた。

　リノンの瞳が微かに見開き、その奥にある感情が露あらわになる……気がする。

　僕の勘かん違ちがいかもしれない。想像かもしれない。妄もう想そうかもしれない。

「特査ならいつでも人員募ぼ集しゆう中ちゆうだからさ。リノンの腕うで前まえなら申し分ないし」

　ただ、それでも──その瞳がどこか、寂さびしそうに見えたから。思えたから。

「つばさもきっと喜ぶと思うから。どうかな？」

　僕は未だに銃じゆうを突つきつけている相手を勧かん誘ゆうする。

　まあ、相手からも銃口を向けられているのだから──お相あい子こだろう。

「…………信じられるの？」

　ほんの小さな囁きが、聞こえた気がした。リノンの眼光が一いつ瞬しゆん、強まる。

「私が涙晶管理局の人間であること……それは本当よ。今回の一件で、私は救えるはずの学生を何度も見放して、事態を進めるための要素として利用した」

「リノンが涙晶管理局だってことは疑ってはいないよ。まあ正直、スケールでかすぎてついていけないところはあるけど……その事実は信じられる」

「どうして？」

　どうしてと言われても。僕としては首を捻ひねる他ない。理由を言えと言われても。

「リノンが──嘘うそを吐ついたとこ見たことないから、かな？」

　その瞬しゆん間かん、僕はもの凄すごく珍めずらしいものを見ることができた。

　ぽかん……として、口を半開きにして、問い掛かける……リノンを。

「……そうなの？」

「少なくとも僕が見る限りは……かな？　リノンって今まで、なにかを言わないことはあっても、嘘とか吐いて偽いつわったところは、見たためしがないから」

　学園での自己紹しよう介かいとか。誘ゆう拐かい事件の真相とか。涙晶管理局であることとか。

　例を挙げればキリがないほど──嘘を吐いた場面を、僕は見たことがない。

「……それでも私は、何人もの学生を」

「うーん……正直に言うと、僕に限って言えば、それはどっちでもいいんだよね」

　リノンがやたら驚おどろいたような顔をしているけれど、そうなのだ。

　国家転てん覆ぷくのため、一ひと芝しば居いを打った──周囲を巻き込んだ。でも。

「リノンは、つばさを助けてくれた」

「っ……」

　そこにいる微かすかに息を呑のんだ少女は、確かにつばさを救い出してくれた。

「あのとき、リノンは他の特例捜査局リーアに内ない偵ていっていう正体がばれるのも覚かく悟ごで、つばさの居場所を探し当てて、助けてくれた。ついでに僕のことも助けてくれた。後、涙晶輸送路で僕のことを先に行かせてくれたりもしたし」

　リノンは沈ちん黙もくしたまま俯うつむいている。だから、と僕は続けた。

「そんなことがあったから、僕はリノンを信じている。結構、勝手に」

「……呆あきれた」

　はぁ、と。リノンが本当に呆れたようにため息を吐いていた。

「風峰君……貴方あなたっていつか、色々と苦労すると思う」

「な、なにその曖あい昧まいな予言……涙晶管理局って、予言とかまで出来るの？」

　あり得そうな話だと思ったのだけれど。リノンには困ったように肩かたをすくめられる。

　む。あ、でもそういえば、リノンの困り顔って──初めて見るような。

「……しばらくは『鶺鴒』に残る」

　不意打ち気味の言葉が、耳に残った。

　リノンは足下を見つめたまま、爪つま先さきで地面をかつかつと蹴けっている。

「まだ、都市の行く末も見届けてないから……だから」

　どこか唇くちびるを尖とがらせ、その瞳ひとみをちらと僕に向けてきた。なるほど。

「うん、特査はいつでも人員募集中だよ」

　再びそれとなく勧誘してみると──ぷい、と何故かリノンにはそっぽを向かれてしまい。なにか言い間ま違ちがえたかと慌あわてる暇ひまもなく、再び、その透明な双眸に見つめられる。

「……やっぱり」

　どことなく苦笑いするような声こわ音ねは、いつものリノンと少し違う気がして。

　リノンの浮うかべる微笑みもまた、なんとなく透明なだけじゃなくて、

「風峰君って、変な人」

　────どこか、嬉しそうに見えた。



    

  
    
      
　あとがき






　こんにちは、武たけ葉ばコウです。

　１巻から続けて購こう入にゆうしていただいた方、お久しぶりです。ありがとうございます。書店であとがきを立ち読み中の方、初めまして。ありがとうございます。２巻だけ購入していただいた方、よろしければ１巻もいかがでしょうか？　ありがとうございます。



　挨あい拶さつの間に沢山の感謝を込こめてみました。……でもこうして並べてみると、最後のありがとうだけ、どこか催さい促そくっぽく聞こえる気がします。いや勿もち論ろん、購入していただけたら、めちゃくちゃ嬉うれしいです。喜びのあまり作者が飛び跳はねます。人の邪じや魔まにならないよう、自室の隅すみっこのほうで跳ねます。夜だとご近所迷めい惑わくにならないよう静かに跳ねます。

　……ですので、購入検討中の皆さん、いかがでしょうか？



　１巻のあとがきを読み返してみて、「なにか固い！」と思ったのは、つい最近のことです。『再生のパラダイムシフトⅡ　ダブル・トリガー』をお送りします。

　１巻に比べると、ページ数がちょっと多めです。表紙の女の子はこの巻からのニューフェイスで、今後とも活かつ躍やくする予定ですので、見守っていただけましたら嬉しいです。

　それから、１巻と同じく次回予告のページをつくっていただきました。あんな感じの物語になる予定です。興味を惹ひかれましたら、次巻もぜひお手に取ってみてください。



　今回、忙しいスケジュールにお付き合いくださいました担当者様。大変お手数をおかけいたしました。でもそれ以上に、ありがとうございました。

　本当に素晴らしいイラストを描かいてくださる、ntny様。橙とう矢やたちの生き生きとした姿には、橙矢たちは勿論、僕も大変嬉しく思います。

　そして、この本の制作に携たずさわってくださいました、全ての皆様。本当にありがとうございました。これからも、どうかよろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、この本を読んでくださった、貴方あなたへ。本書はいかがでしたでしょうか？　少しでも楽しい時間をお届けできましたら、これ以上なく幸せです。

　次の巻でまた貴方とお会いできる日を、心待ちにしています。



二○一三年三月　武葉コウ
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